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本説明書は北海道開発庁の委嘱によって調杏したものであって，調査は昭和

27 , 28の両年に亘って/行い，昭和29年は採取した資料の整理検討及び、化石の鑑

定に大部分の日時を費した。

本地域は北海道中央地域を南北に走る夕張岳，芦別岳，幾春別岳等の海按

1500m以上の高峰を主体とする山岳地帯の東側を占め，融雪は平年 5 月，降雪

は 10月末，との問 8 ， 9 の 2 ヶ月は殆んど雨が多く年間に調杏好適の期聞は約

3 ヶ月にj邑ぎない。

地域中央部を南北vこ流れる主夕張川の本，支流は降雨には急激な増水を見る

川で大木，大石を流下させ，地域内をあちとちと移動している熊と共に調査時

に最も警戒を要したものである。

E 調査の範閤及び精度

調査範囲は 5 万令の 1 大夕張の図面止之と隣接する幾春別岳，石狩金山，タ



張炭山及び、紅葉山の一部に及び，東部山岳地帯の大部分は 2 万分の 1 の営林署

の図面によって調杏し，特に地層の混乱を予想した主夕張川日陰の本流，八十

八班沢，九十八班沢は清水沢及び、上巻沢上涜と共に現地に於て5千分の1の踏杏

図を作って之に記入して之を 5 万分の 1 の図高に投写した D

地域西部の北方幌向岳，笹森岳附近は営林署の 2 万分の 1 により，西部の中

央及び、その南の地域は三菱大張蹟業所及び、北海道炭韻汽船株式会社の 5 千分の

l 実測図によった。

特iこ三菱及び、~t炭の鉱区内は両社による長年の精密調杢があり，今回の調杏に

当ては之等の最近の調杏結果をコンベイ JL させてもらった所もある。之等に関

し℃は文中引用の都度脚註として欄外に書的す様にした。

亜調査の歴史

イ可れの地域 iこ於ても地質調査の当初の目的となるのは鉱物資源である。当地

域の調杢開発も亦その例にもれ中石炭と砂金が挙げられている。殊に石炭は現

在の北海道の石炭産地の根幹をなす夕張炭田であって当図幅内に含まれる大夕

張地域，遠!院，若菜辺，清水沢の各地区は広義の夕張炭田の中に含まれる。

夕張炭田及び、其周辺の白望紀層の調杏の鼻祖とす可きは，ライマン C B. S.

LYMAN) であって共著 A. GeneralReportontheGeologyofYessa(1877)

には夕張炭田に於ける爽炭第三紀層と共の下位を占めるアンモナイトを含む白

皇紀層とを大別している。但し第三紀層と白 l:;~~ 紀層との境には明確な断定を下

して居ない。

即ち上掲の「リポート」中にはう~)実第三紀層と白 !~f:_~ 紀層去の関係を次の様に

述べている D

AstJwhattheageofthegroupmaybeincomparisonwiththe

wellstudiedgeologicalformationsofwesterncJuntriesnothingvery

precisecanyetbesaid....ｷ.ｷｷ.Myimprssionhasbeen........ｷthatthe

groupwasofearlyTertiaryorpossiblyoflateSecondaryage.

SometwoorthreemonthsagoafewfossiIswerebroughttome
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fromthes:mthernmostendoftheMainCoalField, andalsoproｭ

bablyitslowestrocks, perhapssom~ distancebellowofthecoal

beds;andam'"'ngthefossilswasaPtychoceras, whichisreckond

asaCret:lceous(lateSecondary)fossil;andtherearefossilammｭ

onitesfoundalsothesameneighbourhood , aconfirmatoryfact.It

isprobablethereforethattheselowerbedsatleastareCretaceous,
possiblytheupperpartofthegreatthicknessofcoalbearingrocks

mayreachintotheTertiary.

以上の記載から見 lると今日の石狩突堤層 F 土部アンモナイト層止が漠然と区

百rj されているだけで、函淵層群の存在は知られて居なかった様である。其後坂市

太郎等の炭田自体 iこ目的を置いた調杢が行われ，横山博士はライマン反共他の

人々の採取化石をミュンヘン大学に於て研究して木炭田産の白主氾化石を大略

j':[]度の Utatur 及び、欧州、!の Cenoman-Gault に対比ヌれている。

一方神保博士は明治 21 年から 24 年 iこ亘って北海道全道の地質調杢を行われ，

白望紀層及び第三紀層の詳細な研究を発表された。

との発表の中で注目十可きは北海-道の白菜紀層産の化石を皆同一層準のもの

として取扱われている事で、大体の層準としては欧洲の中部白望紀，南印度の

Ootatoor に対比されている。叉今日上部菊石層群の中でも比較的上位に産す

るものと考えられている Inoceramus naumanni をそれより下位に産する

1.concentricus に該当するものと考えられている。

夕張炭田に於げる石狩爽炭層と白望紀層との関係については整合と認められ

1)横山叉弐郎 Versteinerungenausdet]apanischenKreide.

Palaeontographica, BdXXXVL.1890

2) 紳保小虎 北海道地官報文(上下) 1891-92

長 Utatur 叉は Ootatoor

南印コロマンデル地方の白望紀腎 Hamites ， Pervinquieria , Acanthoceras , Puzosia 及び

InoceramusprobJematicu 月を含み，上中下 3 部に分よこれる。

化石学上から現在略その下部は我国のギリヤーク統最下部から宮古統上部 lこ，中部は

ギリヤーク統下部に，上部はギリヤ{ク統下部の;最上部からギリヤーク統上部に対地

される。

(根本達郎 南部印度白望系と本邦白望系との対比地宵学雑誌の巻昭 17 竿より)

- 3



夕張川本流及支流の調査によって次の様な層序を記載されている。

1) アンモナイト及びイノセラムス其の他を含む nodular shale ，砂岩を介む。

2) 頁岩を扶有する砂岩，部分的に際費。

砂岩中には Ammonite の外 Trigonia を産する。この Trigonia-sandstone に伴っ

て挟まれて来る頁岩及び砂岩中に Trigonia 及び Pectunculus を産する。

3) 爽茨板状褐色頁岩，友青色嘆友菅砂岩及び砂岩を介む。

。泥茨岩団塊を含む頁岩時に厚い砂岩あり。

VenericardiacompressaYOk. NuculaporonaicaYok. Hemicidarissp.

某他二枚貝及び巻貝を産す。

5) 頁岩の薄腎を狭む厚い砂岩腎，砂岩は部分的に際習で植物化石の破片を含む。

そしてむとあとの間は整合， 3) とのとの聞は不整合と記せられている。以上 ど

の内 1) は明かに今日の上部菊石層群を意味し， 2) は Trigonia-sandstone を

3) は石狩宍炭層の一部を， 4) は!院内頁層岩を意味するものであるが，之等の関

係に就いては既に今井博士によって指摘されている様に，今日から見ると上部

菊石層群と Trigonia -sandstone が逆転した位直に老かれているし 2) とめと

の整合問題も既に解決済みである。

共後矢部博士が 1899 "， 1902 年の 4 ヶ年に亘る夕張炭田其他の調杏に至って初

めて本道白望紀層の層位学的，古生物学的基礎が確立され且つ夕張及大夕張附

近の炭田地質の大綱も亦との時に打立てられたので、ある。但し同博士も石狩統

と白望紀層との聞は不明瞭ではあるが整合と観察されていた様で、ある。

矢部博士は之等の論文の中で白望紀層を 3 大別，され，化石学的ば、かりではな

く岩質的にも一部の細区分が可能な旨を述ぺられている。

即ち下位より

I 下部菊石層

3) 紳保小!荒 北海道地質報文(上下) 1891-92

4) 今井宇弐郎 石狩炭田に於ける白重紀居と爽炭第三紀暦(石狩統)との唐位関係.地

菅学雑誌、第 31 巻大 13 (1924)

5) 矢部長立 GeneralGeologyofThemiddleandthesouthernpartsoftheIshikari

Coal-field, Hokkaido(民 1anus.) 1901

北海道石狩国及び胆振国保田地官報告 1901

北海道石狩国郁春別及び夕張炭山附近地菅調査報告 1902

ZursrratigraphieundpalaeontologiederOberenKreideVOnHokkaido

undSachalin. Zeit, Deut, Geol , Ges, volLXI, Heft4.1909

- 4 -



a) オノ L ピトリナ石灰岩

bi アンモナイトを有する頁岩層

E 三角介砂丹層

a) TrigonialongilobazoneorLowerAcanthoceraszone

b) Thetiszone

eiPectuneuluszone

目 上部菊石層

a) UpperAeanthoeeraszone

b) Seaphitesbed

e) P[tehydiscusbed.

に令けられ I 下部菊石層を Cenomanian の一部に ， Ha 及び~ Hb を Cenom・

anian 上部に，目ヨを Turonian 最下部lこ， DIb を Turonian に， Ie を

Senonian に対比されノた。叉石狩続と自主主己層との関係については石狩統は羊

歯砂岩帯を以て上下に 2 分され下部を夕張炭層群を含む下部石狩統，上部を幾

春別，幌内の炭層群を含む上部石狩続に分けられ，その基底と白望紀層土音 r~ の

Senonian との関係は腎接で整合移化する所もあり，夕張地方にある下部石狩

統は幾春別及び、幌内地域には見られや上部石狩が直接白望紀海戎層土に整合す

るも，之は石狩続下部の不整合の結果ではなく，大規模な地層の圧減 (Sque·

ezedout) によるものならんと説明されている。

さて共後には大井上義 j庄の夕張炭悶の調査報交があり，との報交に於ても石

狩続と白皇紀層との間は整合と認められている。渡辺久吉は其後従来の諸氏の

論文をまとめ，前記大井上義近の夕張川本 .Of t及び、シホロカペツ川等の観察とヲミ

北及到 IJ路炭田の央炭層と白望紀層との関係について言及されている。

然しながら本地域炭田が地質学的に根本的な調査によって体形付けられたの

は1924 年の今井半次郎の発表によってである。

6) 大井上義近北海道石狩国夕張郡地質調査報文 1912

7) 渡辺久吉 中部及び東部北海道第三紀居地要 25 巻 1918

8) 今井宇弐郎前出 (4)

- 5 -



同博士は先に矢部博士によって 3つに分類された白望紀層に従来第三紀層と

白望紀層との移り変りと考えられていた砂岩機岩部を函淵層群左命名して之が

白豆紀層に入る可きを論ぜられ，函淵層群を石狩炭田の白望紀腎の最上部とし

之を上部 Senonian とし，石狩炭田各地の l育況から第三紀層と白歪紀層とは

傾斜不整合 (Clino-unconformity) である旨を述べられている D

其後本地域の炭田地帯は三菱及び、:~G炭の技術者によって精細な地形図を:基礎

とする調杏が行はれて来1た一方調杏の進捗につれてl院内層の下iこ隠されている

石狩宍炭層の構造を見るための幌内層の精密調査が重要視されて来た。幌内層

の層位並に細分に関する研究は1'''''上述べた北炭及三菱の調杏の他，発表された

ものの重なるも οを挙げると

ゲ 目上政敏

1941-42 田上 1攻故

1931 国代修一

1951 矢部長自

今井宇弐郎 石狩:茨田に於ける l院内腎と爽炭層との関係に就いて 東北大地

古邦報 i 号

村田 析 l院内層の研究(第一報) 北海道石炭鉱業会会報 113 号

村田 祈 1院内層の研究に就いて北海道石炭鉱業会会報 195 号

村司 析 幌内層の研究より得たる北海道中央山脈西部 Jこ沿う新第三紀腎

論北海道石炭鉱業会会報 223 号

同上政敏 地化学的に考察したる!院内頁岩に就いて地官学誰誌 41 巻

1院内層の深度に関する化学的研究北海道石茨鉱業会会報

235 号

石倉新，矢野長三 幾春別涙町に於ける石茨暦の研究北海道石茨鉱業会会

報 250 号

田上政敏 留萌，雨竜及び石狩茨国に於ける 1院内層位北海道石炭鉱業会

会報 244 号

頁岩の PH 測定とその沈積柑に就て地宵学 42 巻

l院内唐特にその唐位に就いて 矢部教授温暖紀念論文集

石狩茨田の地質構造に関する一考察石炭地官研究第 i 集

ゲ

ゲ

1921

1924

1931

1934

1935

1936

StratigraphicalRョ latl0n ofthePorona:andIshikariGroupin

theIshikariCoalfield, Hokkaido. Proe.Jap.Acad.Vol

XXVIINo.9

1952 高尾彰ヂ 石狩茨困に於ける 1院内層の層序と地官構造に関ずる研究石炭

地質研究第 2集

之等のものの内特;こ矢部博士のものは石狩炭田の幌内頁岩層中の化石のある

ものは若菜泣胃よりと位。石狩統産のものと類似せるこ左及び浅野清 VI 院内清

~ 6 ~



有孔虫の研究から i塗日立石狩統に対応す可き海成層が北海道に発見されて居ない

事実の解釈として幌内層の下部のあるものは若菜辺層と同層準の海成堆積物で

はなかろ弓か去の疑問を提出された。

一方北炭及び、三菱の地質技術者は幌内層細分の 4子没止して単位地域内の単

位時聞の化石の産向上七を以でせんとし，実地に応用して成果を挙げている。

既iこJzf\:ぺた様に木地域内の炭田地質は三菱，北炭の各技術者の真剣な調杢が

あるが，之等の:基礎となっ‘ているのは今井半次f!liの調杏であって，その大きな

区令は現在もなk厳然たる光彩を放ってゆるぎたいものである。

本地域の第三紀屑及び~~-l軍紀屑に関しては共後斎藤林次の調杢があり，大夕

張地方のi通逆也迩A転及び

大立目謙一郎の卓越した観察に基づく所論は「夕張張a炭悶夕張の地質{砕i拝草j氾色止二特 iにこ

共のf唯住し被せ情待.造に就て」の t中ドに於て述べら tれれl， ，之:等の訪調杏は筆者等そ益す

る事:多大なものがあった。

当地域内の白望紀層に関しては，従来函淵層群， 正部菊石層群， トリゴユヤ

砂岩層又は中部菊石層群及び、下部菊石層群去に 4 別1されていたのであるが，松

本達郎によって夕張川本流の上流地域で、本図幅去幾春別図1!1亘に跨がる地域は精

細な層位的，化石学的。調杏が行われ，白望紀層は細かく 26常に細分され，そ

の各の岩質，化石について研究された。

本図幅東部を占める山岳地帯の高所を占める夕張岳変成岩類及び、所謂鬼刺膚

に属する空知層群に関しては本図幅の隣接区域に於て調杏せられ ， I之等ο時代

に関して種々の論議があるが，未だ判然とする段階に達してい段い。

本1英国ο部分的調杏としては最近網野実，網野実，根本注文及び\と島宏，細野

ヲ〉今井宇戎郎 石狩炭田に於ける爽;炭第三紀府(石狩統)の居{立地官学的研究地学

1924",, 25
10) 粛藤林夫 夕張，大夕張附近の地宮北大卒論 1934

1 1)大立目諌 '~B 1951 北海道地下資源、資料第 4 巻

12) 怪本達郎 Fundamentalsinthe Cretoceou~ StratigraphyofJapanpartI. 九大

紀要 1942
13) 山部図幅 惰本亘北海道開発庁 1954 pp4""5 参照

14) 富良野図幅楠本亘手記未発表

15) 細野実 夕張川ダム建設予定地附®也官調在報告 (地質調査所)
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実，根本隆文があり，叉白望紀層の分布区域内に露白する荷ノ上層準に属する

爽炭層に対しては根本隆文の報告がある。其他最近のものとしては下河原寿男

による夕張炭田内の各地層聞の Diastem Vこ関する報告がある。

さて以上述ぺた様に本地域の第三紀層に関しては石狩統及び、幌内統の詳細な

調杢研究が行われ叉現在も尚行われつつある。然しながらそれ以下の地層に関

しては今井半次郎の函淵砂岩層，上部菊石層群，中部菊石層群及び、下音[)菊石層

群の同大区分以後之等の地域を計画的に調査したものは無く，僅かに松本達郎

が地域北辺に調査ハンマーを振ったにすぎない。筆者等が本調杢中主力を注い

だのはこの上中下菊石層群の岩質的及び、化石学的の細分で、あって調査期聞の大

半ο 日数は之にむけられた。

N 謝時

本説明書の執筆に当って先づ極めて好意ある援助及び、助言を賜わった東北大

学名誉教授矢部長定博士，北海道大学早坂一郎，佐々保雄両博士皮び化石鑑定

の労をとって戴いた九洲大学教授松本達郎教授に深甚在謝意を献げる。

之等の人々の他畏友橋本亘氏には同氏の山部図幅との関係もあり，特iこあら

ゆる面に援助を戴いた。叉幾春別図幅の担当者である工業技術院地質調査所。

神戸信和技師，吉田向技師，田中啓策技師とは情報交換に或は検討に密接な連

係を保って戴き，地質調杏所春城清之助，上島宏，細野実，根本隆交の各位に

も当図幅に関係ある未発表資料の貸与を原買った。

現地に於ては三菱大夕張鉱業の所長山崎徳也氏，前副長岩間正男氏，開発課

長望月真三郎氏及び、大西弘技師，東{忠衛及び、友田吉澄の両氏には多大なる御世

16) 細野実，根本隆文石狩炭田夕張地区北タ炭蹟附近i也質調査報告 1952年手記(地

官調査所)

17) 上島，細野，根本石狩炭田夕張地区万字東部地官埋炭手記 1952 (地菅調査所)

18) 根本降文 石狩炭田地区ペンケモユ戸パロ窪炭地調査報告手記 1952(地質調査
所)

19) 下河原寿男 夕張炭田，石狩統，若銀暦下の亜不整合く Diastem) 1953 第22 号北

海道地学会)

20) 市I出 4 に同じ。

21) 前出 12 に同じ。
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話を戴き特に大西技師とは調杏に同行して辛惨を共にした事もある。叉北海道

炭蹟汽崎地質調杏所の前所長高尾彰平博士及び現所長下河原寿男氏や同所岩掘

正二郎氏には種々便宜を計って戴き併せて感謝の辞を捧げる次第である。

大夕張営林署の各位並に北部及南部両事業所の皆様よりは種種な御国慮を戴

き，調査遂行上多大の利益を蒙った。

直接野外調在には北大学生松本英人，住山洋，布施正ο諸君の献身的危努力

に負弓所が甚だ多い。之等の人々とは共に崖をよぢ，川を渡り，一つ夫幕で同

ヒ雨に打たれ，あちゆる苦楽を共にしただけに，今本文を草するに当って全く

感慨無量のものがある。

終りに望んで当地下資源調杢所信野正夫所長，斎藤仁次長及び、土井繁雄投師

にも本図幅完戒に多大の御協力を願い此処に感謝の意を表するものである。

第 1 章位iE ・交通

本地域は北海道中央部精南西部寄りの 5 万分の 1 地形図「大夕張」を全地域

とし，南は既刊10万分の l 地質図「登III 図幅 J の東i半部に接続し，東は夕張岳

の中腹を境として「石狩金山図幅」に援する。叉北は「幾春別図幅」に，西は

「夕張炭山 J 図幅に境する。

本地域は大部分は夕張市に属し，西北隅に僅か三笠町と栗沢村の管轄地域が

あり，域内には「大夕張J r南大夕張，J r遠幌J r若菜辺」 の人口集結地がある

のみで共ο他は殆んど無人の山岳地帯である。之等人口集結地にしても殆んど

全部が炭山の従業員の住宅若しくはそれに附随した商店等によって構成され，

南大夕張及び、大夕張には僅かに営林署関係のものがあり，開拓農家が主夕張川

本;涜の南部に点在するに過ぎない。

a) 登川図幅説明書根本忠寛，三本杉巳代治，水口文作北海道工業試験場 第 5 号

昭和17年 9 月

b) 目下調査中 昭和 30 年度印刷予定

。 昭和 29 年印刷予定

d) 未刊
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本地域。中心地である大夕張は国鉄夕張線の清水沢駅より三菱鉱業ο社線に

よっ‘て約 1 時間を要し，その距離は 15 .4km である。

道路は三菱大夕張炭山，北炭遠幌，清水沢，若菜辺の各主主山及び千代田万字

等の鉱山道路があるのみで，清水沢，大夕張問にもトラックを通す様な道路も

ない。

本地域東半部及び\北岡部には営林署の径路があり，叉主夕張川本流，ベンケ

モユーベロJl!.ペンケモユーベロ白金川及び、上巻沢には営林署の造材軌遣があ

る。吾々の調杏が遂行出来1たのはとの軌道と径路があったな蔭げで、ある。

営林署北部軌道は大夕張より発して北方iこ主夕張 iff に沿って遡り途中3.5km

の地点で上巻沢([日称雨鱒沢)軌道が分れて東に沢沿いに 4km 入っている。

北部軌道本線は更に北上して 9.5km の地点で、主夕張川に沿って東に廻り 13km

まで延び、ている。更に土涜日陰沢本流:こは軌道は取除かれているが，軌道跡が

あり切割り酉の観察が出来る。と ο本執道の終点から更に北方主夕張 111の本涜

に沿って幾春別図幅 iこ入る軌道跡があり，日向沢本流に全で延びている。

南部軌道は南大夕張を起点としてペンケモユーペロ及びベンケモユーベロの

2 軌道に別れる。ベンケモユーベロの執道はi司名の主夕張 i f[支流 iこ沿って南東

に延び，現在 18km の地点まで延び、ている。ペンケモユーベロ軌道はペンケモ

ユーペロ川D走涜吉金 [II に沿って 18km 延び， ，夕張岳ヒュッテの真下に全で来

ている。共他ペンケモユーベロ本流，板垣ο沢，大巻沢，磯次郎沢等3各沢lこは

嘗て造材した時の軌道跡、が建って去り，沢 E りに大いに助けられる所もある。

第 2 章地 形

殆ど南北性 iこ排列する本地域の地層及び構造線に左右されて，地形も亦次の

様に南北性の 4 つに分たれる。即ち東より西に

1.背梁山脈西側地帯

2. その西に連なる山岳地帯

3. (2) と(むとの問、つ主夕張川縦谷地帯
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4. 西部山地帯

1. は夕張岳，藍別岳を主峰とする背梁山脈の西側斜面であワて，標高 1100

m---700m の高峻な山岳地形で (2) の地域とは急崖をなして吃立する。との地

帯は主として堅硬な夕張岳変成岩類及び、昼知統に属する硬砂岩，粘板岩，チヤ

~ト，輝緑凝灰岩等の岩石からえ t 1)，之の地域中でも蛇紋岩からなる山地は柏

低平た綬傾斜を示す。

2. は(1)の西に連続する 700m---450m の山地であって，殆ど白望紀菊石層

群の砂岩，砂質頁岩，頁岩からなり， (1)の地帯との移過部には明瞭な地形差

を認めることが出来る。

との地帯内に於ても中部菊石層群の長-上部に属する砂岩，砂質頁岩帯 (MYn

RP ち所謂佐久居に対比されるもの)は梢高い南北性の Sub-Belt を構成する。

3. は地域時中央部を北より南に流れる夕張川上流の主夕張川本流の両側の

標高 300m 内外の丘陵及び、段丘性地帯で，上部菊石層群の頁岩/えび、之を被覆す

る段五:際層よりなる。

4. は (3) の地帯と移過する地帯に函淵砂岩層に属する竪硬な傑岩，砂岩，

砂質頁岩よりなる高い Sub-Belt が南二!と性に走れその標高は 700---850m を示

す。その西は古第三組石狩統の登川爽炭層，幌加別頁岩，夕張宍炭層，若菜辺

層，羊歯砂岩層と之を不整合に被覆する幌内頁岩層の極めて複雑な構造を示す

400---700m の山地帯で，之等の山地内に根無地塊或は筒上地塊として第三紀

層上に乗る「丸山クリツベ」及び「西原沢街土地塊」は標高 800m 以上の山塊

をなしている。

7J< 系の主なるものは夕張 JI]及び、その上流である主夕張川とその各支流であっ

て，地域北東部に拐、を発する主夕張川の支流日陰沢本流，八十八班沢，八十七

班沢及びブ L -I- 八鉦沢は何れも横谷であって相集って主夕張川本流となり，東よ

り西に流れ地域中央部北辺で 90 度屈曲して一転縦谷となって南下する。との南

下する宅夕張川は東側より清水沢，小巻沢，上巻沢，大巻沢，磯次郎沢，ペン

ケモユーペロ及び、ラウネナイ，叉西側からはペンケホロカユーベロ，ベンケホ

ロカユーベロ及び、鉱泉沢の諸横谷の 7J'てを渠めて地域中央音f)南泣に去で流下し函
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淵附近で更に一転格東西性の流路をとって西iこ流れ，南大夕張，遠幌を経て清

水沢に至り，途中遠!焼附近で北より南下して来る遠幌加別川及び清水沢附近で

志幌加別川の水を集める。叉上記函淵附近で西北一東南の流路をとるべンケモ

ユーパロが合流する。

主夕張川の支流の内の大きなものはペンケモユーベロとベンケモユーベロの

両川であって，前者は東側中央の前岳!府近に源、を発して南西iこ涜れ板桓の沢，

白金Iff，カネオペツ等の支流を持つ長大な支涜でであり，後者は東隣接図幅で

ある石狩金山図帽に源を発し紅葉山図幅を横切って本図幅に入る，之も亦大き

な流路を持つ支流である。

既に述べた主夕張川には二段乃至三段の段丘が残ってk り，現在の河底は之

等段丘の最下のものより更に 20m 内外下にある。土記二段乃至三段の段丘も

残存しているものは極あて断片的であり，大部分のものは破壊されてしまって

跡を止めない。叉現l在地形的lこは段丘と認め難いが明かに二次的の生成に係る

磯層をのせている所が主夕張川支涜日陰沢本流と九十八班沢の分岐点附近に児、

られ，又ペンケモユーベロ上流(遇税:滝の沢)にあるものは砂金採集の跡があ

って含金砂礁層と思われる。

日高米期に関係のある夕張山脈の地形に関しては既に橋本亘が論じているし

叉本図隔にはその西麓の部分のみを含んで、いるので，との問題は目下調査中の

「石狩金山図幅 J に於て併せて論-f;る事にする。

22) 橋本亘 山部図幅前出(13) pp11-12
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第 3 草地 11"

A 層序

a 概説

本地境の:基盤を構成するものは筆者等が夕張岳変成岩類と称する桂質千枚

岩，緑色片岩，石英片岩等よりなるもので，岩質的に所謂神居古埠変成岩類と

呼ばれるものの一部に該当するものである。本変成岩類は図幅東辺に分布して

所々蛇紋岩及び、輝緑岩に貫かれる。旦て鬼束 II 層群と呼ばれ，現在は一般に空知

層群と呼ばれている硬砂岩，黒色頁岩，チャート，輝緑凝灰岩層より在る累層

は上記夕張岳変成岩類の西側に接して分布し，後者は前者の上に筒上する。

この変或岩類は蛇紋岩と共に察知層群或は叉一部に於ては下部及中部蝦夷層

群の上に街上してくる。

本地域の昼知層群は一般走向は NS 性で Eに簡到し，山部図隔の層序関係か

ら推して逆転しているものの様である。

下部蝦夷層群は層序上昼知層群 iこ続くもので砂岩，頁岩の互層で下部は砂岩

が多< ，上部に j互い所に Orbitolina 石灰岩がある。筆者等は本層群を岩質上

4 帯iこ区分したが下限は当図 l悔内では空知層群の筒上のため不明であり，叉と

部も日陰沢本流，八十八班沢及び九十八班沢等では観察する事が出来るが，そ

の南方ペンケモユーベロ滝の沢上流で、は上記空知層群の筒上'のため僅かに顔を

出し，その南の隣沢で、は~知層群の下に隠れる。

中部蝦夷層群は下底に極めて特徴ある桂質硬砂岩を有し，下位の下部蝦夷層

群とは走向傾斜を同じうして一見整合的であるが，本層の北延長部は山部図 ip面

に於て橋本亘によって顕著な不整合が発見されている。本層は岩質的に 9 帯に

23) 森田義人 天塩国安千志内川流域地質調査報告東北大卒論昭 6

24) 佐々保堆，湊 iH 住外昭和 17 年度 2 年百学生 1943

25) 橋本豆 山部区 :]1福前出(1 3)
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分たれ最上位のMYn (佐久層に該当する〉の砂岩帯を除けば一般に頁岩が多〈

之に砂岩及び、砂質頁岩を交え，薄い凝灰岩4層が分帯上非常にいい指示層とな

る。化石は極めて豊富で従来中部菊石層群叉は Trigonia 砂岩層と呼ば、れたも

のであるが 9 替に分けられた各分帯は相互に整合漸移する。

上部蝦夷層群は中部蝦夷層群の上に整合する無層理厚層の頁岩層で，従来上

部菊石層群と呼ばれたもの全層を包合し，下部の凝灰岩を含まない部分をUYI

とし，その上に来る凝灰岩及び凝灰質砂岩を含む部分をUY2 とした。

砂岩を二主体とし之に磯岩，砂質頁岩，頁岩を挟み上部蝦夷層群の上に整合す

る函淵砂岩層は略南北の走向を以て主夕張川及び、ベンケモユ」パロの両側の高

い稜線を構成する。

以上述ぺた白望紀層群の_._~投走向はNS ，大部分は東傾斜で西に向って漸次

上部を露出して行く逆転単斜構造~示すが部分的に背斜，向斜を反覆する波状

摺曲を示す所もある。

古第三明層石狩涜は函淵砂岩を不整合に被覆する。本統は資源上本地域内で

最も重要なもので三菱大夕張 ， :-It炭遠幌，清水沢，夕張，平和，万字等の主要

爽炭層を含むものである。本地域に発達する石狩統は下位より登川爽炭層，幌

力日別頁岩，夕張宍炭層，若菜辺層及び、羊I宥砂岩層までのものでそれより上のも

のは令市しない。更に興味ある事実は上記各層は北東方に向って漸次その下部

より欠除して行く事である。即ち地域南部及び中央部北寄り l幌向岳及ひ:笹森岳

の南麓ベンケホロカユーバロ沢のTi涜には函淵秒、岩の上に登川宍炭層，幌力日別

頁岩及び夕張爽炭層を見下る事が出来るが，四方その上涜に於ては登川を欠いて

幌加別頁岩が直接函淵砂岩層を被覆する。更に北西方鉄橋の沢に於ては登I I[，

i腕力日別，夕張の各層を欠き若菜辺砂岩が基底磯岩を以て図淵砂岩を倣う様にな

る。

26) 中部菊石居を代表「る名前 Iとして Trigonia 砂岩を用いる事は既に各方面から都合の

悪い事実が指摘されている。実際各地で Trigonla 砂岩と呼ばれているものの肝準は

必ずしも同一層準と考えられないものもあり，叉本地域の中部菊石層群中の砂岩間は

その上部にだけ限られて居り，大部分は頁岩本目であることでもこの名称を用いるのは

遁当でない。
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無層理で厚層を危す幌内頁岩層は上記石狩古第三紀層を不整合に被覆し，石

狩続と共に極めて複雑な構造を示し，本地域西部に広く分布する。

日 l端層の下位の滝の上に対比される新第三紀層がペンケモユーパロ支流の板

桓の沢の中涜に略南北性の走向を以て分市し，両側を断層で切られた「レンズ、J

状の形で以て中部蝦夷層群と接する。本層は著しく擾乱をうけてはいるが，大

路一つの向斜構造をとり磯岩，砂岩，黒色頁岩からなり薄炭層を挟有する。本層

の断片的の露出はとの他日陰沢支流の98;EllE沢の南側の崖にも露出し，白金沢，カ

ネオベツ等の諸沢に於て極めて小部分の傑岩の残存を認める事が出来る。即ち

本層は現在の分市より嘗てはもっと広範囲に分布していたものと推察される。

この98班沢の北側の絞傾訴の所には高位礁の分市があり，之と同じ成因と推

定されるペンケモユーベロと流には僅かではあるが合金砂磯層が~知統の上iこ

のうている。

現在の河川の両岸に発達する段丘はとわされているものが多く，辛うじて三

段を数え得るものがある。

沖積層である現河床堆積物と共に新らしい堆積物としては地域内至る所に見

られる火山灰層がある。

b 各論

(1) 夕張岳変成岩類

との図幅地域の東縁には，南から北全で，石狩金山図l国にかけ，神居古淳帯

にふくめられる地帯があり，図帽の中部や西部の堆積岩層とはかく然と違った

構造的た単位を形づ、くっている。

との神居古涼帯というのは，北海道の脊陵山地にそって南北に拡る日高帯と

ならんで，天塩山地一雨竜山地一神居古j章一夕張山地ー鴻 J I I，沙流川筋の線を

構戒する一つの構造帯である。との二つの帯状地域は，構造的な意味から云っ

て一体となって北海道の中軸をなすもので，日高帯は，それのしめすいろいる

な特性から，グ日高;11山運動グの中接、帯と考えられ，神居古湾帯は，との造山

帯の西縁が，筒上的に上昇した地帯とみられている。

ζ の地域は，輝様凝灰岩，輝禄岩，粘板岩が主体となり，とれらがきわめて
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低い動力変成をうけてできたと企もわれる低度の変成岩や，さらに，局部的に

いちじるしく珪酸が濃集して形成されている石英片岩類と，尤大な遊入岩体と

して取扱はれる蛇紋岩とから，構成されている。との輝緑凝灰岩，輝緑岩，粘

板岩類を主体とする地帯の中では，ごく一部のものをのぞいては，太部分は，

わやかに片状をみせるぐらいのもので，かすかに，動力変成作用をうけた形跡

をしめしているものである心神居古淳ではその変成作用が，決して一様でない

ととなどから，変成条件が短期間のうちに過ぎ去ったとみられているようであ

るが，との地域についても，同じよう在ととが考えられ，変戎条件はほ去んど

似かよった色のであったるう口

ただ，この地域は，一見，かなり高度の変或岩類からなると考えられやすい。その理由

の一つに，石英片岩があげられる。この岩石は，きわめて特長的な石英の縞をみせ，一

見高度の変成岩のようにみられ，また，この地域に源を発している各河川には， R大な

しかも多量のこれら石英片岩j績が転石となってみられ，大夕張変成岩類が，あたかも，

これによってしめられているかの錯費を輿えるのであるが，実際は，ある限られた範囲

にのみ露出して転石によって想像される様な広範囲のものではない。

とれらの岩類は，ほぼ南北の走向と垂直に近い傾科をなすものであるが，白

金沢流域では， NE-SWからほとんど東西の走向をしめすっとのことは，こ

れら岩類の分布からみてもわかるととで，北部では，ほぼ南北の，筒ーと断層と

止もわれる破砕帯を境として，窓会日層とはっきり区別されるが，白金沢附近で

は，~知層や白望紀層Iこ，大きく去しかぶさるように，西方えはり出している。

そして昼知層とは，構造や構戒岩類などからもはっきりとちがった形をみせて

いるむ

神居古j草花:は，大きくみて，背耕構追をもっ地帯と考えられ，とれと日高帯

との構造的関係かち，輝禄凝灰岩層や日高層群が変化してできたものではない

かとの疑いがもたれているのであるが，このととは石狩金山図幅地域をもふく

めて，全般にわたる調査ののちにはっきりするであろうっ

夕張岳鑓成岩類の種類

との地域の構~岩類を通覧すると，輝縁凝灰岩とそれらが変成されてできた

緑色片岩類kよび、粘板岩と，それから変った黒色千枚岩とからなっている c こ
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の緑色岩類と粘仮岩類は，いやれもかなりいり全じって分市して止り，との両

者の分布範囲を確かめるととは，北部のセタ'張川上流をのぞいてはまったく無

理のようである。

一方，変戒の強さをみるとき，夕張岳を中心として，南方の蛇紋岩体に接す

るあたりが，片状もつよく，石英片岩も多くみられ，北方の主夕程川と・1花でほ

ほとんど変圧たされていないものを主体としているつとの地域の石英片岩類は，

まえにものべたように，きわめて特徴的なもので，同じ神居古淳帯のなかでも

ほかの地域で、はあまりみられていないよ弓である。とのととから，神居古深附

近が，かなり広い範囲にわたって変成岩類がみ 4れるととと，ソーダ鉱物類を

ふくむ岩石によって特徴づけられ，神居古j草帯のなかでも一つの独立した構造

的な単位左なしていることとくらべて，タ'張岳を中心とした附近も全た，石英

片岩煩によって特徴づけられた一つの構造-単元を形ゃくっていると考えられ

、ア

Go

1 黒色千枚岩類

とれは，とくに変成度の弱いもので，変日立岩といわれるものはほとんどなく

局部的iこ片理のつよいととろ以外は，粘板岩そのままの形でみとめられる。と

とろにより，いちじるしい片蝿をしめし，千枚岩状を示し，また，そのような

ところに，石英が版状に多くみられるつ北方の主夕張川上流附近では，との岩

類が主体をなし，その岩質は石英派をともなわない泥岩質の粘板岩である。前

岳と夕張岳をむすぶ地域から南にかけては，頁岩質粘板岩が多くなり，いたる

ところに，いちじるしい片状構造をみせている。そとでは輝緑凝灰岩や時岩や

石灰岩の，いろいるの大きさのレンズを，多くはさんで、いる。

との粘板岩類について，その岩質からだけみると，との地域の東方に広く分

布する日高帯の粘板岩層のあるものに，びじようによく似ている。このととは

との変店主岩類の層準をかんがえるときの参考となるであろう。

2 緑色片岩類

とれは，J>もに輝緑凝灰岩が変戒されたもので，大半は肉眼ではっきりと輝

緑凝灰岩であるととがみとめられるつそれには，黒禍色ないし赤褐色の部分と
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緑色の部分が，縞状にくみ合ったものが多く，黒色千枚岩類の中に，非常にう

すい，小さなレンズ、として，はさまっているものから，やや厚い層をなしてい

るものまである。それらは，粘板岩がさ程片状をしめさないととろでも，かな

りの片状岩となり，曹長石や緑泥石の生成がみられ，石英脈の生成も多く，と

のことから緑色岩類は，との地域で止となはれた動力変成作用に対し，より敏

感であったととがうかがわれる。粘板岩源のものに，石英片岩や高度の変成岩

類がほとんどみられないのもとのためではなかろうか。

大{氏は多〈の緑泥石と小量の曹長石からなり，ときにスチルプノメレンや緑策石がみら

れる。蛇紋岩に接するところでは，曹長石の粗粒結品が部分的にかたまり，一面に陽起

石のこまかい針状結晶が生成されて，その・部が曹閃石にかわっているものがみられ

る。緑泥石は非常に少しそれには，大型の炭酸塩鉱物の残晶様のものがみられ，さら

に方解石版がつらぬいている。全ての岩類について，変成鉱物の生成が，均質にみられ

ることはほとんどなし部分々々に程度の進んだものがみられることが一つの特長であ

る。

3 輝緑岩

とれは緑色片岩類にふくめられるものであるが，あきらかiこ輝緑岩としてみ

とめられ，岩i眠状の産状をみせるものもあるととろから，別にとりあつかった。

とのうちの一つは，北方の主夕張川上流の，空知層ととの岩類との境をなす

巾広い，破砕帯にそったととろにみられる。それは，中粒の緑色で竪硬な輝総

岩であるが，ととろにより，集塊岩様の遊入角磯岩状の形をみせている c 長さ

O.2mm 巾 O.05mm 位の，細長い拍子木状到長石と，その聞をうめた径O.5mm

ぐらいの輝石とで，はっきりしたオフイティック構造をそのまましめしている

が，科長石はゾーシユ lL- 石やとまかい曹長石にかわり，ひじようによごれたも

のとなって是 I) ， 輝石は繊維状の絹布石にかわるものが多い。一面にチタン石

とチタン鉄鉱が多く散在する。

この岩脈は，破砕帯に近くなると，蛇紋岩化をうけているのでよくわからな

いが，いちじるしく方向性をしめし，岩石の構造がまったく異なり，杏仁状の

昼洞がある方向性をもってならんだものとなっているのその空洞には，温板石

が生成され，輝石は絹市石にかわりながらも，レリツクとなるものが多く，緑
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泥石も多い。そして，破砕帯に援するととろでは，完全に蛇紋粘土になってい

る。

とのような，輝緑岩の蛇紋岩化は，南方のカネオベツ沢の筒土断層破砕帯;こ

もみられる。そとでは，やや粗粒の輝緑岩が，部分的に原岩のレリツクを残す

ほかは，曹長石一様壌石一緑泥石岩となり，方向性はないただ庄砕構造をは

っきりみせている。そとにも，チタン石やチタン鉄鉱が多く，径 lmm 位の犬

型のものもある。とれが，内部の蛇紋岩帯と接する附近では，寄仁状構造をきれ

いにのとした蛇紋岩となって，外側はヰミ夕張川のものとまったく同じである。

また，白金沢のー支流にみられる輝，禄岩は，同じよラに，オフイテツク構造

左よくのとしているが，再結品した曹長石と緑泥石からなり，チタン石の散在

寸るほかに，自形の黄鉄鉱が多く散在しているのが，肉眼でもよく観察される。

4 石英片岩類

とれは，いちじるしい石英の生成によって特徴づ、けられ， .:t~，もに緑色片岩が，

高度に変成したものと考えられる。僻或鉱物のほとんどが，粗粒あるいは細粒

の石英からなり，少量の緑泥石，首長石，スチルプノメレン，緑簾石がみられ

るの石英は，びじように小さなものから，径2mm 位の大型のものまであるが，

いやれも複雑な託合線状に組合っている一部に，曹長石がかなり多量に生.~し

ている部分がみられ，ときに，腕曲して，細長くのは、されたような形をみせる

ものもある。そのほかは，緑泥石が少量みられるのが普通で，それはアミグダ

ロイダルな形でと人ろがっている口スチルプノメレンもよくみられ，短いl針状の

ものが脈状あるいはたまり状に集っている。緑簾石は自形をしめすものが多

い。とまに，炭酸塩鉱物が石英にくいのとされて，わやかにみられるととがあ

る。

との変成岩類の分市する地域の，各沢の転石は，ほとんどこれによって占め

られるが，その露出は，白金沢と況にわりと多くみられるぐらいで，そのほか

の場所ではまれに露出がみとめられるにすぎない。との多量の石英が，珪岩か

らのものと考えるととは，今のととろできない。全た，石英片岩は蛇紋岩iこ援

する附近に多いとと，尤大な蛇紋岩体iこともなう優白岩類等がみられ危いこと
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などから，あるいは，蛇紋岩の火成活動と関連するものかもしれない。

(2) 空知層群

本回l隔に於て空知層群と呼ぶ、ものは森田義人の鬼刺層，大立目謙一郎の輝禄

擬灰岩層，橋本亘の声別岳輝禄説灰岩層及び、奈英JlIヂヤート，等に対して佐々

保堆，湊;正推，北大昭和17年度 2 年日芋生等がとの総括的名称を提唱し其の後

の諸報交中に於て用いられているもので其の上限は下部菊石層群と整合すると

一般に認められていIるが，下限は大立国謙一郎によって昼知Jll沿岸鹿越方面に

於てその東に当る日高系に連続移過ナるとされているが，之に対しては筆者等

はこの地域の調杏の際;ここの関係を断層によるものと見た。

本地域北方二主夕張川と流の空知層群は松本達郎によって調査され，次の様な

層序が記載されている。(下位より)

Ot···烏糞状碩砂岩，淡色，碇質頁岩を狭む，厚さ200m

Ou···緑色或は赤色の vitric tuff. 輝緑岩の角換:畏友岩あり。厚さ 35m

Ov·.. 紘色或は赤色のチャート， band 状， graywacke 砂岩を件なう。厚さ 200m

Ow..·暗緑色 graywacke. 時に際貿，副:質頁岩あり o graywacke は安山岩官。厚さ 100m

Ox···緑色或は白色のチャート，数居の安山岩官 graywacke を狭む。厚さ 230m

Oy··・安山岩冒 graywacke. 所々操質でチャートの亜角牒を含む。厚さ70m

Oz..·主として黒色頁岩，佐賀砂岩及びチヤ{トを有す，薄亙:居。厚さ350m

以上の各層は山部図l国に於て橋本亘によって次の様に対比されている。即ち

Ot..·25糠沢砂岩居 (Sr4)

Ou···主夕張川佐賀輝縁凝茨炭層 (Sr5)

Ov···芦別川赤色チヤ{ト居 (Srr.)

Ow..·芦別川輝緑凝友岩，チヤ{ト，碩砂岩1'f暦 (Sn)

Ox十Oy..奈英川チヤ{ト居 (Srs)

Oz···奈英川経質頁岩層 (SrY)

27) 森田義人 前出 (23)

28) 大立目謙一郎 北海道中央部に於ける下部菊石層群と輝縁凝茨岩層との層位関係につ

いて北地調報 II 1940

29) 括本豆 石狩国空知国富良野盆地西部山地の地質東北大卒論 1935

30) 前出 24

31) 橋本豆 北海道保羅系の地菅地調報特別号 1952

同 山部図幅前出 (13)

32) 大立目謙一郎前出 (28)

33) 古本達郎 前出 (12) 標式地は本図幅外である。
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本図幅の北東端には僅かな空知層群の露出があり，山部図幅及び、幾春別図幅

に連続する。本層は主止して色。泥岩で板状の砂岩及びチャートを含み，黒

色泥岩は桂寛で蝦夷層群中の泥岩とは明かに区別する事が出来l 橋本の Sr9 ，

秘本の Oz(こ対上とされる。本層の東南部は夕張岳変成岩類によって筒土をうけ

西南部は断層によって蝦夷層群の宮間砂岩層 eLYl} と接する。之から南に露

出する空知層群は夕張岳向上，1:前岳筒上の間を占め，南北に近い走品]を以て帯

状に令市する。との25知層群は二!じより ff 陰沢本流の最上流，ベンケモユーパロ

荷の沢， ，~~二股左沢，同中二股/己沢の上流，白金沢と流及び・ヵネオペツ沢上流

等;こ於て観察する事が出来るが，各観察地点の相互の距離が長すぎて結び、つけ

る事が rfj~ ;1さなかったので、今帯はしなかった。

ベンケモユーベロ詑の沢奥二股左沢の宗知層群は略南北'佳の筒土性の断層で

下部蝦夷層群中の Ly~ の砂岩頁岩の五層と援し，大部は暗灰色椴密竪硬な

graywacke 砂岩層からなり，所々方解石派に貫かれ烏糞状を呈する所もあり

叉F.-iif 々植物化石の破片を含んでいる。本層は岩賀i'i句に橋本亘の Sr4 ，松本達郎

の Ot に対比される。 7じ向傾斜は N200W/NE30つ N600EjV ， NS/V と色々で，

複雑な断層及び、沼山が予想されるが，露出が断片的であるので博遣を明確に把

握する事が出来なかった。との沢vさ百巴i い事:\土二股の所 iこ 1~'t紋岩粘土の押但し

のある事で，その状況は空知続の硬砂岩層のJ::1こ乗‘っている僚に見える。恐ら

く可なり高所iこあコたものが押出されてとの所iこ止-って残ったものであろう。

指の沢中二股左沢上清のものは比較的露出も良好で、連続している。本層は一

向科及び背詩情i去をたし Sr4 及び、 Sr3 に該当するものがあり，足掛と Sr~ を

下 iこしているのでとの空知層群も逆転しているものと推定される。

本層は同じく筒上性の断層を以てMY:l (中部蝦夷層群〉の砂岩，砂質頁岩及

び・頁岩のJi層と援する Sr・4 の暗灰色乃至灰白色砂岩，桂質頁岩より始全り，一

般走向N20~600E，傾斜it40 ，....， 70つで部分的にレンズ、状薄炭層を挟有する。と

の炭層は号~~ 2~3cm で方解石版が層面と平行にレンズ状に入っている。叉暗

灰色石川中村 iこ尽さ 20cm 内外の担軽質音gがあり礁は赤及び[ヨのチャート片の径

lcm 内外のものを含むものもある。 Sr3 の層準去推定されるものは之より上流
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に露われ黒色桂質頁岩，灰色或は裕色等のチャート， graywacke 砂岩層等よ

りなる累層で前岳筒上断層で夕張岳変戒岩類と援する附近は厚い graywacke

砂岩層で方解石版が入って所謂烏糞状を示している。

とのこ股左沢土流の左沢の層序と岩質を記すれば下の如くである。但し各岩

層の厚さは小断層で反覆している事が多いので，見掛程厚いものでない事が想

像される。

下位より

に1) 厚層の graywacke 砂岩腎，方解石版貫入のため鳥糞状を呈する。砂岩の色はー

般に暗緑青友色で堅碩で角の銃どい小破片に破辞する性質がある。厚さ土 200m

くわ黒色畦菅粘板岩と graywacke 砂岩とのZ唐，頁岩が優勢である。佐賀粘板岩も

鳥糞状を呈し所々黄茨色粘板岩及びチヤ{トを狭む，厚さ土50m

(3) graywacke 砂岩と碩賀粘板岩との玄暦，砂岩中に薄炭層を狭む，中央部に厚さ 20

cm 余の際宮部があり赤，自のチヤ戸ト片の径 lcm 内外のものを際として含む。

上部(見掛上の下部〉は粘板岩，砂岩，砂冒粘板岩の定唐で各単唐は 1m 前後の

厚さである口厚さ 100m 以上。

以上の各層の岩質から (1) 及び、 (2) を Sr 3 に (3) を Sr4 に対比した。

白金沢上流に於て児られる空知層群は夕張岳筒と断層を以て接する蝦夷層群

と前岳街上断層を以て接する蛇紋岩との聞に僅か数 mの露白が見られるだけで

ある。

夕張岳街上が確実に観察されるのはこの地点である。即ち中部蝦夷層群。

MY4 に寓する駒青色の砂質頁岩が略南北の走向で東に 50° 傾到し，之には

Inoceramus の破片や薄い}泥灰岩の「レンズ J がある。之と接するさき知層は皮

緑色のチヤ{トで筒王商は N400W JNE60° で，~知層が明かに MY4 の上に乗

って来る。との街上面に厚さ 5cm 余の砂状物がある。との~知層中の「チャ

ート」は mr ぐに NI00E 方向の面で蛇紋岩の角傑粘土と接し，之より上涜 iこは

再び露われる事は紅い。との「チャート」だけではその層準を決定するのは難

しいが，恐らく Sf:! に属するものであろう。

「カネオベツ J 上涜の~知層群は不明瞭で、はあるが，筒上と推定される面を以

て MY5 の暗灰色頁岩と接し，黒色粘板岩，培緑色及び暗灰色 graywacke 砂

岩より友り，その露出範囲は約 60m 内外で，恐らく Sr4 の層準のものと推定
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枝本達郎の区分

される。

以上述べた様に本地区の昼知層群の主体となるものは蝦夷層群上 iこ街上して

来たもので，とれ等のものは空知層群略中部の Sr・4 及び、 Sr3 の層準iこ属するも

のである c 之に反して本地域北東端主夕張川本流誌上流に夕張岳街上地塊の西

側に分布するものは Sra即ち空知層群最上部である。

昼知層群の地質時代は現在保議~下部白望妃と見られ，特;こ Cyrtoides ;こ

属する放散虫化石や叉稀に石灰藻類の化石が知られている。但し本地域i二於て

はチャート中に合士れる放散虫以外には化石を発見し得なかった。

(3) 白霊系

不地域の白望妃層に対して従来用いられて来た下部菊石層，中部菊石層(叉

は Trigonia 砂岩層)，下部菊石層と云う名称の代りに松本達郎によって提称

された上，中，下蝦夷層群を使用する。

本地域北辺の蝦夷層群は既に前項「調杏の歴史」の項で，~t~ぺた通 D ， 松本達

郎による詳細な調杏がある。との調杢は化石と岩質とを極めて巧みに結合，分

離させた優れたものであるが，筆者等はとの層序を参考とし更に南方の延長部

を調杏する事によってその区分の変更の必要性を感ビ，新たに下部蝦夷層帯を

4 分して，下部より LYl ， LY2'LY3' LY4 とし，中部蝦夷層群を MYl ， MY2 ,

MY3 , MY4'MY5 , MYG , MYi' , Mys , MYa に分け，上部蝦夷層群を Uy) ， UY2

とした。上記栓本達郎の区分と筆者等の本図 l隔の区令左の対称を掲げて参考に

する。但し松本達郎のものは上部蝦夷層群の区令が[英然止して，その境界をと

る事が出来危いのでとれは除外する。

本図幅の区分

(Lv2
上部蝦夷層群し'

lLyl

,Mya ……………………]l m , ]l11 , ]lr , ]l,!, ]l円 L

I Mys ……………………]l，T の上部， ]lk

I My? ……………………]l g , ]l it , ]l i , ]l i の下部

34) 松本達郎 蝦夷層群と関門層群地官 LVII pp95-68 1951

35) 筏本達郎 市j出( 12)
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MYIi……………………1[t"

中部蝦夷層群(M}勺 1[ e の上部是主。事長熊野，頁岩，砂首

MY4 ……………………1[ d , 1[e の下部

恥1}'3 …………………… [c

M}'2 ……・・・……………1["上部の頁岩部， n.111 , IIi12

Ml ……………・…・… E 九下部の砂岩部

(LY4 …………………… I d , Ie , I(

ILY3 …………………… I れ
下部蝦夷層群し ー

¥LY2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1h

'LYl …………………… I 九

函淵層群;こ関しては従来の区分をそのまま用い一括して函淵層群として取扱

。た。

(i)下部蝦夷層群 eLy)

~知層群iこ続く所謂菊石層群の下部で、松本達郎によって本図幅の北隣り幾春

別図幅内の主夕張]I I上流で‘空会日層群，即ち所謂鬼刺層との間が整合漸移である

と認められている。この両層群の関係は各地区で多くの観察者;こよっても亦こ

の設が支持されているが，本図幅では両者の直接関係を認める事が出来ない。

本層群は一般に砂岩，頁岩及砂質頁岩の互層で、略中古i~に石灰岩を扶有し，下

部は砂岩が多く上部は砂岩，ヨ岩，砂質頁岩の互層である。

全層の)亨.さは約1400m 内外である。

く a) Lyl 富閏砂岩層

山部図帽に於て橋本亘によって富問砂岩層と呼ば、れているもので，本図l隔で、

は日陰沢本流及び、88班沢の上流に露出し，西は LY2 と整合し，東は前岳筒上で

夕張岳変成岩類と接する。

細粒乃至中粒砂岩ど暗灰色頁岩の互層で砂岩が優勢で暗青色或いは暗緑色，

岩質は主主知層群の Sr・4 の砂岩とよく似ているが，後者は更に堅硬である。本層

の下部は殆んど砂岩のみであるが，上部に次第に頁岩，砂質頁岩を挟み LY2 に

整合漸移する。本層には植物化石の極めて不完全な破片を包合するを特徴とす

る。 88班沢，日陰沢本流共に走向N30---50ーE，傾斜は断肩のため E或はWiこ60

36) 根本達郎 市I出(1 2)
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，..，.， 80° である。

(b) Ly~ 下部砂岩頁岩層

下部は砂岩と黒色頁岩 1の五層，中部は粗粒砂岩と頁岩の互層，上部は頁岩部

の精優勢な砂岩頁岩の互層で，上位の i オ Jl-ピトリナ石灰岩 J (LY3) と整合す

る。厚さは 88班沢， 98駈沢，日陰本流で 400 ，..，.， 500m である。

本官は稀に石氏質団球はあるが無化石で，一般に下位の LYl に比して梢明る

い色調を示す円走向は日陰本流で N400E 内外， SEに80つ内外急斜する。88

班沢の本層は断層のため僅か少部分の分布を示すのみで，大部分は高[立段丘礁

の下にかくれて98班沢に連紅る口98班沢の本屈は走向N30~50°E ，傾斜SE

70°内外で上部は頁岩，中部は砂質頁岩，下部は砂岩が優誌である。

く c) Ly3 オルピトリナ石友岩層

所謂「オ Jl-ピトリナ」石灰岩と称せられるもので O[b~tolina ， Coral , Bryｭ

ozoa , 2 枚介， Nerinea , Calcareousalgae 等を含む。本石灰岩は 88 班沢で

2 ヶ所及び、 87 班上流で昆られるだけで、あって，その南で、は断層のため転位して

夕張岳街上片の下にほれる。 ζ の石灰岩は NIOOEjS E. 70 つ内外，思さ路 SOm ，

層理の不明阪な石灰岩で比較的粗露である。本石灰岩の露両地域では川が往々

にして伏流となうて河床の下を流れることがある。

産出化石は既 iこ長尾巧の論文に発表されているが， Orb:tolinadiscoideaｭ

conoideavar.ezoensisYAbE et HANZANA 及び奇妙な厚ー歯搬鯨類 2 枚介

Praecaprot~na yaegashiiYEHARA 石灰藻，林皮動物の耕(等がこの石灰岩を

特徴づけるものである。

くd) Ly4 上部砂質頁岩層

オルピトリナ石灰岩の上に整合する砂岩，頁岩及び、砂質頁岩の互層であって

層厚約 500m ，下部は砂岩，頁岩，砂質頁岩の薄互層，中部はやや砂岩の多い互

層，上部は厚い無層理の暗灰色頁岩をあたむ互層である。砂岩は一般に晴灰緑色

中粒叉は細粒で石英，長石及び、火山岩の細破片を含む。頁岩は暗灰色，時に黒

色炭質のものもある。

38) 長尾巧 「北海道のオルピトリナ石茨岩」地位第 39 巻 pp787 昭7
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本層は8幻7班沢， 日陰本流， 8鎚8班沢及ぴ9悌8班沢上流でで、見‘るる 7事事が出来，南限lは工ぺ

ンケモユ~ベロ滝の沢上流の奥二投附近でで、夕張岳筒-上と片の下に隠

産伺は極めて稀でで、d恋E るが，本層から松本達郎によって次の化石が報告されてい

る。

Lima(LimatuJa)sp.(下部)

Nautilus(Cymatoceras)dr.virgatusSPENo (上部)

Tetragonitesdr.timotheanusMAYOR (上部)

BacuIitessp.(上部)

Propeamusiumcowperi¥VAR.(上部)

本層は下部蝦夷層群の上限であって，之から上は基底砂岩層より初去る中部

蝦夷層群に属する岩層で同層群の関係は本地域では平行不整合である。下部蝦

夷層群を岩質的に烏るとオルピトリナ石灰岩を境として下位の LY1' LY2 は空

知層群に近く，上位の LY4 は中部蝦夷層群 lこ近い。

(ii) 中部蝦夷層群 (My)

全層厚 2850m に及ぶ累層であって，従来の中部菊石層若手或は叉斎藤林次の

トリゴニヤ砂岩層の全層を包合する。略均一な無層理厚層の培灰色頁岩，砂質

頁岩の累層で所々砂岩部があり，叉頻繁な凝灰岩及び凝灰貿砂岩を侠んでくる

層準があって分帯に役立っている。

本層中の頁岩中には石灰質の団塊が多数合全れ，之に豊富な Ammonite や

Inoceramus を多産する。全 7設的に見て上部には極めて砂岩部の発達した累層

があって，所謂佐久層と称せられる層準が之に該当する。との佐久層 (My け

の上部は上部蝦夷層群の無層理厚層の頁岩層と整合する。中部蝦夷層群の基底

は級官堅硬友珪質砂岩で、時に細かい磯質部を挟むととがあり，叉砂岩が凝灰質

部分を示す所もある。本基底層は下位の LY4 と走向筒斜;こ殆んど差異は認めら

れ友いのであるが，橋本亘の山 i部圏隔ではとの間に大きた{頃斜不整合が認めら

れ，その主体をなすものは磯岩層で、あって馬鈴薯犬の珪岩，チャート，粘板岩

38) 根本達郎 前出 (12)

39) 粛藤林夫 前出( 10)
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やオルピトリナ石灰岩の擦を含んで、いると云われる c との事実から本層を中部

蝦夷層群の:基底にJひき下部蝦夷層群との関係を本図i隔に於ては平行不整合とし

た。但し前に述べた様に下部蝦夷層群最上部の LY4 の岩質は中部蝦夷層群の岩

質と極めて類似する。

(a) MYl 奥/濯碇質砂岩層

中部蝦夷層群基底の桂質堅硬な砂岩で j亨さ 20m 内外，場所によっては 10m

内外の所もある。 87 班沢， 88 班沢，日陰本流， 98 班沢喜と横切って略 N400E の

方向 lこ延び、ペンケモユーパロ滝の沢奥二股上流で・夕張岳筒上断層のため昼知層

群の下に隠れるむ

87班沢の本層は殆んど最上流に近く露出 L N46°E/NW64° で層厚は約 18m

の桂質の堅硬な細粒砂岩で、下盤に来る LY4 及び上盤に来る MY2 との直接関係

は不明である。 88班沢の本層は NS/vert ，岩質は 87班沢のものと同様，層 l手

は 15m 内外である。日陰沢本流では珪質砂岩中に梢凝灰質部を扶み，層厚は

10m 内外である。 98班沢では N60 コWjSW50'""-'60 つで層序 10m 以上で下盤 LY4

(見掛上の上盤) ，上盤 My.! (見掛上の下盤)との関係は全く整合的である。

との桂質砂岩は下側半分は灰白色の桂質細粒砂岩で、上側半分は暗灰色の硬貨砂

岩で細礁を含む部分もある。本層の最南端の露出であるべンケモユーベロ滝の

沢の英二股上流で‘は灰白色桂質の堅硬砂岩で，層厚は露出している範囲では 5

m以上あり，僅かな LY4 の薄砂岩を挟む頁岩と砂質頁岩の互層を隔てて昼知層

群iこ筒上被覆されてその下 Iこ隠れる。以上述ぺた様な l\1 Yl の岩質は極めて特

徴があって野外では非常にいい鍵層と在る。

(b) 班y2 98 班濯頁岩層

MY1 の上に整合する暗灰色無層理，厚層の頁岩を主体とする厚さ 500m に及

ぶ泉層で下部に砂岩，砂質頁岩及び、頁岩の互層部があり，とれに 2'""-'5cm の灰

白色凝灰質砂岩を挟む。叉その上部の無層理の頁岩層の上部に凝灰質頁岩層が

ある。

本層からは松本達郎によって下の様な化石が記載されている。

40) 松本達郎 前出(1 2)
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Tetragonitesefr.KilianiJACOB.

AnagaudryceraskawakitaiMAT.

Anagaudrycerassp.

Anisoceras(s.s.)sp.

Puzosiaefr.subcorbaricaYABE.

Turri1ites(MerieIla)bergeriRRONGN.

Hypoturri1itesa旺. tuberculatus(Bose.)

Inoceramussp.indet.a旺. bohemicusLEONHARDT

本層は一般に N 20""40
0
E の方向で所々 断層 οため僅ふ 1t 転位を示すが略連

続して 87班沢，日陰沢本流， 88班沢， 98班沢，ペンケモユーベロ滝の沢奥二股

上流及び、中二股左沢上流，下二股板桓の沢土涜及び、その高に涼を発して南西涜

寸る白金沢支涜上涜に露出し，そとで夕張店筒上のため空会日層群。下に隠れ

る。

87 班沢上流の本署は走向 N20""40 つ E で{頃斜 l土垂直のものが多いが，時;こ

NW50""80° のものがあり，最下部の互層部は露出不良のため見られないが，

その上の暗灰色頁岩はよく露出し略中央部;こ NS'vert の断層があって重復露

出する。

その南の 88班沢で、は下部の MYl に近く砂質頁岩を挟む頁岩層があり，その

上は殆んど全層階灰色厚層の頁岩層で傾斜は垂直或いは東に 80° 内外急斜す

る。

日陰沢本流の MYl に近い本層下部は N25 つE/SE80° 内外で灰白色砂岩と晴

青色砂質頁岩に挟まれた巾 20cm の灰白色凝灰質砂岩があり，更に之から 10m

下には glauconite を含む巾 10cm 内外の砂岩があり，上下盤は砂岩及び、砂質

頁岩の薄層を介む暗灰色頁岩で，その 2m 下部 Jこ 2cm ， 3~m 及び、 5cm 'p3 層

の灰白色凝灰岩を含む砂岩部がある。

上記 20cm の灰白色凝灰質砂岩に近い頁岩中から Ammonite と Echinoid

を得たが標本が不完全で、鑑定に堪えない。本層上部は殆んど暗灰色厚層の頁岩

層であるが時に砂岩，砂質奇岩の薄層を挟んで来る事もある。
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88班沢で‘は本層上部の暗灰色頁岩が N20--400EjSE80° で露出し断層のため

やや走向を変じ'亡 N500Ejvert を示す MY2 に近く砂質頁岩と砂岩の互層が見

られる。

ペンケモユーベロ誌の沢奥二股上Ntの本層は殆んど直立する MYl に引続い

て薄い灰白色凝灰岩を挟む砂岩及び、砂質頁岩の互層があり，上方次第に無層理

の暗灰色頁岩に移って行く。

向上中二股上流では下半部は夕張岳筒上，のため空知層群の下に隠れて露白せ

や，上部の頁岩部のみが見られ，傾斜は東に 70~80° 急斜する。本層中上方。

MY3に近く薄い凝灰岩層が頁岩に挟全れて存在する。

ペンケモユーベロ支流仮桓の沢上流のものは，断層によって新第三紀の荷の

上の層準に対土とされる磯岩層と援し薄い砂質頁岩を挟む頁岩層で，岩質的に後

述する Mれとも考1えられるものであるが，鍵層である .My] 或は MY3 の覆出

がないので何れとも断定し難い。然しながら砂質頁岩部の少友いととかちMY2

の上部と考えた。本層下部は前述の沢と同様夕張岳筒上のため露出していな

し'0

白金沢第一支流上流のものは板桓の沢のものと同様の砂質頁岩を挟む暗灰色

頁岩で，本層は之から南には露出しない。

(c) 班y3 奥ニ股砂岩層

MY2 の土に整合する本層は 50cm 内外の層厚を f守する砂岩，砂質頁岩及び

頁岩の泉!冒で全層厚は 60--100m である。本層上位の MY4 が頁岩質であり，

叉下位の MY2 の上部が頁岩部で、あるので，との問と介まれて岩質的に非常に

いい鍵層となる。本層は北は 87班から南はベンケモユーペロ滝の沢 i有二股右沢

及び左沢とその南に南北両側を断層で切断された 1 プロックで切れ，それより

南には露出し白い。

1N:北端の 87班沢の本層は N300Ejvert を示し，露出不良のため全層の露出を

見る事は出来ないが，本層略中央部の 50cm 内外の灰白色議 ji)( 質砂岩を扶む PI

芳及び砂質頁岩が見られ，之の附近には lcm 内外の薄い !i.f( 白色の軟かい凝灰岩

層も見られる。
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88班沢では N8°Ejvert を示す本層の大部分は砂質頁岩と薄い砂岩との互層

であるが，露出不良のため最もいい指示層となる 50em 内外の凝灰質砂岩は見

られない。

次 iこ南に下-って本層は日!室本流で、は断層転位のために見られないが98班沢で

は N200EjSE80。内外で，略中央部に IDem 内外の凝灰岩を挟む砂質頁岩帯が

あり薄い砂岩を挟有している。

本層は更に南下して上巻沢及び大巻沢の最上流の尾根を通ってパンケモユー

パロ滝の沢の中二股右沢附近に露われる。ととでは 60em 内外の巾の擬灰質砂

岩を挟む砂岩，砂質頁岩及び頁岩の互層で-本層は更に南に延ぴて中二股左i尺で‘

は N300EjSE55°を示す巾 90cm 内外の灰白色凝灰質砂岩を挟む頁岩，砂岩，

砂質.~岩の互膚で各単層の厚さは 1m 内外である。

本層朝、ら松本注目Eによって記載されている Ammonite は次の様で、ある O

PervinquieraimaiiYABE& SHIMIZU

TurriIitesoehlertiPιRV.

Phyl10eerassp.

Tetragonitesdr.kiliani]AC03

DesmoceraskossmatiMATSUMOT

く d) 班y4 88班還砂質頁岩層

My) の上に整合する頁岩累層であって，層厚 500m 内外下部に薄砂岩及び薄

い凝灰岩層を挟む部分がある以外は全層殆んど無層理の陪灰色頁岩層である。

但し 88 班では本層上部は比較的砂質頁岩が多い。

本層は北端の 87班沢から N200E 内外の方向で南に延び、南端は白金沢で夕張

岳筒上との接触面を露出する。

88班沢の本層下部は My :.Jに整合する暗灰色頁岩部が N200EjSE60--80° で

重なり MY3 の上位約 20m 位の層準に巾 lem 内外の灰白色凝灰岩を挟んで来

41) 松本達郎 前出 (12)

この化石 list 中の他石はシユーパロ本流及び天狗沢(以上幾春別図幅)

崖のものも含む。
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る。之から上位の My:> 迄は全く単調な暗灰色無層理の頁岩層である。

88班沢では既に述べた通り比較的暗灰色砂質頁岩が多く，地層の傾斜は急で

垂直或いは東、に 70"，80° である。比較的ー下底に近くに薄砂岩と薄い凝灰岩層を

挟んで来る層準があり， 87班沢の凝灰岩層と対比されるものと考える。

日陰沢本流の本層の分布範囲は露出不良で断片的な頁岩露出が見られるだ庁

である。

上巻沢長・上流の本層はN 20"'40 0 E の走i可を以て東方iこ 50"， 80° 傾斜する頁

岩層で以て代表され下部の特徴のある砂岩，凝反岩部は山の尾根近くにあるの

で露出しない。

更に南下してペンケモユーベロ滝の沢奥二股附近では走向NSlf:全，東に70"，

80ー 急斜する無層理均賃の i培灰色奇岩層で，下部に薄 U凝灰賞砂岩と薄砂岩の

五層部が見ちれる。

本層は中二股左沢下流 iこ露われ，その南は断層で以て宍炭誌の上の層準の板

桓沢層と援し，更に南の白金沢上流に再び、露われる。との白金沢上況の MY4

は暗青灰色均質砂質頁岩層で薄い泥灰岩団塊があり， Inoceramussp を含む。

本層の露出の東端部は市 i岳筒上で空知層群のチャートの下に潜る。との地点の

夕張岳街上は N40
Cl

Wの方向に走り，断層面は NE 方向 iこ60° 慌許し，後章に於

て詳述するつもりであるが，筒上の確認出来る重要なポイントである。

桧?↑三達郎 iこよれば、次の化石が産出する。

ParajaubertellakawakitaiMAT.

ZelanditesodiensisKOSSMAT

Hamitessp.

DesmoceraskossmatilVIAT,

EogunnaritesunicumYABE

Rau 日niceres sp.

42) 根本達郎 前出 (12)

この記載化石中には幾春別図幅に入るヲミ狗沢及び主夕張川本 ME のものも

含まれる。
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Hypoturri1itesa旺. tubereulatus(Bosc.)

Inoceramusa正 bohemieus LEONHARDT

(e) 班y5 87班濯砂岩層

MY4 の上に整合する砂岩，頁岩及び、砂質頁岩の薄互層部で層厚 50m 内外 MY4

と1.\i JYfl の両頁岩質層の中に挟まれたいい鍵層になり，岩質的に類似した MY4

と MYr;を野外で識別するのに非常に F役立つのである己本屑と MY3 との野外で

の区別は前者は後者より砂岩質であ U 且つ砂岩中に海緑石を含むものがあるこ

とである。

本層準からは松本達郎によって主夕張川本流及支流，うそ予 j沢で、ー下の化石が発

表されている。

ParajaubertellekawakitaiMAT.

Baeulitesefr.gaudini(PICTET& CAMPISCH)

DesmoeeraskossmatiMAT.

Hypoturrilitesa旺. tuberculatus(Bose.)

Phyl10eerassp.indet.*

本層も北は 87 班沢から南は白金沢まで露出するが，南端のカネオぺツ沢 iこは

断層によって転位されて見られない。

87 班沢では N20""48 ow/NE50""70° 或は N8°EjSE60° 内外で砂岩，砂質頁

岩，頁岩及び、灰白色凝灰質砂岩の互層で、砂岩には厚さ 80em に達するものもあ

り細粒質で海緑石主含む。議灰質砂岩中には巾 40em に及ぶものもあり，既 iこ

述べた様に全体としては砂岩質が優勢である。

88 班沢では N600EjSE60° 内外をなし細かい砂岩と頁岩の互層で，砂岩中に

は巾 70em に達するものもあり，読灰質砂岩を挟むことも 87 班沢と同様である。

日陰本流で、は露出不良のため断片的た露出を見るのみであるが，南北住の流

路の川に N6°EjSE80° を示す砂質頁岩部が本層の一部に該当するものと考え

る。

43) 根本達郎 前出 (12)

*屠準に?が打たれている。
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上巻沢右大沢上流の本層は N300E/SE80° を示す巾 2m に及ぶ厚.い凝灰質砂

岩を挟む頁岩，砂質頁岩の泉層で同じ上巻沢左大沢上流の 30cm 及び、 lcmv2

層の援灰質砂岩を挟む頁岩及び1.5--2m の厚い砂岩を挟む砂質頁岩部に連な

。。

ベンケモユーベロ滝の沢中二股令岐点附近に断層のため二回反覆して露われ

NI00E/SE60° 及び、 N20E/SE70° をなす砂質頁岩，頁岩及び、砂岩の累層がとの

層準に該当する。

本層はその南で断層で切断されて MYG と接し，白金沢に於て再び地表iこ露

われ殆んど南北妊の走向でW~こ 80° 急斜する灰色砂岩と頁岩の互層となる。

との頁岩中には石灰質団塊があり化石を含む。

筆者等が採取したものは

InoceramusconcentricusnipponicusNAGAO&MAT.

InoceramusconcentricusspengleriNAGAO& MAT.

Desmoceras(Pseudouhligel1a)japonicaYABE

があった。

(f) My6 目陰濯頁岩層

My抗T~ の上に整合する， j!早!宇主さ約 40∞0江m の暗灰色無層理均質の頁岩岩 a層でで、下部にば薄

い凝灰質頁岩を挟み中，上部には時に凝灰質砂岩及び

石灰質団塊を多〈包含しで化石も亦多い D 桧本達郎によってとの層準から記載

されたものは下の如きものがある。

Phyl10cerassp.indet.

Tetragonitescfr ・. kilianiJACOB

ParajauberteIlakawakitaiMAT.

Anagaudrycerassacya(FORBES)em.(IncludingLytocerasimperiale

YABE)

44) 根本達郎 前出 (12)

(化石には幾春別図幅に入る主夕張川上流，天狗沢のこの居準のものも

をも含む〉
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Baculitesefr.gaudini(PICTET& CAMPISH)

DesmoceraskossmatiMAT.

D.(Pseudouhligella)ezoanaMAT.

D.(P. )japonicaYABE.

PuzosiaanPachydesmocaras

Caliocerassp.

Acanthocerasefr.turnedWHI1E

Schloenbachia(?)sp.

Inoceamussp.(efr.moresbyensis).

87 班沢， 88 班沢及び、日陰本流に見る本層は数多の断層のため走向傾斜の乱れ

た暗反色頁岩層で 88 班沢及び、日陰本流では断片的な露出を見るだけである。 87

班沢の下流で、本閣の上部と推定される部分に凝灰質砂岩があり，之より下位即

ち上況に向って Mれまでは全て暗灰色の厚層の頁岩が露出する。

南;こ下って上巻沢の三つの支流の各上流には本層の連続した露日 1 が見られ

る。上巻沢右大沢上流の二本の沢で 1主My ，ι と接する下部は N30~40° E/SE70""

80°; こ急斜する培灰色頁岩の累層があり，巾 2αn 内外の癖灰質頁岩を含む部令が

見られ，叉上部 iこは 1~2cm の巾を持つ拶灰岩層を持つ部分が所々に存在する。

叉 .MY7 に近い最上部 iこも巾 2cm の凝灰質砂岩があり，中央部には巾 15cm 余

の暗灰色細粒砂岩を挟む O 上巻沢左大沢の上流は断層によって 3度反覆して露

出する本層があり N20~300E/SE30~70° 下部に 5cm 内外の凝灰質砂岩を挟

む層準が見られる。叉梢上部に近く 3cm 内外の議灰岩 2 層が暗灰色頁岩中に

ある。中央部とほしき辺に巾 20cm 余の細粒竪硬な暗灰色砂岩があり，之の砂

岩iこ細かい green rock の微細な磯を持つ部分もある。この沢で-は本層の上部

と上位の MY7 とは断層接触である。

大巻沢と流の本層は N20~400E/SE60~80° ，断層のため大きく 2回反覆露出

する。 MY5 に近い下部は露出不良のため見られないが，上部の頁岩部はよく

観察され，最上部に近い所に薄凝灰岩層 (lcm 内外)を挟む頁岩層がある口

ベンケモユーパロ滝の沢本流では略川の流路と走向を!司じうする本層がよく

- 34-



発達して 2--5cm の凝灰岩を挟む頁岩の層準が川の流路に沿って露出する。傾

斜は東に急傾斜で逆転である。本層も亦との区域で、は断層で・大きく 2 [2]反覆し

中二股附近では下位(見掛上は上位) '-'J My:; に近い部分に凝灰岩，石 't 質頁岩

がひんぱんに入って来る部分がよく見られる。

ベンケモユーベロ滝の沢支流の板桓の沢及びとの北隣りの沢で‘は数多の断層

に切断された本層が NIO--300E/SE60--80° で分布する。とのペンケモユーベ

ロ地区に分市する本層は他の地区に比較して諜灰岩の介在が多い様である。ーと

記の仮庄の沢及び、その北!持りの沢では本層の東限は断層で以て誌の上の層準の

板垣沢層群と接する。

本層は更に南 iこ延び、て白金沢に露仕 l し NS 性の走向で殆んど垂直に近 U 傾斜

角で東或は回に傾斜する。露出は殆んど均質な暗灰色の頁岩層で，とこから

Desmoceras(Pseudouhligel1a)japQnicaYABE

を得た。

(g) 班y7 中ニ肢砂岩頁岩層

中部蝦夷層群中の泥質岩類かち佐久層に移り密る層準が之であって，下位の

泥岩層から漸次砂岩層が優勢とたり Mys を経て Mya に至って典型的。佐久菅

砂岩質岩層と怠る。

本層は下部より

(I) 砂岩の薄層を挟む頁岩層，薄い凝 1足首砂岩あり。

(2) 砂岩頁岩の予言:暦

(3) 5-3cm の凝 1足首砂岩を挟む砂岩頁岩の左腎，凝 1足首砂岩には時;こ 50-70cm の

厚さのものもある。海緑色を含む部分あり。

(4) 砂岩，頁岩の宜:暦， {旦し:頁岩部が優勢。

くり 5cm 内外の窺友官砂岩を狭む砂岩頁岩の在唐，但し頁岩出優勢。

全層約 600m ，石灰質の団塊が多く化石も豊富である。

松本達郎によっこ記載されている主夕張川本流流域の化石には次 ο様なもの

iJ> ある。

45) i隈本達郎 市j出( 12)

(幾春別凶幅の主夕張川本流及び天 j七]沢を含む〉
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Phyllocerasspindet.efr.Ph.velledaeanPh.japonicurn

TetragonitesefrkilianiJACOB

AnagaudrycerassacyaFORBES(em.)

(IncludingLytocerasimperialeYABE)

ZelanditesodiensisKOSSMAT

Z. odiensisvar.lateumbilicataMAT.

Desmoceras(pseudouhIigella)ezoanaMAT.

D. (P.)ezoanavar.poronaicumYABE

D. (P.)kossmatiMAT.

D. (P.)japonicaYABE

PuzosianipponicaMAT.

HolcodiscoidespapillatusSTOLICZKA

民1aori tesoJc ostephanoides 民1AT.

Calyocerassp.

AcanthocerasorientalisMAT.

A. asiaticumlIMBO

InoceramusyabeisubconcentricusMAT.

I. yabei NAGAO& MATSUMOTO

本層は地域中央部を略南北の方向に MYG の西側について分布し，北部は走

向 NS に近い NE ，中央は NS 性，南部は NS に近い NW とゆるい半月状を両

いで分オ了する。

最北の主夕張川支流日陰本流の本層は下部に近く glauconite を含む砂岩者三

挟む頁岩層があり ((2) に該当する)， その上位に巾 3""5cm 位の砂岩を挟む頁

岩と砂質頁岩の互層があって N300E/SE80° を示し，砂岩中には glauconite

を含む。叉そのやや上位に巾 1.5m に及ぶ厚い砂岩があり，との砂岩は gla­

uconite のみならや pyrite 及び、炭質物を含み，団塊の中には植物化石の破片

を有ーずるものもある。之も前項の (2) に該当するものであるう。とれより上位に

は凝灰質砂岩の薄層が相当入って来て (3) の層準に移り変る c (β) に該当する部分
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附図 1 地質柱扶図
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は附図 2 の様;こ巾 3--5cm の凝灰質砂岩，稀に 15cm の立互いものもあるが，灰

白色、つよく目立つ凝灰質砂岩が何枚も挟まれて来て主要部は頁岩質で、ある。

附図 2 My7 暗茨色頁岩中頻繁に挟まれて〈る砂岩及び凝茨質砂岩の薄屠

茨白色凝友賀砂岩 3-5cm

茨色砂岩時に海結石を含む。

云主主三で 暗茨色頁岩

上部の Mys に近い所は NIOOEjSE40° 内外で巾 2cm の凝りJ質砂岩を挟む頁

岩層があり，僅かに砂質頁岩部が入って来る o ((5)の層準)

上巻沢の本層の大部分は下部が MY6 と援するが(1)に相当する部分がよく見

られるので，との断層は大きた溶&を持つ色のでな ω ととが想像的来る。本上

巻沢では右大沢，左大沢共にその岩質はよく連続して露出も良好で、あり， (5)に

相当する最上部の凝灰質砂:岩が 1--7cm の巾で数層密集して扶主れて来る部分

がよく観察される口

大巻沢右沢では投下部の(1) iこ相当する頁岩層は NIOOEjSE60° をなし砂質頁

岩，頁岩の互層部がその上にあり (2)}こ相当するョ (3)に相当する中央部の含凝灰

質砂岩部は N20 Eー/SE40°で凝灰質砂者には厚さ 50cm に達するものもある。

性)の層準に属するものはその上にあって N20--25°E/SE75--80° 在庁し，最上

部の (5) に当る部令;こは j乎ーさ 5cm 内外の凝灰質砂岩 2--3 枚を挟む頁岩層が見ら

れる。大巻沢左沢は長上流古 [l は火山灰に被われて露出不良で・下部は厚さ 70cm

の凝灰質砂岩を挟む (3) の層準より見られ，その屑序は左沢と全く相対応する。

その南延長は磯次郎沢右沢に露われ断層のため 3 回反覆し，断層附近のもの

を除けば、走向略南北，東 f頃斜 60° 或は垂直で凝灰質砂岩の入る部分を鍵層とし
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て前記の層序がよく判る。磯次郎左沢はその上清部iこl\1YRのすぐ下は NSjE80°

及び N200WjNE45° を示す(司に寓する凝灰質砂岩を含む頁告が分布するが最

上流部が露出不良であるので下部層は見られない。

本層の下半部は断層のためその東ペンケモユーベロと板垣沢との)分岐点附近

に再び、露われ，東は MY6 と整合し西は断層で Mys と接する。

本層の南延長は白金沢の北岸の 2 本の支流の上流に露われる。との 2 つの支

流のものは走向付れも南北に近く東に 50"，，80° 傾斜し，凝灰質砂岩注目の発達し

ている層の問に頁岩部があって(3) (4)(5)の J冒準のものが分市する。

白金沢では本層は中に Mys ~挟んで断層のため 2 回露曲するが，何れも岩

質的に見て最上位の(5)に属する部分である。下涜に露出するものは NS/E60--
持

80° の頁岩層で巾40m余の崖 lこ18層の薄砂岩層と 3 層の薄凝灰質岩層が見られ

る。上流に露白するものは Mys のすぐ下に灰白色の凝灰質岩層の 2~5cmのも

のを多数抜有する部分があり(司に相当する口ことで筆者等の得た化石は

InoceramusyabeiN.& 1¥1.

In. uwajimensisYEHARA

In. concentricusnipponicllsN.& M.

Scaphites(Yezoites)planusY.

Turri1itesinconstans 品lAT. (sp.nov.)

TurrilitescostatllsLAMARCK

InoceramusconcentricusspngleriMAT.

Desmoceras(Pseu ゴouhligella) japonicaY.

EogunnaritesunicusYABE

Cllnningtonitessp.a旺. meridionalisvar.africana.(STOLICZKA)

Cunningtonitessp.aft.sussexiensisSHARP.

共他

EpigonicerasglabrumY.

Puzosiasp.

特 この 40m の間に断層が一本見られる。
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を下流の露頑泊、ら得た。

上流部の東に之と断層で援し MYH の上にする狭少な本層は薄い凝灰質砂岩

を挟む頁岩部で(1);こ該当する。

カネオベツ沢の本層は断層或は摺曲のため広い範囲に露白し，東端の沢の上

流部では Myf.と断層で接する。本層の一般走向は南北性で大部分は東に70-­

80° 傾斜するも，時に同に 80° 内外筒斜するものもある。との地帯の構造は前

記の区分によって者質的に区分しでみると北較的容易に推定する事が出来る。

(h) 班ys 瀧の濯砂岩頁岩層

本層は上位の My日即ち所謂佐久砂岩層の岩質に漸移する砂岩，砂質頁岩，

頁岩の互層で中央梢と位と下位に凝 JjJ(・質砂岩を挟む。叉砂岩及砂質頁岩中には

海緑百 k含むものがある。比較的下位に 30cm 内外の序さを有する粗粒砂岩が

あって之に珪岩，緑色片岩の細かい破片を合むものがあり雲母質である。最下

部より栴上部にある 1m 内外の厚さをもっ細粒砂岩も連続性はないが，本層の

特徴とかつて野外に万全てド位の My. との区分に役立つととがある。全層早は

400m 内外である。

松本達郎による主夕張川上流でのよ震取化石中には次のものが記載されている。

Anagaudrycerassacya(FORBES)em.(IncludingLytoceras

imperialeYABE)

Desmoceras(PseudohligelIa)ezoanaMAT.

D. (P.) ezoanavar.poronaicumYABE

D. (P.) japonicaYABE

PuzosianipponicaMAT.

Calyocerassp.

AcanthocerasorientalisMAT.

InoceramusyabeisubconcentricusMAT.

In, yabeiconcentricusMAT.

じ Itll Fl 陰沢中流のものは長'下部は NI00EjSE50° 内外の薄い砂岩及び、謀反

46) 民本達郎 前出 (12)
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質砂岩を挟む頁岩層でその上位は砂岩，頁岩の互層で砂岩は 5--7cm であるが

次第に上位には厚い砂岩層を挟んで、来る。それから上は殆んど砂岩，頁岩の互

層で遂iこ砂岩質の佐久層 (Myりに漸移する。

上巻沢中流の二股附近の本層は MY7 と接する最下部は N20--300E/SE40-ｭ

60° の砂岩，頁岩の互層でその柏、上位に巾 1m 以土の暗灰色細粒の砂岩が挟ま

れている。とれよりやや上位の頁岩中から

AnagaudrycerassacyaFORBES

を得た。との上は砂岩，砂質頁岩，頁岩の薄互層でその上 1位に巾 30cm 位のア

ルコーズ砂岩があり下盤の%は風化して舵弱となり土下盤は緑灰色の砂質頁岩

でとの粗粒砂岩中には桂岩，黒雲母及び

との上位で本層の約中央夫 Jι古部官には砂質頁岩と頁岩の互層古部官に巾 6恥Cαm 内外の凝

灰質砂岩を挟んでで.来る O とれから上位は大部分は砂質頁岩を主体とする砂岩，

頁岩の互層で最上部 MY9 に近い部分には巾 10cm 内外の海禄石を含む砂岩層

を挟有する。

大巻沢に於ける本層は東は MY7 と整合し西は MY !Jと断層で接する。一般走

向は N30--400E で東に 40--70° 傾斜する。最下位に近く巾 1m 内外の砂岩が

あてコて薄い凝灰岩層を挟んでいる。その上位は砂質頁岩部の優勢な砂岩，頁岩

の互層で所々 凝灰質砂岩の薄層を挟んで〈る。

磯次郎沢右沢の上流にも本層の延長が露出し NI00E/SE40--60° ，大部分は

砂質頁岩と砂岩，頁岩の互層であるが露加は断片的である。磯次郎沢左沢の最

上流に近く本層は NS/E40° 内外で露但し，断片的危露出で層序は判然としな

いが:大部分は砂質頁岩である。

本層の南延長長;はべンケモユ~ノパ ξ ロ滝の沢に延び

向をとり，東に 60--80° 傾斜する。大部分が砂質頁岩の優勢な砂岩，頁岩，砂、

質頁岩の互層で、 5cm 内外の凝灰質砂岩を挟有する。との凝灰 fZ砂宕中には時

に 70cm の層厚をもつものもある。

白金沢の本層は断層のため MY7 を挟んで 2 回反覆露但し，最下位は砂岩を

挟む頁岩で砂岩は 5cm 内外で海緑石を含む。との上位には 3cm 内外の薄 u凝
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灰質砂岩反び、海緑石砂岩の巾 50cm に達するものを挟む頁岩及び、砂質頁岩の互

層があり，上部 MY9 に近い部分は砂質頁岩，頁岩を主体とし之に砂岩の薄層

を挟むが砂岩中には厚さ 30cm 撲は 50cm に達するものもある。叉中央部には

競灰質砂岩を挟む部分がある。

本層は頁岩中の泥灰岩団塊中に多数の化石を産す。筆者等が採集したのは次

の様なものである。

InoceramusconcentricuscostatllsNAGAO& lVIATSUMOTO

Inoceramusefr.ang1icusWOODS

InoceramushobetsensisNAGAO& MATSUMOTO

NeophyIlocerassubramosumSHIMIZU

PhyllopachycerasezoenseYOK.

EpigonicerasglabrumJIMBO

GalldrycerasdenseplicatumJ.

Scaphites(Yezoites)puerculusJ.

S. sp.indet.

ScalaritesscalareYABE

HyphantoceresvenllstumYABE

Hyphantocerassp.

Nipponitesefr.mirabi1isYABE

Nipponitessp.(Allocricerassp.?)

Baculites(Lechites)sp.

Desmoceras(Pseudouhligella)ezoanaMAT.

TragodesmocerassubcostatusMAT.

Puzosiasp.

民1. esopuzosia pacifica 品1AT.

Parapuzosia(Mesopuzosia)yubarensisJ.(em.)

JimboicerasplanulatiformeJ.

Cunningtonitessp.cfr.sussexienis(SHARP)
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MaoritesolcostephanoidesMAT.

Scaphites(Yezoites)planusYABE

Scaphitessp.nov.

カネオペツ沢の本層は白金沢の延長部に当りその岩質，層序も白金沢のもの

と殆んど同様で、ある。最下位に近く厚さ 40cm に達する砂岩を挟む砂質頁岩，

頁岩があり，中央部 j互い Jこ凝灰質砂岩を挟む層準も白金沢とよく一致する。本

層中から次の化石を産する。

InoceramusconcentricuscostatusN.& M.

1. hobetsensisN.& M.

EpigonicerasglabrumlIMBO

Gaudrycerasdensep1icatumJ.

Scaphites(Yezoites)puercu!usJ.

5. (Y.) planusYABE

ScaJaritesscalareYABE

Nipponitessp.(=Al1ocriceressp.?)

TragodesmoceroidessubcostatusMAT.

MesopuzosiapacificaMAT.

本図幅内の本層の南端はイオロケシマップ沢の右沢及び、左沢に露われる。と

とでは走向は N40--600W となり，大体一つの背斜構造をとるものの様で、西方

MY9 に近 ω訴は W傾斜であるが上流地方は E 傾斜とお:り，滝の沢及び、白金沢，

カネオペツ沢の南北住の走向からやや東に開いてくる。岩質は一般的に砂質頁

岩，砂岩，頁岩 ο互層で上部と中央部 iこ接民質砂岩の薄層を挟む部分がある。

(i)班yo 白金運砂岩屋

中部蝦夷層群の上限で、あって岩質的;こは著しく砂岩質ではあるが，中部蝦夷

層群。各層とは一連の関係にある。安平志内地方で佐久層と呼ばれるものに該

当し山部図隔の近藤山砂岩層に対比される。下部の Mys との~係は整合j朝移

であるので砂岩が著しくなる所からを本層 fこ入れた。全層厚は企よそ 50白n で

下部より岩層的。特徴を記すれば、次の如くである。
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擬友宮砂岩を扶む砂岩と頁岩の在暦で砂岩が優勢である。

、海緑石を含む砂賀頁岩を挟む砂岩，頁岩の薄7王腎。

厚い砂岩層 (3m 内外)を挟む砂岩頁岩の瓦腎，砂岩の量が多い。

擬茨岩を挟む砂岩と砂官頁岩，砂官頁岩は海緑石を含む。

砂岩，頁岩の定居で時に砂岩優勢となり時に頁岩が優勢となる。

松本達郎によって主夕張!I Iの本，支流からは多数の化石が記載されている o

RPち

NeophyllocerassubrarnosumSHIMIZU

Phyl10pachycerasezoenseYABE

EpigonicerasgIabrurnlIMBO

Anagaudry アceras IimatuillYABE

Gaudryc3rasdenseplicatuilllIMBO

Zelanditesc fI・. mihoensisMAT.

Scaphites(Yezoites)puerculuslIMBO

s. ぐY. )pla.nusYABE

Sc,:1 phites yonekuraiYABE

S. pseudoaequaIisYABE

BacuIitesa百. baculoidesMANTEL

(B. orientalisMATS.)

ScalaritesscalareYABE

s. venustusYABE

S. mihoensisMAT.

BostrycocerasotsukaiYABE

B. otsukaivar.muIticostatusYAEE

Hyphantocerassp.iudet.

Desmoceras(PseudouhligelIa)ezoanaMAT.

TrcgodesmoceroidessubcostatusMAT.

Puzosiagaudcmavar.intermediaKOSSMAT

47) 根本達郎 前出(1 2)
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MesopuzosiapacificaMAT.

PuzosiayubarenseJIMBO

Puzosiacfr ・. ishikawailIMBO

JimboicerasplanulatiformeJIMBO

YokoyamaoceraskotoiJIMBO

島1aori tesolcostephanoidesYABE

RomanicerasyubarensisYABE

Barroisiceras(Reesidites)minimunYABE

InoceramuscfryabeiNAGAO& MAT.

1. hobetsensisNAGAO& MAT.

I. hobetsensisnonsulcatusN.& M.

1. hobetsensisintermediaN.& M.

I. hobetsensispeculiarisN.& M.

I. hobetsensismaximusN.& M.

1. iburiensisN.& M.

1. cfr.concentricusnipponicusN.& M.

1. conentricuscostatusN.& M.

1. tenuistriatusN.& M.

1. pedalionoidesN.& M.

1. teshioensisN.& M.

1. incertusJIMBO

最北端の本層は主夕張川本流と日陰沢の分岐点附近に全層の露出が見られ

る。下部の凝灰質砂岩を挟む砂岩頁岩の互層は N45--600EjSE40° で Mys の

最上部層と漸移し，中央梢上部の砂岩，頁岩の互層中に挟まれる厚層砂岩は 3

m余あって暗緑灰白色，中粒で漣疫が見られる。最上部の砂岩，頁告は薄互層

で上部蝦夷層群の UYt との境は砂岩のなくなる所を以でしたっ本層は南に

700m 内外の山稜を構成して N200E 内外の方向に延び、てム巻沢中流に露われ

る。上巻沢の MY9 は所々断層で転位するが最上部は断層を以て Dy] と接する。
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砂岩と頁岩の互層で砂岩には厚さ 50---60cm に達するものもある。その下位は

20---30cm の凝灰岩を挟む砂質頁岩と頁岩の互層で砂質頁岩は海緑石を含むも

のがある。上部の Mys に近い所は Scm 内外の読灰質砂岩を挟む砂質頁岩の互

層で Mys とは整合漸移する。

その南大巻沢の本層は比較的砂岩部の優勢な砂岩，砂質頁岩及び、頁岩の互層

で下部に近い凝灰質砂岩には厚さ 1m に達するものもある。磯次郎沢では断層

のため UYI を挟んで 2 回露出し最上部は 5αn 位の砂岩と頁岩との薄互層で頁

岩はやや砂質である。との部分から

InoceramusyabeiNAGAO& MATSUMOTO

MesopuzosiapacificaMAT.

を得た。その上部は 3cm 内外の凝灰岩を挟む頁岩と砂質頁岩，砂岩の五層で

ある。

本層は之から南方に殆んど南北の走向で延び傾斜は垂直或は 80° 内外東或は

西でペンケモユーベロ沢の荷の沢，白金沢及び、カネオペツの 3支流の合流点附

近に露われる。ととり本層は数多の断層で切断或いは反覆し，あるものは主要

分布区域四方の上部蝦夷層群の中にレンズ状に露出する。下部の MY 1>に近い

砂宕，頁岩の互層部の砂岩は 1---2m に達するものがあり Sand-stonedyke

が至る所に見られる。との Sand-stone dyke は本層の特徴であってその岩質

は互層の中に挟全れる砂岩と同様である。下部の上部或いは中央部の下寄りの

辺には海緑石を含む砂岩が発達し，大きか nodule を多数含んでいる。化石は

次のものを得た。

MesopuzosiapacificaMATSUMOTO

InoceramushobetsensisNAGAO& lWATSUMOTO

1. iburiensisN.& M.

Epigonicerasglabrum}IMBO

Gaudrycerasdenseplicatum}IMBO

Scaphitessp.indet.

Nipponitessp.(=Al10cricerassp. り
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Parapuzosia(Mesopuzosia)yubarenseJIMBO

Barroisiceras(Reesidites)cfr.minimumYABE

(以上ぺ γ ケモユ戸バロ及び白金沢)

InoceramushobetsensisN.& M.

AnagaudriceraslimatumYABE

ScalaritesscalareYABE

MesopuzosiapacificaMATSUMOTO

(以上カネオベツ沢)

(iii) 上部蝦夷層群 CUy)

中部蝦夷層群上に整合すを j亨層，無層理の単調な頁岩層で南樺太の美保層と

同様庁岩質からなる。全層厚約 1500m 内外下部の 400m は暗灰色の無層理の頁

岩層で上位から 40m 位下に Inoceramus uwajimensis の密集した帯がある D

本層には特に砂質部が混十る事があるが，凝灰岩層叉は凝灰質砂岩層を交えな

い。との上に整合する上部層 (UY2) は略中央部に厚さ 1.5m 内外の凝灰質砂岩

層があ!J ，連続的でないので一つの Zone として迫跡は出来庁いが見られる範

囲ではいい指示屑となる。本層の特徴は暗灰色頁岩中に頻繁に凝灰質砂岩及び

凝灰岩の薄層を挟んで来るととで，とれに海緑石在含むものもある。
長

主夕張}I I 中流及び下流の本層群中の化石は松本達郎によって次のものが記載

されて U る。

GaudrycerasdenseplicatumJIMBO

AnagaudryceraslimatumYABE

NeophyllocerassubramosumSHIMIZU

持筆者等の採集した上部蝦夷層群のイじ石は目下 fなお研究中のものがあり， Jlt所に記載し得

なかったことをまことに残念に思うものであるが， ¥-、ずれ fillR 別の方法で発表したし、と

思っている。

但し之等の内ウニ及び単休瑚瑚の化石は北大平坂教授の御好意によってった々

日olcaster sp.indet.

Microbaciasp. indet ・

であることが判った。何れも鉱泉沢の UY2 の暦準から産したものである。
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Epigonicerasglabrum}IMBO

GaudrycerastenuiliratumYABE

Scaphitessp.

ScalaritesmihoensisMAT.

ScalaritesdensicostatusMAT.

HyphantocerasmiotuberculatusMAT.

Damesitesdamesi}IMBO

Mesopuzosiapaci 封切 MAT.

InoceramusuwajimensisYEHARA

Inoceramus(Sergipia)akamatsuiYEHARA

Phyl10pachycerasezoenseYOKOYAMA

InoceramusmihoensisMAT.

1. naumanniYOK.

Polyptychoceras.sp.

HauericerasgardeniBAILY

Parapuzoria(Mesopuzosia)ishikawai}IMBO

Eupachydyscusharadai}IMBO

InoceramusezoenseYOK.

InoceramusjaponicusSASA(M.S)

共他 Echinoid 及び coral を産する。

(a) Uyl 磯攻郎濯頁岩層

下位の白金沢砂岩層 (My!)) とは整合関係で著るしい砂岩層がすくなって無

層理，厚層の頁守層にたる部分から UYJ として取扱った c 但し稀に薄い砂岩

や砂質頁岩を挟む部分も存在する。本層と UY2 とは断層で相交錯して露出し

模状の形の複雑な分布を示す。

主夕張川上況の本層は My，)との境界近いものは緩傾斜で 12--15 つであるが

西方次第に 40--50° に変化する。全層!手は約 400m ，最上告 IIから約 40m 下位

に Inoceramus uwajimensis の密集した帯がある。との Inoceramus の大多
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数は convex side を見掛上上にしているが，地層が逆転しているので堆積当

時は convex side を下にしていたものと考えられる。との Inoceramus 帯は

主夕張川に沿って 2 回見るととができるが断層による反覆露出と解釈される。

との帯はその南の清水沢で、も明瞭で，反覆した露出を 2 回見るととが出来る

が，その南の小巻沢及びそれから南の沢ではとの Zone は明'瞭でない。小巻沢

上巻沢，大巻沢では本層は中に UY2 た挟んで 2 度反覆露出するが，との際iこ

は疑灰岩あるいわ凝灰質砂岩を含まない UYl は頻繁に灰白色凝灰岩を挟んで

くる UY2 と容易に区別するととが出来1る。

磯次郎沢白金沢及び、ラウネナイ沢では本層中に断層で、中部蝦夷最上部のMY9

が挟まってくる。叉その南のイオロケシマップ沢では My!! の中に本層が模状

に挟まれてくる c

(b) Uy2 錆泉濯凝茨質砂岩，頁岩屋

UYl の上に整合する同じ岩層のメンパーであるが，著しく凝灰岩或は凝灰質

砂岩の薄層を挟んで、くるととを特徴とする。との凝灰岩及び凝灰質砂岩は lcm

内外の薄層から 20cm に及ぶものに至るまであり，時に海緑石を含むものもあ

る。

阿国 3

品
、

主タ F長洲・ j ，

(l) 破砕された暗茨色頁岩 (2.)赤褐色に汚染され h頁岩

(3) 茨白色粗粒砂浩，海緑石を含みやや凝茨賀 1.5m

性) 下半部，軟質部，海緑石多し (5) 粘土化せる部分 (6) (UY2) 暗友色頁岩
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*全層厚約 l000m に及ぶ厚層であって，略中央部に巾 1.5m 内外の海緑石を

含む灰白色の凝灰質砂岩層があるが連続性を欠く。(附図 3 参照〉 とれから上位

のものは凝灰告の介在は下位のものほど著しくない。

本層の分布範囲は北方に広く南方に狭くなっている。即ち北方では主夕張川

の屈曲地点の東から西方に向つての本層の露出距離は東西約 7.5km に及び，

最狭部は主夕張川!とベンケモユーベロ川の合流点のやや北方で，ととでは東西

約500m を数えるにすぎない。

との北方で広くたっている理由のー→つは盤の沢筒上で、あり，も一つの理由ば

地層の細かい稽命で，同一層の反覆露出である。盤の沢筒上断層は本地域の主

夕張川の西側支流ペンケホロカユーベロとベンケホロカューベロの中聞の函淵

砂岩層内に初主って，北土してペンケホロカユーベロ及び、鉱泉沢を経てととに

於て西に方向を転じ幌向岳の北側を通り，再び、北東とし鉱泉沢土流の尾慢を経

て幾春別川の支流盤之沢に向う大筒上断層であって，上古l~蝦夷層群を函淵砂

岩，幌内層，若鍋層及び、羊歯砂岩層等ο各層の上に筒上せしめている。

本図幅内では函淵層群からなる西原沢筒上地塊の上に盤の沢筒上によって上

部蝦夷層群の UY2 がのし上っている。との UYz は鉱泉沢とペンケポロカユ・ー

ベロの川口で見られる伎に 2 本の背斜及び、向斜があり，その軸の方向はいづれ

も南北住である。この盤ο沢街上で、ο し上っている Uyzは露出不良のため詳細

附図 4 錯泉還，盤之還衝上霊長麿，延長部

函淵石の岩腎の上に街上している上部蝦夷唐群

蒋附図 4 参照
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な構造は不明lであるが，上記日 l 口に見られる様な波状稽曲を持って広い分布を

示すものと推定される。盤の沢筒上は後章地体構造の項に於て詳述するが，と

の地域内で、観察される箇所はペンケホロカユーベロ川口から約 lkm 上流で只

1 ケ所である。との地点では附図 5 の様に比較的急角度で、商淵砂岩上tこ UY2の

暗灰色頁岩が筒上する。

本図幅に於て「犬夕張根無地塊」と称するものは既に今井博士によって発見

されその層位及び、構造も明らかにされている。との根無地塊は UY2，特にその

上部によって構成され，とれの南側に函淵層群を下にしてともなっているので

逆倒構造と考えられていたが，との附近にある他の街土地域ゃあるいわ根無地

塊がω づれも函淵層群を上にしたIf民構造であるのと比較して奇異の感をいだか

しめるものがあった。今回の調杏に当ってとの点に関して矢部先生に暗示を戴

いて函淵層群と UY2 とそ別個の J恨無地塊と考えてみた。とれに関しては後の地

質構造の項で詳しく述べる。

ζ の大夕張根無地塊から大立日によって記載されている化石には下の如きも

のがある o

ParallelodonsachalinensisSCHMID'"! 、

InoceramusuwajimensisYEHARA

1. akamatsuiYEHARA

1. ezoensisYOKOYAMA

1. japonicusSASA (1\11ふ)

I. naumanniYOK.

NeophyIIocerassubramosumSHIMIZU

PhyllocerasezoensisYOK.

GaudrycerastenuiliratumYABE

G. denseplYcatumJIMBO

48) 今井宇弐郎 GeologyoftheIshikariCoalField, Hokkaido, withspecialreferenceto

anoverthrustrock-sheet.

Proc.3rd.Pan-PacificCon 号 ress ， Tokyo(1928)pp.1561-1571

49) 大立目謙一郎前出 (1 1) pp.8

一日一



AnagaudryceraslimatumYABE

EpigonicerasgIabrumJIMBO

Ramites(Polyptychoceras)sp.

Scaphitessp.

DamesitesdamesiJIMBO

EupachydiscusharadaiJIMBO

PuzQsiajaponicaYABE(M.S.)

Hauericerasgardeni(BAILY)

UY2 は更に丸山根無地塊の東西両側に僅かくっついてきて，とれから大立目

によって下の様な化石が記載されている。

InoceramusnaumanniYOK.

NeopachydiscusnaumanniYOK.

島一方 UY2 の分布の主流とも云うべき主夕張川流域のものはいづれも南北 iこ近

い走向で東傾斜の逆転情.遣をつづけながら南に延び，主夕張 fff とベンケモユー

ベロの合流点を渡ってベンケモユーベロ川に沿って南に更に延ぴてゆく c

Civ) 函淵層群 eHb)

間淵層群の模式地である函淵は本地域の南大夕張の東約 1.8km ，夕張 J II が分

岐してベンケモユーベロ川と主夕張川となる地点のすぐ西に当る。本層は現に

「調杏の歴史」の項で述べた撲に今井博士によって 1924 年従来第三妃と白望妃

層の中間部と考えられていたものから令離され，共後大立目博士によって研究

され，叉最近では細野実による細かい層別分類の記載がある。筆者等は以上の

人々の調杏研究を踏襲して本層群を大体 2 分した。

上部函淵層群 250m

(上位から) サヌシユベ砂岩腎 105m

上部砂岩頁岩唐 30m

50) 大立目謙・郎前出 (1 1) pp.8

51) 今井宇弐郎 前出( 4)

52) 大立目謙一郎前出(11)

53) 細野 実 前出(1 5)
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深午砂岩層 35m

深午際岩層 20m

下部砂岩牒岩居 60m

下部函淵層群 170m

(上位から) 含ニルゾニヤ唐 40m

細粒砂岩層 65m

流紋岩官凝茨岩層 25m

含醗砂岩腎 40m

(1) 下部函淵層群

Ca) 含操砂岩屋(下位より)

函淵層群の基底部で下位の上部蝦夷層群とは整合関係で，上 11:[) 螺夷特有の暗

灰色頁岩との問には時に細粒砂岩があるとともあるの本層は一般に中粒砂岩で

小円擦はヂヤート，硬砂岩，粘板岩等'.0夕張岳変成岩類や 25 知統の岩石が多

し'0

Cb) 流紋岩質;是茨岩屋

帯緑灰白色の徴密堅硬な凝灰岩層で，本図幅内の函淵層群中の非常にいい鍵

層になるが，本層は場所によって 2 層あるいは稀に 3 層にわかれるととがあり

その中間には灰禄色。硬い砂岩やフリント質の頁岩を挟んでる。本層は既に鈴

木博士によって流紋岩質凝灰岩と鑑定されているが，同質のものが宮内附近の

函淵層群中に，叉興味あるととはとれが上部蝦夷層群中(日高沙涜川貫気別 flU

にもあると言己載さ・れているとと、 5ある。

Cc)翻粒砂岩層

灰禄色細粒砂岩で級密な頁岩を挟有している。最下部はやや凝灰質砂岩であ

る。

Cd) 含ニルソニヤ屠

主とし 1灰色頁岩，凝灰質砂岩，粗粒砂岩，炭質頁岩等からなり黒色頁号，

石炭層乞挟む。函淵砂岩層の標式地の図淵ちは炭質頁岩あるいはレンズ状の薄

炭層で稼行に堪えないが，本図幅北西部。西原沢筒土地塊を構店長する本層中に

5~)鈴木醇“本邦中生代の窺友官岩石について"地質学雑誌第89巻 p. 740 1932
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は長!日 1.5m の粘結佐j暦青炭があって稼行されている。本層中の炭質頁岩は函

淵ο断面では略 4 層あって，との内:fFLb位から 2 番目の 95cmω炭質頁岩に稿

炭気が認められるのみである。植物化石は本層中に含まれてJなり，遠藤誠道に

よって下の様な 4 のが記載されている。

CladophlebisfrigidaHEER

SphenopterisdicksonianumHEER

Phyllitessp. ぐefr. AdiantumformosumHEER)

CladophlebistorelliHEER

Glo:.:sozamites?imaiiENDO

PhyllitesSp.(crf.SphenozamitesrogersianusFONTAINNE)

CycadeoideanipponicaENDO

NilssoniaefI ・. orientalisHEER

N. cfr.johnstrupiHEER

N. ~e 了otina HEER

N. sp.

LibocedrusdenticulateHEER

L. arcticaHEER?

RhamnitesapiculatufLESQ.

Populusapieulatu.sHEER

P. arcticaHEER

ProtophyllumobovatumNEWBERRY

(2) 上部画淵層群

(a) 下部砂岩瞭岩層

2.5m 内タトの~岩層を基底とする灰色の砂岩層で，砂岩中 iこf1 i正絞石を:含むと

とがある。一設に風化し易!，.n o 函淵では本層上部から

発後草応用地質の項参照

55) 遠藤誠道 Nilssonia-BedofHOKKAnlOanditsflora

(SciRep.Toh.Imp.Univ2ndSerVol7.) 1925
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TrigoniasubovaIisJIMBOvar.minorYABEetNAGAO

i/:'~駐日ら 1"1-ている。

(b) 深牛際岩居

間淵砂岩層 r-f:l最も著しい傑岩層で堅硬，風イヒ~こ対する抵抗が強く風化置は褐

鉄鉱で汚染されて褐色を呈する。礁は硬砂岩，粘佼岩等空知続や夕張岳変，~岩

類の磯が多いが，特に注目する必要のあるととは鈴木博士によって指摘された

様に流紋岩の同礁を含んでいるととで，前記 j車紋岩質凝灰岩層の項で、述ぺた様

に貫気別川の上部蝦夷層群中に流紋岩があるととを考えると，現在整合関係と

されているとれ等の聞にもっと研究す可き問題がある様である。とのことに関

しては後章で、更に述べるつもりである。

(c) 深牛砂岩層

一枚に細粒質帯緑灰色の砂岩で本層から

RhynchonelIasp.(?)

が報ぜられている。

(d) 上部砂質頁岩層

50cm 余りの薄い磯岩層から初去る砂岩，頁岩の互層で頁岩は暗実色及び、 i炎

緑色のものがある。砂岩は中粒乃至細粒で淡緑灰色である。

(e) サヌシユベ砂岩

本層群最上部の J手層の帯緑灰色の中粒乃至は帝国粒砂岩で植物化石の破片を合
普

む。筆者等は本層の上限から約 15m 下位から魚、の繭を得た。

次に函淵層群の分布について述べる。本層は主夕:張川の西岸に突出した南北

性の山稜を構成し，叉西原沢筒上地塊，丸山根無地域の様なクリツペとして比

較的俊平な第三妃層分布地域に高地を形成している。

;最北端鉄橋の沢の最上流近くの本層はあるものは若菜辺層に不整合に被われ

叉あるものは幌内層と断層で接する。この小地域の函淵層はその岩建，層序か

ら最上部のサヌシユペ砂岩層に同定される。

幌向岳，笹森岳の山体を構成する本層は西原沢筒上地塊と呼ば、れるもので，

持 この魚歯は北大早坂教授の御好意によってい mna sp.indet. と鑑定された 0

56) 鈴木醇 前出 (54)
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西側は西原沢街ーと断層で石狩統及び、幌内層の岩石の上に筒上し，東側は盤の沢

街上断層で上部蝦夷層群の UY2に乗しかけられ，南側の縁辺部には石狩続の登

JiI，幌力日別，夕張の各層た引きづってとの構造の中に巻き込んでいる。との地

塊のf}:j淵層群はi司佐賀の程\J上断層線を更にもう 3 本もつでl可→層を反覆露出せ

しめる。

とれら 5 条の筒と断層線に劃されたプロックを西から第 1 ，第 2 ，第 3 l之び、

第 4 帯と呼ぶ。第 3 と第 4 とはとの問の断層線があまり大きかもので在いので

同一層の連続が認められる。第 1 帯はその段下部に北炭万字鉱区内の函淵層準

の炭層をもって来ているので合ニルソニヤ帯とその上位のー下部砂岩礁帯で走向

略南北，東に 25，.....， 35° 傾斜する。

その東の第 2 帯は下部に UY2 をもって来ているので、含磯砂岩層，流紋岩質凝

灰岩層等の下部閣淵層群が分布し，第 3 及び、第 4 帯は函淵層群の殆んど全層を

露出する。との第 4 帯と連続する函淵層群の主流はどれから南に向って下り，

東に UY2 を四に石狩層群をもち略南北の走向で東傾斜の逆転構造をつづけ，途

中断層によって 2 つに分れその東のものは夕張川を横切って函淵の標式露出と

危り，更に南に延びて登川方面に連なる。その西側のものは南大夕張北方で雁

皮原断層に挟殺されて泊、滅する。

西原沢何土地域の南には大夕張恨無地塊に附随した 2 ケの函淵層群のクリツ

ベがある。との内北にある半月形のものはその中に層厚 2m に近い炭質頁岩を

もっているととから合ニルソニヤ層準。ものであり，南にある溶花生型で一部

DY2 を戴くものは帯緑灰色の砂岩層を主体とするもので，恐らく含ニ7I..ソニヤ

層の上下何れかの層準。ものであろう。

その南西方丸山の山体を構戒する丸山根無地塊の本層は下位に UY2 をもち略

南北方向の軸をもっ一つの向斜情.造友示すO とれさと侍唆する岩石は既;こよく知

ちれている様に下部商淵の大部とその上の下部砂岩礁岩層の一吉i~で、ある c

(4) 第三系

木地域の第三系は石狩央炭層と幌内層とからなる古第三紀層と掩の上層準と

推定さ'，~1 る仮桓沢層群によって代表される新第三紀層からなれ古第三紀習は

q
J

R
J



本地域の西部に複雑多岐な構造を示しながら広い分布を占める。

(i) 古第三紀層

(イ) 石狩爽茨層群

下位から査川宍炭層，幌加別頁岩層，夕張宍炭層，若菜辺層，羊歯砂岩層が

発達し，それ以外の石狩統は見られない。

(1)登川央最層

本層の模式地はことから南に当る登}I I であるが，本地域でも夕張，万字芯置

に比較的よく発達し，層厚も最早部は 100m ~こ達するが平和，清水沢，遠!院，

南大夕張と夕張川に沿って東に向って漸次薄くなり，南大夕張附近では 35m

内外とたにし更に北に向って三菱大夕張炭鉱附近では 10m 内外，更に北上し

て鉱泉沢に分布する僅かの本夫炭層は大夕張根無地塊の UY2 1.O下で、治失し，そ

れから西に向つての断面でよ〈わかる様に西原沢街上地塊の下にかくされてい

る，等傾向斜。中央部から再び、現われ，西に向って漸次増大して万字東部区域

に連なる。

本地域北西隅の鉄橋の沢では登J II 夫炭層は、かりではなく，幌加別層，夕張宍

炭層をも欠1ρて若菜辺屑が直接下位の函淵砂岩層を被覆する。

見質は砂岩，頁岩，砂貿頁岩の互層で大体下半部は砂活質，土半部は頁岩建

で，中部には 1"'3 枚の炭層あるいは炭質頁岩を挟んで、いる。砂岩は灰白色叉

は帯苫淡灰色，頁岩は暗灰色，黒色等で炭質物を含む。中部の炭層は万字，夕張

地区では良好で稼行に堪えるが，他の区域では地層の尽さの薄化と並行して薄

くなって稼行価値はない。即ち万字地区では万字本層と称せられて 1. 4"' 1.5m

で微粘結の溶青炭であり，叉夕張の 2 抗及 3坑地区ではj手さ1.5m 内外，かつ

て稼行されたとともあって，夕張本層と同じような粘結性潜青炭を担したとと

もあったが，現在残っている部分は深部になっていくので稼行していない。平

和，清水沢，遠幌方耳では稼行に堪えるものはなく，南大夕張附近でi土最早20cm

で，共f由 2--3 層。薄炭層を見るが，稼行出来る様なものはない。化石として

は炭層の上盤'あるいは上半音f)の暗黒色頁岩中に

Sequoialangsdor 品 i (BRONGN.)

- 56-



Glyptostrobuseuropaeus(BRONGN.)

Salixsp.

等ty" 知られている。

本層と下位の白望紀層との関係は既に今井，大立目争の人々によって論ぜら

れているので詳しく論やるととは止めるが，登川宍炭層の下位に函淵層群があ

って，とれを平行不整合に被覆している地域は主夕張川の南北の涜れの西方約

4km のとれと平行した南北線の東側地域， ~P ち北は西原沢筒土地塊の下にか

くれる石狩続+幌内層の等傾向斜の西端部から南に下って登川 f ，サヌシユペを

結ぶ線の東側地区 iこ限られていて，それわら西方の万字附近で、は登川の下に来

るものは上白前蝦夷層群で、あり，叉夕張 l安田ではいわゆる「トリゴニヤ砂岩層」

即ち中部蝦夷層群である。との事実は大夕張地域より夕張，万字地域の方の l年

起が犬きく，削剥イ恒用を激しくうけたととを証明するもので，白望紀層と第三

紀層との不整合の明白な資料の一つで、ある。

本地域で登川宍炭層と函淵砂岩層故土部のサヌシユペ砂岩層との平行不整合

含傑砂岩黄茨褐色

N8ー WjNE44ー

黄緑色頁岩

下盤;こ石炭片をもっ褐色

頁岩 15cm

炭質頁岩 JOcm

褐色頁岩

炭質頁岩 5cm

黄褐色砂賀頁岩

炭層 5cm

褐色頁岩

炭層(登川本居) 20cm

友青色砂岩

下部に小撲をもっ友青色

砂岩，登 ill の基底部

①一⑫登川爽炭層

⑬函淵腎群サヌシユベ砂

岩の最上部

関係は附図 5 で見る様に，全く岩質的に変った所のない砂岩層の問の合磯質部

①主夕張川曲淵の登川爽最層と

画淵基底際岩層との関係

(地層全体は逆鱒している)

附図 5

②

⑨

④

⑤

⑥

⑦

⑧

@

⑩

⑪

⑫
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を基底としてとれより上位(逆転しているので見掛上は下位)の 20cm 内外の

炭層を挟有している砂岩，頁岩の互層を登川宍炭層としとの含磯砂岩より下を

函淵層群と考えたが，登川下部の砂岩ととの合磯砂岩の下の函淵層群の砂岩と

は岩質的に区別がつか危い。サヌシユペ砂岩はとれから下位に次第に固有の青

緑灰色の特有の色調を呈してくる。

(2) 幌加別頁岩屠

登川宍炭層とは整合漸移する暗灰色の頁岩層で菱鉄鉱質の団塊や砂岩の薄層

を挟有する。層理は明瞭であるが岩質的に幌内頁岩層と類似している。夕張炭

田では 70--100m ，万字東部では約 90m ，平和，清水沢，遠 l幌地区でも 100m

内外，南大夕張地区では 55--160m ，大夕張炭山では 80m 内外で、ある。本層は

本図幅北西部の鉄橋の沢附近で、は下位の登川夫炭層と共に欠除して基盤の函淵

層群を直接に被覆するのは若菜辺層である。

本層からは

Sequoialangsdorfii(BRONGN.)

Glyptostrobuseuropaeus(BRONGN.)

Pityophyllumsp.

Planerasp.

Uniosp.

等lが記載されている。

(3) 夕張爽最層

夕張宍炭層の名の由来した標式地の夕張炭田の 2坑 3坑区域では本層は 50-­

60m で砂岩，頁岩の互層で砂岩は灰色乃至淡灰色，頁岩は黒色頁岩で本地域の

石狩疏の主要炭層を挟有する。下部は泥岩質上部は砂岩質，最下位にいわゆる

10尺層と称せられる夕張本層がめり，その上に 6.8 尺層，更に上位に上層があ

る。平和，清水沢，遠 I幌地区では全層厚は 130m 内外，岩質は夕張炭田と同様

であるが，上層と 6.8 尺層との中間に平安 8 尺層と称せられる炭層が発達し 5

m内外となり，上層は 90cm 内外のもの 2 層となり， 10尺層は 4.5--5m ， 6.8 尺

持大立目謙一郎市 i出 (11 )
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層は 3.5m 内外となる。万字方面では上層を欠いて10尺層は 2 番層と称せられ

3 番層あるいわ上層と称せられるものは 6.8 尺層に該当する。

大夕張，南大夕張地域で、は下部は砂岩質，上部が泥炭質で，夕張地域とは逆

の岩質を呈し，層厚は 100m 内外，薄い所は30--40m となり，叉耳安部分では堆

積の全くない所もある。

夕張・ flf南側で、南大a夕張に近い北タ炭績でιヱ試~t~の結果，本宍炭層は上から 2

尺層， 4 尺層，平安 8 尺層(上層)， 6.8 尺層(中層)及び、 10 尺層(本層)が

知られて去り，層厚は夫々 0.40m ， 0.80m , 1.80m , 2.80m , 3.00m，であ

る。

大夕張炭噴では10尺層に該当する下層は 4.5m の層厚を示し， 6.8 尺層に該

当するものは上層 (2.57m) 及ぴ中層(1. 80m) の 2 枚の炭層からなり，各炭

層の層問、距離は約20mである。

以上述べた様に夕張夫炭層の炭層の層準の変化は各区域で非常に著るしいも

のがあり，特にその上部の削剥面の上に幌内層の:/:tr.積があってとれを益々複雑

化している。各区域の炭層対比は添附図第 9 図に記載して会いたが，今その名

称の対上むを記すれば、次の様である。

万タ平大
タ

字張和張

.?…………上唐………上屠…

J6 尺唐i 8 尺暦
三番暦……{ ~/a~} …… ………本暦t8 尺暦f -----4 尺借

ご番居……… 10 尺暦……… 10 尺暦………下唐

夕張炭田，大夕張炭田の主体・をなしているとれらの炭層は炭質優良の粘結性

密青炭で、原料炭として重要注位置をしめている。本層からは Sequoia Iangsｭ

dorni(BRONGN) ，其他若干の澗葉樹c葉の化石及び Unio sp 等が知られて

いる。

(4)若葉遣層

本層の標式地である若菜辺，夕張地域では 150--200m ，平和，清水沢，遠幌

方面では略 150m ，南大夕張方面では 60m ，大夕張炭山・附近では 70m で，北西

部の万字鉄橋の沢では略 100m である。
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若菜辺層οー投的の岩質としては，上部は砂岩質，下部は頁岩貨ということ

になっている。との上部の砂岩質部は若菜辺介化石層ともよばれることがあ

る。

砂岩は中粒乃至畑粒，灰色あるいは帯青暗灰色で、時に礁建に在るととがあり

海緑石を含み， Sand-pipe を特徴とする。

頁岩は暗灰色あるいは暗青色で時に海禄石の密集した細かい集合部がある。

夕張附近の本層は高尾彰平によれば、 4 枚の灰青色砂岩帯と 3 枚の暗灰色頁岩

帯からなり，下部から第 4砂岩帯，第 3 頁岩帯，第 3砂岩帯，第 2 頁岩帯，第

2 砂岩帯，第 1 頁岩帯，第 1 砂岩帯と呼ぽれ，第 4 砂岩帯は Sand-pipe のあ

る灰緑色の粗粒砂岩で磯質，その厚さは 2--3m であるが，第 2 頁岩帯は全層

の約半ば、を占めているので，下半部が頁岩層といはれる所以であり，頁岩は上

部にゆくに従って薄くなり砂岩の発達が良好になってくる。

平和，清水沢，遠幌地区では上部は砂岩質で中部は頁岩買であるが，時;こ，早

層の青灰色砂岩叉は砂質頁岩を交えることがある。下部は夕張地区より幾分砂

岩質で砂質頁岩を交える。大夕張地区の南部は上部は砂岩帯，中部は頁岩帯，

下部は砂岩帯で、中部の頁岩帯は全層の約半ぽを占め，下部の砂岩帯は約 FS ，上

部の砂岩帯が 1・%程度であるが，北部に行くに従って砂岩が優勢となり全層早

を減ヒ細磯岩を混じて〈る。北西方万字東部では下半部は頁岩と砂岩の互菅，

上部は砂岩で、更にその北東の鉄橋の沢で、は土部は砂岩帯，下部は頁岩ο優勢な

砂岩頁岩の互層で，最下部の磯岩には海禄石を含み sand-pipe がよく見、られ

る。

との若菜辺層の堆積相というものを考えてみると万字，夕張，若菜i辺立と略南

j北七の線 iにこ i沿合つて発達は良安好子で

西方角回，美?流布i渡度方酉，北方盤ノ沢方面でも発達は良好でないので，万字，夕

張，若菜沼，附近の南北方向を中心とした内海の堆積層で北方，北東方，北西方

及び東方がその周縁部で、あり，第一頁岩帯から産出する或種の化石からみて相

58) 高高彰平 石狩炭田 e待に夕張茨同)に於ける 1院内層の層序と地質構造に関する肝

究北海道炭礎技術会地質部会 1952
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当深い海が中心部にあった事が推定される。

本層からの化石は現に各方面で、研究されて去り，北海道第三紀の一般常識の

様になっているがその主なものを記載する。

AcilapicturataYok.

YoldiasaggitaliaYok.

TrochocerithiumwadanamYOK.

CallianassamurataiNAGAO

Vel1ericardiasubnipponicaNAGAO

Cal1istamatsuraensisNAGAO

Pectensp.

Lucinasp.

Dentaliumsp.

Macomasp.

Tellinasp.

.Mytilussp.

PityophyUumsp.

Glyptostrobussp.

Irissp.

SequoialangsdorfJBRONGN.

Fishscale, sharkteeth, ｣oramianifers

以上第 3 頁岩帯

Naticasp.

VenericardiasubnipponicaNAGAO

Callistasp.

CrassatellitesyabeiNAGAO

以上第 3砂岩帯でとの帯には sand-pipe が多い。

第 2 頁岩帯には

Venericardiasp.
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Tellinasp.

Foraminifera

第 2砂岩帯には

Callistasp.

Crassatel1itesyabeiNAGAO

第 1 頁岩帯には

YoldiasaggitaliaYok.

Venericardiasp.

DAsmuH

p
y

s

L山

a

i
-
-

o

m

r

u

J

v

k

t
I
q

-
-
e

p
s
Foraminifera

第一砂岩帯

炭化木片

長

北海道の若菜辺階から産出する介化石類が北丸山|築豊炭閏の芦屋層群中の化

石と共通種がある事は既に各方面から注目されている所で，とれについては長

尾巧博士の卓越した研究がある。北九洲と北海道のとの両化石帯の共通種の主

たものを挙げると次の様・である。

GlycymeriscisshuensisMAKIYAMA

PholadomyamargaritaceaNAGAO

CrasatellitesyabeiNAGAO

CallistamatsuraensisNAGAO

C. hanzawaiN.

VenericardiasubnipponicaN.

PitarrnatsumotoiN.

長若菜辺階とは夕張央炭層と羊歯砂岩層の間即ち若葉辺暦，美唄暦，下部蛇介厨(赤平

層)を含めたものを指「。

59) 長尾巧 九州古第三紀の府序地学雑誌第 38 巻

ゲ 古第三紀岩波講座昭和 8 年
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PitarkyushuensisN.

Po1inicesashiyaensisN.

本地域 iこ於ては現 ;1こ述べた様 vこ若菜辺層の下位 iこは夕張，幌力日別及び登川!の

3 層が存在するのであるが，とれ等が漸次欠除して下位の白望紀層と援すると

とがあり，との内最も差しいのは万字鉄橋 ο沢の若菜辺)苦と函淵層群中の砂岩

層との接触である。鉄橋の沢の最上流に近い二段附近で背斜構造(略南二!と性の

軸をもっ)をする函淵の砂岩層の東西両側に僅カミの若菜辺層が基底礁岩をもっ

て露出し，更にその両側は幌内層によって不整合に被覆される。即ちとの地点

では石狩続は下部の登川 I ，幌加別，夕張の 3 層が欠除し，更に若菜辺の上位も

羊歯砂岩を欠いて幌内層の基底礁岩層(約 1.5m の厚さ)が直接若菜辺層~被

覆する。

とれ等の事実に関聯して最近下河原寿男によって羊南砂岩と若菜辺層間及び、

若菜辺層と夕張九炭層の間の E不整合 (Diastem) が問題にされている口前者

の立不整合の理由とする所は，夕張炭白地区では若菜辺と直接するものは羊歯

砂岩であって，との間に空会日炭田地区で見られる美唄，下部規介の 2 層の堆積

がなかった事ーから出発しているし，後者の旦不整合は若菜辺層の基底が夕張宍

炭層の種々の層準の岩石と接しているし，叉遠幌地区に於て夕張宍炭層中の上

層皮と直接する場合もあれば、との間 iこ砂岩，頁岩の互層部を毘く場合もあり，

ここに侵蝕[苛 ο存在を推定し得るとい弓。叉若菜辺基底の数)fミから数卜米に及

ぶ合海緑石組粒砂岩や際貿砂岩，削機岩の存在ち亦下河原によってとの間の

Diastem を暗示するといわれている。

(5)羊歯砂岩層

灰緑色中粒砂岩を主体とし，頁岩，炭質頁岩/えび、炭層を挟有し植物化石を産

出するつ下部には虎の皮式の炭層があり 25cm-...-200cm の尽さであるが稼行出

来る炭層はない。夕張地区の本属は堅硬tr.細粒及び、中粒の砂岩(淡灰緑色)と

砂質頁岩からお:り，小量の灰色頁岩を下部に伴7ょう。基底に近く虎皮式の炭層

がある。全層字約 70m である。平和，清水沢，遠幌方商の本層は 100m 内外，

60) 下河原寿男前出( 19)
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基底近くにある虎皮式炭層は 2m を数える。南大夕張，大夕張地区には本層の

発達はない。万字東部では全層厚 65m 内外，砂岩，頁岩の互層でー→般に砂岩が

優勢である上部には虎皮式の石炭があり，基底部に近い虎皮は 2--6m の早層

を示す。との基底部の虎皮の下部に自inty 頁岩層がある。鉄橋の沢では22-­

28m の層 l字で灰白色叉は灰緑色の粗粒貨の堅硬砂岩があり，基底から 10m 位

上に虎庇式の炭層があり， 2 枚に分かれ各 25cm の層厚をもっO この炭層はい

づれも良好でない。

本層から大立目によって記載されている化石はー下の如くである。

OnocleasubsibiIisfossilisNEWB.

DennstaedtianipponicaOISHI& HUZIOKA

WoodwardiaendoanaOISHI& HUZIOKA

EquisetumarcticumHEER

GinkgoadiantoidesUNGER

Pinussp.

GlyptostrobuseuropaeusBRONGN.

SequoialangsdorfiBRONGN.

SequoiasinensisENDO

IrislatifoliaHEER

MusophyI1umcomp1icatumLESQ.

Salixsp.

Juglansalka1inaLESQ.

Alnuske｣ersteiniiGOEPP.

BetulamacrophyllaGOEPP.

CorylusmacduarriHEER

CastaneaungeriflEER

DryophyIIumjohnstrupiHEER

6 1)大立目謙一郎前出(11)
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FicusplanicostataLESQ.

F. irregulariSLESQ.

PlatanusaceroidesGOEPP.

P. guilIeimaeGOEPP.

Aristolochiasp.

CercidiphyIIumarcticum(HEER) BROWN

CelastrusconftuenseKNOWL.

C. terminateOISHI& HUZIOKA (M.S.)

EuonymussplendensBERRY

AcerarcticumHEER

MarIeabasitruncataOISHI& HUZIOKA(lV1.S.)

M. basiobliqu~ OISHI& HUZIOKA (M.S.)

ZiziophyllumcolombiHEER

CissitecolIuisiBERRY

Vitis(?)sp.

FraxinusdenticulataHEER

Viburnumsp.

Sapindussp.

(口)幌内層

石狩宍炭層を不整合に被覆して本地域の西部に広い令布を占める!幌内頁岩層

は既に序章に於て述べた様に，幾多の人々によって研究，調査され発表された

ものも極めて多数にのぼる。全層殆んど無層理 il) J亨.層暗灰色頁岩よりなり，僅

かに基底部に基底磯岩ととれにともなう砂岩をもっているだけである。この基

底磯岩層は傑岩を含む砂岩層で粗粒叉;工中粒，海禄石を多量に含むを特徴とす

る。砂岩層は叉稀に頁岩帯の中にも見受けるとともあるが連続性 iこ乏しい。-'1=(

層の大部分を市める頁岩層は均質椴松な粘土質で層理の不明瞭なものが多く，

新鮮友ものは帯青暗灰色であるが風化したものは灰色，白色，赤褐色等陪々の

戸
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色を呈する。無数の層理が縦横に走っているため野外ではその走向，傾斜の測

定に困惑するととが多い。との頁岩層中には板状或は団球状の泥灰岩団塊が多

獄含まれ，その中心には動物化石，佳化木，黄鉄鉱粒，白鉄鉱粒，玄能石等が

核として入っているととが多い。

玄能石も亦本層の特徴であって種々の形をするものがあり，単斜晶系，プミ万

晶系の双晶叉は星型を呈するものもある。玄能石は本層中の特定の層準に産出

するので，幌内層の分帯に当って玄能石帯として有効た指示層と仕る。

本層の産出する介化石は極めて多数にのぼ、り，その研究も亦多くの文献が既
告舎

に発表されているが，夕張地域で採集されて発表されたものの内主左ものを記

載する。

AeilapieturataYOK.

A. kushiroensisN.& H.

NuculananagaoiTAKEDA(.M.S.)

N. hokkaidoensisTAKEDA(M.S.)

YoldathraciaeformisSτOTER

Y. scaphaYOK.

Y. laudabilisYOK.

Y wataseiKANEHARA

Y efr.sagitariaYOK.

Y. sobr ・ina TAKEDAeM.S.)

Y. ovataTAKEDA(島 1. S.)

Malletiaporonaiea(YOK.)

ThyasiranipponieaY.& N.

LucinaporonaiensisYOK.

MacomaasagaiensisMAK.

M. efr ・. sejugata(YOK.')

骨 高尾彰千 “石狩炭田(特に夕張炭田)に於ける幌内層の居序と地質構造に関する研

究"に上る。
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Clinocardiumefr.shinjiensc(YOK.)

VenericardiaakagiiKANEHARA

Vｷ ellipticaTAKEDA(此1. S.)

V. ezoensisTAKEDAeM.S.)

V. tokudaiTAKEDA(M.S.)

Liocymaterrena(YOK.)?

TapesezoensisYOK.

PropeamusiumporonaiensisTAK.eM.S.)

Volsellasp.

SolemyatokunagaiYOK.

Periplomabesshoensis(YOK.)

Limasp.efr.goliathSow.

Epitoniumsp.

Crepidulasp.

Naticasp.dr.ja, n thostomaKURODAetHABE

TurritellaporonaiensisTAK.(孔 1. S.)

Mangi1asp.'?

ColumbeIIasp.?

Trochocerithium，九 radanum (YOK.)

AncistrolepisjaponicusTAK.eM.S.)

NeptuneaezoanaTAK(孔 1. S.)

Triton?sp.

Colusasagaiensis 民1AK.

NeosephaeaantiguiorTAK.eM.S.)

CylichnamuItistriataTAK.(M.S.)

Denta1iumashiyaensisNAGAO

D. intermediaTAK.(M.S.)

Scalasp.
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PartuniteshexagonalisNAGAO

Calli ョnassθ 一 muratai NAGAO

C. elongatodigitataNAGAO

Linthiadr.praenipponicaNAGAO

Aturiasp.

Bathyactiasp.

Carchar ・odon megalodonCHARL?

Simplecoral

Fishscθ Ie.

本層 ~r の有子し虫の化石の研究も亦横山博士の研究に初全j) ，共後村田析叉最

近は浅野清の研究があり，最近は有孔虫による幌内層の分帯が北炭，三菱等に

よって取上げられでいる。

次に前記高尾彰平による夕張地域の有孔虫化石を記載する。

FrondiculariascalopendraliaYOK.

BuliminaezoensisYOK.

BoIivinacllpelectel1aYOK.

Plectofrondiculariasp.

Cyc1amminapacificaBECK.

BathysiphoneocenicaCUSHMAN& HANZAWA

Nodosariasp.

Elphidiumsp.

Ammodiscussp.

Daphnogenesp.(?)

Algae(ZosteramarinaL.?)

本図幅内 lこ分布する少くとも 500m 以上の厚さを有する幌内層の構造を推定

することはその下位に潜在する石狩統の構造を知るととになるので，北炭，三

62) 横山叉弐郎前出( 1)

63) 村目析 j版文献昭和 4 年
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菱ο各地質学者等がこの問題と取組んで真剣な研究を続けている。それには先

づ幌内屑の令帯~知らねば、ならないのであるが，普通の方法では全屑殆んど均

質で無層理 iこ近い幌内層の分帯は非常に困難で、ある。そとで現在各社で行って

いる方法は岩質的な分類に産白化石の配合を組合せたり，叉玄能石の様な特殊

な指示層を追求する等と云う方法で以て或程度成功を修めている。

とれ等のものの内最近発表された前記高尾彰平時士の研究は極めて重要なも

のであり且つ詳細者三極めたその内容は本地域。幌内層研究者にとって非常た助

けとなる D

筆者等ば本説明書に於てその詳細を記載するととを省略し，単にその分帯と

簡単な紹介的説明に止めたいと思う。

美流渡真布万字方面

1. 基底海静石砂胃頁岩幣

1- 数米，暗静色砂官頁岩を主体とし時に頁岩のこともある。

2 ・ 第~ (Yoldia) 化石借

幌内官主主底力、ら 90m 上位附近

3. 第三 (Yoldia) 化石棺

第・得より 20m 位上部，層厚:，t.~ 14mo

4. (YoJdia, Venericardia) 共存化石若手

!院内腎基底から 190m 位上部，尉厚約 30m o

5. (Acila, Venericardia) 共存化石帯

幌内層基底から約 290m 上位，暦厚約 10m a

6. (Acila, Venericardia) 共存化石帯

西原沢流域に分布する。

本地域の鉄橋ノ沢では玄能，百による分帯が可能であって，之によって摺曲運

動が解明されている。

エ股，清水運，昆谷地方面

し !院内層基盤海緑石砂岩帯 3-6m

砂岩を主体として，小探岩を混在する。

2. 下部!院内層(海結石富有帯) 120-180m

暗友色頁岩層で時に粗粒のこともある。

3. 泥友岩胃頁岩厨(叉は富化石常) +300m

褐色叉は茨白色頁岩層，泥 1k. 岩層を多数扶有する。
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4. 砂賀頁岩層〈中部 1院内層) 400,n

友掲色，涙菅物が多い。

5. 火山 1足首頁岩腎平均 240m

軟質，火山友暦を狭む。

6. 含海緑石軟質頁岩唐土 45m

清水運，遠幌加捌川涜域

1. 基底海緑石帯 5-20m

暗茨色乃至暗黒色の砂岩;情。

2・頁岩帯 20-50m

陪茨乃至は暗黒色の頁岩。

3. 団球帯 25-45m

略10枚の泥友岩腎を狭む。頁岩は暗友色。

5. 化石特 30-80m

泥岩質頁岩

蓮幌深部地域

1. A 帯 (Basal fossilrarezone) 20-115m

2. B 帯 (Venericardia zone) 20-30m

3. C 帯 (Acila ， Venericardiazone) lOO-120m

4. D 借約120m

Callianassamuratai を含む。

持約 70mE

Macomaasagaiensis を多産する。

長

更に三菱犬夕張方面では犬西弘による Faunal Zone の分帯がある c 即ち

5.

58m 化石に乏しし、。

48m Venericardia, Acila, Trochocerithium を多産する。

99m Leda 多く Callianassa と共存する。

1O-15m, Macoma を多産する 0

50m 介化石， Callianassa あり。

85m 化石を散点 Lima ， Linthia, FrondiculariaCoral ，あり。

185m N中tunea ， Frondicu1aria あり。

大夕張地域の南部，夕張川|附近の幌内層は細野実によって分帯されているが

上記大西 ο分J23 と大体同様である。

得

帯

得

得

桔

帯

帯

2

3

4

戸
〉

/
O

円
t
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第
第
第
第
第
第

昭和26年度北海道炭礎技術会地宮部会で発表。

64) 細克実 前出 (15)
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以ーと本地域内のi院内層の概略を述べたが本屑の標式地は1院内，幾・春別方面で

全層 f亨は 1000"， 1300m である。本地域は幌内層の東縁の末端部に近く，その

層厚もった夕張附近では 500m 内外，それより西方に厚く号、る様である。

eii) 新第三紀層

板桓還暦群

本層はペンケモユーベロ滝ノ沢の支流:阪桓沢に露出する磯岩，砂岩，頁岩よ

りなる泉層で，東 I)耳両 t~fj は断層で中 't;.~ 蝦夷層群と接する。

昭和 27 年根本隆文によって調杏されて，指ノ土層準 iこ対上とされている不 I冒の

層序は次の如くである。

上位より (l) 扶炭削指，傑岩居 30m 土

(Z) 含介化石頁岩層 100m 土

(3) 合海緑石瞭岩，頁岩 7王唐 50 市土

(4) 基底際岩層 20m 土

基底~岩層は東西 [ill] 側に露出し，西側のものは N25°EjSE80° を示し N30E ，

方向の断層で以て中部蝦夷層群の MYG と援し礁はヂヤート，片岩類，頁岩，蛇

紋岩 ο円信長径 2"'5cm 大のものを合み汚 J最初色で堅硬である。東側のものは

N80Ejvert で同質ではあるが礁のーたきさは庁側のものより梢大きい様である。

本層は南北に延び、た両端部の南端に去で延び，数多の断層で切断されてはのる

が中央部には土佐の頁岩層が露出し，略一つの向斜構法を正るもの正推定され

る。 北端部は断層のため一般走向の判定が困咋た程擾吉しを引ナた暗灰色fJI岩が

露出している。その上位の合海域石磯岩，頁岩層は.~岩中あるいは際岩層 ο謬

結物中に多量の海禄石を含んでる。機岩層は基底If~岩よりも礁が小さい。

MaIIetiasp. 及び、 Lima sp. が報ぜられている。含介化石頁岩層は下部 iこは多

量の海禄石が官集し，頁岩は暗灰色でー→見 fP-晃内頁岩をわせるが，より硬買で

ピンピンした感じである。化石としては Ma I1 etia sp.TrochocerithiumSp.

Venericardiasp.Acilasp.Sharkteeth ，魚鱗等が報ぜられている。最上位

のう lミ炭??日は r~ 岩，縞状砂岩，細礁頁岩より紅り，長と古:~に近〈炭層を挟んで Iρ

65) 根本怪文 前ill (18)
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る。炭層は 60cm十9em で中盤として 53cm 内外の砂岩があり，炭質もあまり

良好でない。

以上述べた様にとの掩の上屑準の爽炭層は経済的には大して僻値のないもの

であるが，との存在は本地域の地史に大きな意義をあたえるものである。即ち

現在占冠，石狩金山方面に分布する i司層準の央炭層がとの地域にも嘗ては沈積

した事た示し，誌の上j層の分布は予想より遺志汁こ広ν、ものに怠る。とれと i司層

控と推定される地層は地域北部の日陰沢支流98班沢の上流で、 N400EjSE60° を

長

示す富問砂岩層を不整合に被覆して見られる。との地点では尽さ約 13m の際

附図 8 日陰濯支流98班濯で書調砂岩層を被覆する根桓濯層の基底際岩

十 1.5m 堅碩I喋岩

60cm 円操を混ずる暗友色頁岩

堅碩~襲岩 2m

陪友色頁岩 2m

N65WjSW45，友緑色頁岩，薄い茨質物をもっ 2m

2 堅碩際岩 p(~bble は径 2-5cmのもの多L
m 頁岩，砂岩，陸岩，粘板岩，チャートのP3操を含'L~

2m 柏脆弱な機岩暦

2m茨緑色頁岩，小円傑を混ずる。基底部は透水で・以て
汚染されて赤褐色を呈する

ド整合

N400EjSE60。の砂岩，富問砂岩 LYl

岩と頁岩の互層部が N65°WjSW45° で露出し，磯岩層に挟全れた灰緑色頁岩

中に炭質部がある。との磯岩層のあるものは割合に軟弱で、あるので，板桓沢の

ものとやや異る様ではあるが，とれ白休がかたりの傾動を示しているとと/えぴ

炭質的に類似しているととからとれも板桓沢層群の基底部の一部と考える。叉

本地域南部の白金沢，カネオペツ沢調査の際その上流の二股附近で，由来不明

の汚緑褐色の磯岩層の転石を度々見たが，とれ等も恐らく既に削剥されl乏した

本層の遺物であるうと:考える。

告添附図 6 参照
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(5)第四系

(i)洪積層

(イ)高位際層

本地域北東部の98班沢北側の特異在低平地帯の地表には一面に礁が散点して

いる区域がある。露白面積止してはかえ工りの広さをもち薄く地表を倣っている

との醸層は高度標高 600m 内外で，斎藤林次のいわゆる Fanglomerate がとれ

である。との醸層の下位には下部蝦夷層群の LYJ ， LY2 , LY4 及び、中部蝦夷層

群の MYl' MY2 があって，明かにとれ等を被積したものであるが，とれを現

在の河川の段丘と l可じ生或と見倣すととは出来ない。とれと同じと目されるも

のはベンケモユーベロ上流の空知続の分布区域に入‘った二股の左沢の入口にも

存在する。とのものは僅少紅分布ではあるが，との同ヒ様な磯層にiJj-近砂金を

とった跡があって合金砂機岩と認められる。厚さは 2~4m である。とれ等の

繰層は一種の高位磯層の名残りではあるが，日高山地の氷河による傑層とは高

度の点と E礁を合去ない点で同定的来危い。礁は~知統のもの蝦夷層群のもの

叉は変成岩類や蛇紋岩の円礁で、径 5~lOCIrのものが多い。とれの成因にうい

ては Fanglomerat8 (扇状地磯)というえ立を踏襲して今仮に高位機層止して置

(ロ)段正確層

夕張川及び、その支流の主夕張Ti l のベンケモユ{ベロ JII，白金沢，諸之沢等に

は現在の河床より 20m 位高い所に磯，粘土，砂層からなる段丘際層が発達す

る。この華客層は現在殆んどとわされて Uて，古いものは断片的 iこしか見られ友

いが，明占斗に 3 段の傑層が識別される所がある。最下位のものは厚さ 5---8m ，

中位のものはそれより 15--20m 上，最上位のものは更にその上 20m 内外の所

にある D この最上位の段庄は殆んどとわされていて，現在見られる場所は主夕

張!I I埠で 3 ヶ月 IT 断続的にあるにすぎない。

とれ等 3 段の段丘磯層はいつ、れも合金砂磯層で、あって，嘗て稼行された所も

あるが低品位のため放棄さ札ている。

66) 宵藤林弐 前出(1 1)
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(ii)沖積層

(i) 現河床堆積物

現河床の砂磯であって砂金，砂白金の稼行の対象となり，との川筋は殆んど

全部が砂鉱区として登録されている。

(ii) 火山茨

木地域内致る日Ifに地表 2--5m の翠さで火山灰が足られる。との火山灰は常

識的にはその原因を西に求めなければ、ならないであろう。

(6)蛇紋岩

夕張岳変成岩類地域には，蛇紋岩が広く分布している。それは企もに白金沢

からカネオペツ沢涜域にかけた図幅の東南隅小ら，さらに図幅外に拡がる大き

な岩体となってみられるほか，夕張岳附近に変.~岩類とくみあって，複雑な形

で分布している。この蛇紋岩と変.~岩類の分布の仕方は，地形によってある程

度しると止ができる。蛇紋岩は， 7f投 iこ低いなだらかな山をなし，変成岩類は

それに対して高く吃立し，それらの問にはっきりと不連続な地形がみとめられ

る。ととの大きな蛇紋岩体は，千申居古語帝の蛇紋岩の中では，上江丹別図隔に

みられる鷹泊蛇紋岩体と比せられる程，広範な拡りをみせる。しかしこの岩体

のいるいろな性茸は，隣接図ru届の調査も共に行なは友ければ充分に明らかIこさ

オl1;tい事がある。

との蛇紋岩は，白望氾層をつらぬくと止なく，それとは筒上断層包接してい

る。その断層の間;こは，多くの場合巾の狭いものながら，輝禄岩や珪岩類の庄

砕されたものをはさんでいる。

との蛇紋岩は，一般に粘土化がひどく，大半の露出は地溺れとなっている。

多くの蛇紋岩の破砕片をもったものがよくみられるほか，まれに固い塊4えの節

理系をよくみせるものがある。ときにいちじるしい方向停をみせたり，断層磯

様に破砕された地帯がみとめられる。

とれらのほとんどは，完全に蛇紋岩化され，原岩がなんであったかよくわか

ら在いが，わやかに残されている原岩の構造から，輝石撤撹岩質のものであっ

たのぜはたいかと止もはれる。然し一部には，輝禄岩から変ったものがあると
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とはまえにのべた。またカネオベツ沢.の蛇紋岩休中で，多くの角閃岩の転石を

みた。とれは黒色のやや粗粒友光沢のある岩石で，鏡下でみれば，初色角閃石

が仲長方向をそろえてたらぴ，その中にモザイク状の輝石と，まはりが蛇紋石

化した撤撹石とが散在する。

との蛇紋岩体の特徴のひとつに，優白岩)JJRがほとんどみられないことがあげ

られる。ただ白金沢でー箇所，それの風化したようなものがみられたが，どの

よう伝ものか，たしかめるととはできなかった。

蛇紋岩の岩質

との蛇紋岩は，やや緑がかった黒色の紘密な岩石であるが，青緑色の肌をみ

せる粘土化されたものや，脂感をもったものかと，いるいろの外観をみせてい

る。茶褐色 iこ風化した面では，輝石の絹布石化したものとゐもわれる粒がはっ

きりとみられる。粘土化したものには，網状の細b-iiiJi石綿服や硬蛇紋石版がみ

とめられるのが普通である。白金沢の石綿山とよばれている地崩れ箇所では，

との服がと〈に多い。粘土化のひどい地域に温石綿が多いようにも jなもわれる

が，巾広い~iKはみられなかった。

鏡下の観察では，全部が蛇紋石化され，はっきりした浅晶はみられない。ほ

とんど温板石でしめられ，その中に絹布石が，残品の構造をみせて散在日する。

たいてい撒撹石の仮像とゐもわれる径 1--- 2mm(，'らいの粒状の粧品にみたさ

れた中に，その間をうめた形で，輝石の{反像がみとめられる構造をしている。

粘土化したものには，巾 O.3rnm ぐらいの温石綿旅がみられ，その脈の中に，

温石綿の繊維の方向にほそなかくのび、た鉄鉱が多くみとめられる。ときに塊状

のクローム鉄鉱が散在する。

B t也質構造

本地域の地質構造を大別して

(1) 東側山地の前岳筒上及び、夕張岳.筒上

(2) 上中下蝦夷層群の南北性単斜逆転構造とこれ等を切る断層群

。) 主夕張川西側の石狩統，幌内層上に推被せている中生代層の推被せ構造
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性) 石狩1英国東縁部の原地構造

とする。

(1) 東側山地前岳及び夕張岳衝上

本地域東側山岳地帯には，夕張岳変5JG岩数を昼知統の上に街上せしめている

前岳街上断層と，その西側に夕張岳筒土地塊十逆転宰知続を蝦夷層群上に筒土

せしめている夕張岳筒た断層の二つのぬ.著な街上断層がある。その形は南北

性を長軸とする中央部が西に張出した半円形をなし，その筒上面はしγ村1 も東

に傾斜している。この両筒上断層の内，その面がはっきりと確認陥来るのは夕

張岳筒上断層で，既に述ぺた白金沢上流に於てである。ととでは附図 7 に示す

様に NSjW50° の中部蝦夷層群 MY4 の暗灰色砂質頁岩とさき知層群の灰褐色チ

ャートとが N400W/NEう0° の街上断層を以て接し，との断層面に沿って厚さ

5cm余の砂状物がある。とのチャートと，蛇紋岩粘土との聞は前岳筒上断層の

南延長部であるが，走向は NEI0° 寸傾斜は判然としないが，た体東向きと観

察される様である。

附図 7 白金運上流の前岳衝上童話層と夕張岳衝上断層

① NSjWS50° 暗茨色砂買頁岩 MY4

薄い泥茨岩をレンズ状に挟み Inoceramus sp・を産する。

② 夕張岳街上断層に附L、ている砂状物質

③空知居群，友緑色チャート

④蛇紋岩粘土，蛇紋岩の角擦を含む。

前岳街上断層 N400WjNE60。 夕張岳街上断層 NIOOE 方向

/
O
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との両断層のあり方をよく見ると，明かに夕張岳街上断層が前岳街上断層を

切って去り，後期に出現したものであるととがわかる。即ち逆転した空知居詳

の上に夕張岳変成岩類が筒上し，更に其後との~知層群+街上変成岩類がささ知

層群，蝦夷層群と共に整然と逆転の型で排列しているものの上に筒ーとして来て

いるのである。 即ち前岳街上斯層子起さしめた運動が一→番古く，次に地層の逆

転構造，故後に夕張岳筒土断層というIi震になり，最後の夕張岳筒上断層の時代

*は，いわゆる後川端地変と考えて差支え友い様である。

変成岩類の中では，その片理方向は筒上断層面と略平行し，とれに遊入して

いる蛇紋岩の方向も亦略とれと一致する。変成岩類の中に発達する断層も亦と

れと平行しているものが多く，二つの筒土断層に狭まれている昼知・層群の一般

走向，との中の断層も皆南北佐に?互の。との空知層群自体は不完全ではあるが

1 向斜&.ぴ 1 背斜が認められるが，全体的に見て下部の Sr3 が上部の Sr4 のーと

位にあってとの層序が逆転している。向前岳但I上断層は添附図の様に白金沢で、

の断層面は比較的急角度であるが，日陰沢本涜あるいは滝の沢上涜での昼知統

との接触郊の地形から見て，夕張岳街上と大差のない角度で‘のし上げているも

のと考えられる。

(2) 蝦夷層群中の逆関車斜構造及び断層群

夕張岳変成岩類及び空知層群の西側に発達する白望記屑は，略南北の走向を

とって東 I~こ傾斜しながら西に順次新らしいものが露出している逆転単斜構涜を

とる。傾斜の角度は殆ん ζ 60° 以 Eの急角度で、あって 70 ，....， 80° のものが多 ο 。

但し地域北部の中央上部蝦夷層群は盤ノ沢街上断層の東側で，略南北に近い軸

をもっ背斜，背斜を反覆し傾斜角度は 20 ，....， 40° に低下する。叉南部の白金沢，

カネオペツ沢では僅かながら中部蝦夷層群中に背斜侍造が認められる。即ち本

地域の白望妃層の分布を見ると，中央梢南部のペンケモユーベロ川，磯次郎沢

附近が略南北の方向に排列し，それから北方及び南方に夫々 夕張岳街土断層と

並行する様な方向に次第に廻ってくるば、かりでなく，北部では著るし\{， '/皮状沼

曲による UY2 の反覆があり，北に連なる幾春別，図 l幅内に至って更に広い範間

長矢部長兎の Epi-Kawabata Orogeny
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に亘って略南北性の上部蝦夷層群の波状稽曲が見られる。との北部の波状稽曲

地帯の東側には，後述する西原沢筒土地塊を構成する函淵層群が石狩続十幌内

層の上に筒上(西原沢筒上断層)し，更にその上に UJらが筒土(盤の沢街土)

する。この蝦夷層群の逆転構造は既に述べた様に，後川端明の夕張岳筒と断層

によってのし hげられている空知統自体が逆-転しているととから，後ハ l端期以

前i二起されたものと考えざるを得ないのである。

叉一方荷之との層準に比せられる板桓沢層群は，南北法の断層に切断されて

転位してはいるが，それ自体一つの向斜構造をとってとの逆転運動には巻込全

れてはいない。

蝦夷層群を切る断層の主なものは何れも南北性に近く，前記夕張岳街上断層

に略並行した様な方向をとり，これ等の断層の中には東傾斜の 50"'60° の逆転

層が可なり存在する。叉地質図には記入しなかったが， 20° 内外のj寝間斜をも

っ断層が MY8 の分布地域の詑の沢流域によく見られるが，とういう緩傾斜の

断層は兵後の急角度断層に切られて追跡出来ないものが多い。

(3) 主夕張川西側の推被せ構這

本構造は曾て矢部博士指導のもとに，今井博士の卓越した調杏によってその

構造反び\冒序が明かにされて斯界乞誇ろかせたものであり，大夕張根無地塊の

発見はこの調査の大きな功積であった。共後長尾博士指導の斎藤林次の調査に

ょうて丸山根無地塊が発見され，更にその後大立目謙一郎によってとれ等の構

造が精査された。との構造を(i)西原沢筒上地塊， (ii) 大夕張・根無地塊 ， (iii)

丸山根無地塊とする。

(i) 西原津倍上地塊

現 iこ地質各論の頃で、述ぺた通り，本地域北部には西原沢 f毛LE:断層によって石

狩涜十院内層の上に伺上してりる西原沢街上地塊がある。との地塊は東側を更

に盤ノ沢筒上断層で・以て上部蝦夷層群によって筒上されている。本地塊は函淵

67) 今井宇夫郎 前出( 4)

68) 荷藤林夫 前出(10)

69) 大立目謙. t!IS 前日\ (11)
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層群で構5xされ，南に向った一つの向心構造をとり，外側には下部層が分布し

漸次内側iこ上部層を露出する。

西原沢f雪上断層は略平行した 3 条の筒上断l習からなり，東のもの力、ら夫々西

に向って筒上している。従って函淵下層群中二ルソエヤ層の宍炭部の露、頭は反

廃して露仕l している。との筒上断層は西原沢東側山腹で、の観察で、は，西に20-­

25° の詩情斜で，幌内層あるいは石狩杭・の上 iこ推被せで去り， 3 条の断層の傾

斜角も略同じである。

(iiJ 大夕張根無地塊図

既 iこ述べた通り，本地塊は矢部，今井岡博士によって発見されたもので，と

の三つの推被せ構造の内図淵層群の上にと部蝦夷層群が乗ってる逆構造で，他

の二つの構造と異なるととが問題とされていたものである。とれについても既

に記載した通り，矢部博士の御教示と三菱大夕張鉱業 Yfr の切割訴 j杏iこよって次

に述べる僚に，大きく 2 回の捨被せ構造 lこ令けて考えるととによってとれを逆

構造と解する必要がなくなった。 ~P ち

第一回の推被せ運動

第一回の推被せ構造は二つに分 Jナられる。最初のものは石狩続及び幌内層の

逆転推被せであって，附図第 8 に示す様に逆転 i院内と/I買層 i幌内が相接している

附図 8 大夕張根無地塊慨念図

Uyz ……上部蝦夷層群

Hk ……函淵層群

Yc ……夕張爽炭暦

Hs …… l協力日別頁岩暦

Ph(N)···1 院内層 (II買層部)

Ph(R)· ・・|院内唐(通層部)
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所に構造線を推定した。次のものは逆転した関淵層群の推被せで、あって，との

込ってきた地塊はすぐ東に分布している逆転函淵層群ら由来したものであろ

う。

第=回の推被せ運動

とれは上部蝦夷層群の筒上であって，大きな主地塊の他に西に乗っかかって

いる函淵層群の上に小地塊の筒上 UY2 を残している口

以上述べた様に本根無地塊が小さく分けて 3 回，大きく別けて 2 回の推被せ

運動によって構戒されたものと解釈するととによって，との区域の控被せ構造

がl可じ様友メカニズムによって造られたものと考えるととが出来る。とれ等の

反覆した同じ様な推被せ運動の存在は，西原沢筒上地塊の中に向じ方向の筒上

断層が少くとも三つあることによっても裏附けられる D

(iii) 丸山根無地塊

夕張地区と大夕張地区との分水界を構成する標高 875m の丸山は周辺に僅か

たi: UY'.!を附随した図浪Ij層群が石狩続及び!院内層の上に根無地塊として衝として

いるもので，西原沢筒上地塊と同様なIf民層構造である。

函淵層群は侵齢、に強い抵抗を示して台地の様庁、形で、残り，周囲は断崖になっ

ている。 UY2 は本地の東西両側に附随して，地塊自体が南北の軸を持つ一つの

向斜構造をとる。叉との筒上面も東側は西に 10--40° ，西側は東 IVこ 10--20° 傾斜

して中生層自体の構造と略相似た構造を示して ωる。本地塊はその排列の位置

から見て，西原沢筒土地塊からの「絞り臼し」と考えられる。

(4) 石狩炭田東綾部の原地構法

本構造は上記の(3)推被せ構造の下に敷かれた石狩統及び、幌内履の過程曲構造

であって，本地域はその東縁部に当る。本地域に於ては石狩統及び、l院内層の構

造を知るととは採炭上非常な重要性を占める問題であるので，北炭及び三菱の

地質技術者が試錐，地表調杏，切割調査等によって鋭意研究中である。北炭鉱

区内のものについては既に述べた高尾彰平，大立目謙一郎両博士の研究があり

三菱鉱区については目下大西技師によって発表の準備中であるので，本報告に

於てはとれについては略述するに止める。
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本地域北部はiハわゆる鉄橋の沢~曲地帯であって，東側は略北西一南東の軸

を持つ西に倒れた等f頃背斜及び、|可斜があり，漸次東に行( ~こ従って南北性;こ近

い北西ーー南東の正常背斜，向斜を反覆し一部は西原沢筒上地塊の下に隠れる。

その南の万字炭田及び、二見沢東方地区は，東に緩斜する石狩層群の単;斜構造

があり，とれを被覆する幌内層は西に倒れた 2 向斜， 1 背斜構造をとり，その

東部の等傾向斜部は西原沢筒上地塊の下に潜る。西原沢筒土地塊と大夕張根無

地塊の間には極めて複雑辰沼曲及び、断層による石狩精及び、幌内層の露白があり

何れも西に倒れた等間背斜，向斜がi@l習曲の結果その一部が破壊された形体と

解釈される。丸山腹無地塊を中心とするその下の第三紀層の構造も亦同様な西

に倒れた等傾稽曲であって，丸山根無地塊の下の構造は試錐によって或程度曜

認されている。

その南の夕張川北母の構造はとれらの稽曲に加えて，東西性iこ近い北西一高

東の数多の断層によって切断転位せられ，これらの諸断層は殆と・逆断層で、あっ

て，あるものは筒上断層となって現われている。

即ち本地域の第三組層の主要構造の方向は，東では略南北に近く西に向って

漸次北西方に曲ってきて去り，との構造の原因とたた横圧力が東方あるいは北

東から来たものであるととを示して去し本地域の一般構造と一致している。

C 地史

本地域の地史を述ぺるに当って，先づ取上げなければ、ならない問題は，夕張

岳変戎岩類の組成とその地質時代である。夕張岳変D長岩類は玩iこ地質各論iこ於

て述べた様に，輝緑凝灰岩，輝緑岩，粘佼岩を主体とする岩体がきわめて低い

動力変質作用をうけて変成されたものや，とれに見掛上は高い変成度をうけた

かの様に見える石英片岩類からなるもので，広い意味の神居古語変戎岩類の中

に含まれるものである。神居古j草変fJ~岩類の地質時代に関しては，現在は従来

云われていた様な古ω ものは、かりでは無いと云うととが漸次実証されて来て居

るのであるが未だ定設を見ていない。とれには広い意味の神居古湾変.~岩類の

中から確実に若いと立証出来るものを順次取除いて，その原岩の帰属を決定し
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その残ったものについても岩石学的，古生物学的の研究がなされねば、ならな

い。然しながら地域によって変成度が一様でないとの神居古湾変成岩類の研究

は非常に困難であるととは云うまでもないととである。実際筆者等が本図幅の

南東に隣接する占冠村の鵜川流域の赤岩の峡谷を歩いた所では，空知層群とさ

れている岩石の中に夕張岳変成岩類と見掛け上‘は全く同様な岩石の存在すると

とを認めているし，夕張岳変成岩類の中の構店長メンパーとして輝緑凝灰岩が含

まれているので，神居古j草変成が昼知粧の一部を巻込んで、いるととは考えられ

るが，蝦夷層群をもとれに参加させるととには資料が足り在い。

神居古j草変f&岩類について述ぺるに当って，当然とれと関連させなければ、な

らないものは，日高山地を構成する日高帯の諸岩石である。日高変成岩類は混

成岩類主主体とし，その上位に片腕岩体及び、ホーンフヱルスがあって，輝緑凝

灰岩から変5之された様な変成岩が&知統から由夫した変成岩と岩質的に異なる

ととから，神居古湾変戎岩類と同じものとは考えられない。日高系の上限の問

題に調しては，主主知川 i 流域の狩勝峠西方の幾寅で大立目謙一R\Sは室生:日税との問

の整合関係が見られると記しているか，との点については筆者等がさきに指摘

した様に，現地は露出不良で直接関係は不明であり寧ろ断層接触と:考えられ

る。然しながら東から西に漸次新らしいものを露出しているとの地帯の構造か

ら見jて‘~知税が日高変成岩類よりす「らしいものであると考える事が出来る。

との日高帯の研究は現在北大の日高研究グループの人々の熱心な探求があり，

叉一方筆者等は橋本亘と共に今後も&知統の研究を続けて行くつもりであるの

で，近い将来にはもっと進展した結果をつかむことが出来るであろう。然した

がら少くとも本地域に関する限りでは，夕張岳変成岩類が殆と・変成をうけでな

い空知f売の中，上部の上に街上して来て，台り，両者の直接関係は不明であるの

で，神居古j草変成岩類については今後の研究にゆづり，今回はとれでとどめた

いと思ろ。

ささ知統に関しては従来北海道の各方面で別個の研究があり，その分市地域も

北は北見中頓別の北西方イソサンヌプリ山附近から，南は様似東方の冬島附近

70) 大立目謙一郎前出 (28)
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に全で、.it海道の中央地帯iこ点々として連なって分布しているが，最近橋本亘に

よる統合的な研究があって-非常に明瞭にたって来ている。

ZS知統自体本は海蛇水母類や15灰藻及び珊瑚等を含む石灰石が比較的上位に

あり，叉そのチャートが多くの放散虫を含むことから，大部?がj近.~層とされ

その下部は輝緑岩の噴白物層を主体とする火戎活動堆積層が多ω。とのととか

ら海底火山による堆漬物でないかとも云われている。

本地域の空知統は既に述べた様に，主体は街上地塊としてそれより若l，(， till層

の上に乗って来てりる一方， ~京地情:j主としての窓生:日続最上部の Srj が壊夷層群

の基底と整合関係 lこ露出している。との筒と地塊の空知統は路中部iこj互い Sri!

及て);.' Sr4 に概当するもので，空知統のma-中部に近い層準と考えられる。

空会日/読の地史は本層と神居-古j草変店主岩類との調係がはっきりしないが，橋本

亘はそれについて極めて卓越した意足を発表しているので，とこでその大要を

記するととにする。

さき知統のfft漬時期は恐らく中生代の中頃，或はそれより稿早く基性火山活動

(大部分は海底)として初去り，とれに多少γ)1.-カリ岩的な益性火山活動 iこも

とやく枕状熔岩等の厚いi1lt出物がヂヤートを伴って，いわゆる地向斜的活動;こ

入った。 イ示羅紀の中頃にはとの南北に延び、た地向斜を東西に 2 令する様な隆起

があり，共後はこの隆起の東西両側はその堆積状態が稿、異っている様で，東の

ものは卜勝国豊頃や北尾国常呂の空知統となり，四のものは蝦夷地向斜として

発達して本図幅に関係のある蝦夷山系の西に沿って珪質岩類を主とする堆積層

を沈積した。勿論との初期;こは空知続中のとの層準に輝緑凝灰岩層のあるとと

から下部と同様な火山活動があり，とれに伴って石fJ(~長，蘇虫類及び、珊瑚等を

含む石灰石を沈積し放散虫は入っているが，それ程深海性のものでないととを

推測せしめる。ついでその海は堆積物の陸源材料を漸次増加して浅くなり，陸

地の上昇が拡大されて蝦夷層群基底の富問砂岩層の堆積となった。

71)橋本豆 前出 (31)

72) 橋本豆 北海道中生界の堆債と変形昭 29. 3. CM.S)
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蝦夷層群の堆積状態，古生物学的観察及び発達史に関しては松本達郎，橋本

豆及び、竹田秀蔵，橋本亘等の研究及び、その発表があり一段と明細の度を加え

た。今これ等の人々の意昆jの大要と筆者等の本地域に於ける観察から導き恒さ

れた意昆を記するととにする。

前記富問砂岩の堆積は時代的に云って領石i止のある時期に当ると者えられ，

その以後再び浸降して砂岩，頁岩の互層を堆積せしめる様な:状態を継続し，そ

の末期iこはウルゴン相の礁石灰岩とされるオルピトリナ石灰岩を沈積せしめ

た。との石灰岩ば』烏の巣型のものであるが，化石は梢小型で-あるのは恐らく堆

積環境が変ったことによるものであるう。オルピトリナ石灰岩の堆積後も可な

り厚い砂岩，頁岩の互層が沈積しているととからとう云う状態がしば、らく続い

たものと思われる。次いで起ったものが橋本亘によって提称された中蝦夷地変

と呼ば、れる北海道の全面的上昇運動で，ある地域では相当な削剥作用を受けて

いる。即ち既に地質各論の項でも述べた山部図幅に見られる中部蝦夷層群基底

の不整合で、あって，との時期は宮古世新期と古期の境に当る。但し本地域では

との聞には走向傾斜に変化の友い堆積物が連続しているので，共聞に地層の欠

除があるのかあるいわ叉，上記地変の影響を受けなか-ったものかは今後の研究

に待たれる。

中部蝦夷層群に入ってからの本地域は稿、沈降して厚い泥岩層を堆積せしめ，

との聞に豊富なアンモナイト，イノセラムスを含んでいる。ギリヤーク世に入

ると筆者等の住状図に見られる MY5 より MY9 に至る粗粒部の漸増となって露

われ MY9 即ち佐久砂岩層(筆者等の白金沢砂岩層)に至って最高頂に達する

のである。

次いで浦河海侵より初去る上部蝦夷層群の厚層泥岩の堆積があるが，浦河世

末期に至って地向斜内の堆積物は至る所で粗粒物を増加し，辺富内f止に入れば

全面的に浅くたって，いわゆる函淵砂岩層を堆積し，所によっては稼行可能の

73) 経本達郎 前出 (12)

74) 橋本豆，竹田秀蔵北海道白望系の時代区分及び地史の新解釈石技協誌 XIV 1949

75) 橋本豆 前出( 12)
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石堤を挟有する地層すら存在する。エルソニヤ植物が見られるのもとの層準で

あ I) ， 交チタン分に富んだ砂鉄鉱層も発見された。

以上を以て中世代を終り，ついで新生代石狩枕の土佐積;こ入るのである。新生

代の地史;こ関しては極めて多くの人々の研究があり，これ等の人々によって幾

度か議論がたたかわせられ，今日に至つでも未だ解決を見ない問題も幾多存す

』タ

/;.) 0

白主紀士1t積の終止符を打つ色のとして提称された Epi-CretaceOllS Orogeny

は橋本豆によって後蝦夷地変と呼は、 *1 ，白望紀末立をは第三 1;己の初期に北海道中

軸部を南北に亘って断続的;こ出現する大塊の蛇紋岩の注入を伴った HrJ J: 運動で

あるといわれる。本図幅に於て後川端拐の大規悦 fヱ筒上断層で、ある夕晦岳街土

断層によって切られる前岳街上断層がとれに当るのではないだろうか。叉筆者

等がこれ等の筒上運動の中間と考えたとの地域の逆転構造を起さしめた運動が

どれに関聯するのか，今後調査地域をか;たすることによって明かにされるであ

るろ。とれについては更に後述する。

さて古弟三紀石狩涜の ift 積前 iこ白望妃層の隆起削剥が行なわれた事:は第三紀

層基底に接する白空市己層の層準が方々で異ってーいると云うことによって明かで、

ある。即ち本地域中央部の主夕張川西母の石狩読の基底は函淵層群最 a上位のサ

ヌシユペ砂岩であるが，湖次 1m; こ向って白主主己層は削剥され函淵層群の全部が

な〈なり，上部蝦夷層群ある Uわ更にその下位の中部胸夷層群が石狩統の基盤

を構成するととから，との隆起が目;こ犬きく東に少なかった事が推定されるの

である。

さて次はいよいよ石狩統の堆積に入る。石狩統の基底部である登川 l 夫炭層と

函淵層群との接触百は夕張川函淵の峡谷に於て見られる。とのことは既に地質

各論に於て述ぺた況で、あるが，同層群の接触置は構造的にも岩質的にも殆んど

区別出来ない様な状態にあることから，石狩統の堆積を引起した沈降が極めて

綬漫なもので、あったと考えられる。本地域の登川宍炭層の分布は略万字炭田を

通る東西の線全でであって，それから以北は幌加別頁岩と函淵層群が接し，更

に北の鉄橋の沢に於ては!協力日別頁岩層に加うるに夕張夫炭層をも欠いて石狩統
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の基底は若菜:辺層から初去ってJなり，との沈降が南に早く北に遅れたと云うと

とが推定される。現在l雪原沢街上地塊の南端部に函淵層群と接する石狩続の基

底部は幌加別頁部から初去るのであるが，その東西両側に分布する石狩続iこは

登川夫炭層が存在している。とのことはこの南に押出された様な形になってい

る西原沢筒土地塊の南端部は堆積当時は現在の位置よりもっと北にあった事を

示すものである。

若菜:辺層は本地域の石狩続分布区域のあらゆるか所に於て見んれる唯 4のよ白

層であるが，その下底の耳不整合の問題が最近下河原によって取上げられてい

る c と 1れ1 に関しては現に地質各論の若若.菜辺層の工項貞でで、説明'や許みであるのでで、再び

べる重複を避ける O

羊歯砂岩層は万字鉄橋の沢の奥から丸山を通って北菱鹿島炭噴の辺を通る略

南北に走る線の東側には発達せや，幌内層と直接する石狩統は若菜辺層あるい

わそれ以下の地層である。

かく本地域の石狩統ο堆積状態を見ると，その堆積経過 iこ於て，小さな「プロ

ック」の|年起叉は沈降運動が各所に起i っているととがわかる。

さて以上の様な経過を経て本地域はI院内の海侵を受けるのであるが，ことに

問題となるのが幌内層前で石狩統後と称せられる摺曲運動である。とれ等両者

の傾斜不整合の例としては万字方面や穂別方面が挙げられているが，辺宮内

(現在の富内)方面 G逆倒する白望系を幌内層が直接に被覆するととか大立目

によって指摘されている。とれ等のととからとの幌内前で石狩後と云われる地

変は現在或程度肯定されている様である。

幌内の広い海侵iこ対して本地域では主夕張川西岸全で幌内層の堆積があるが

その東に渡っていないととから，との地域が幌内海の東縁部であった事が推測

出来る。

誌の上層準の板桓沢層群は本地域では僅かに白金滝ノ沢の支慌に小令市を昆

せるだけであるが，白金沢の各所に滝の上基底磯岩の残体主見ること及び、更に

東方夕張岳を隔てて石狩金山及び、占冠地区 iこ点々として本層の分布が見られる

76) 大立目謙一郎前出 (28)
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ととから且ては本・地域A一帯に可なり広い分布を 4 ったものであるととが推測さ

れる c 滝の上層と!院内層とは現在平行不整合と考えられて去り， r院内層が深海

の±H~積層であるに反して一方はモラツセ型の土佐積層を示し宍炭層があり，叉と

れを挟んで Ostre2 ， DentaIiu:n守を含む介化石層があり，浅い海が時には陸

化した事もある様相互示し τいる。

)1\ 端層は本地域では見られないが，との ill端屑堆積後の大きな擾乱作用は本

地域の現在の構造を略決定せしめたもので，った夕張t;~田の等傾f~1凶， 1wj上断層，

t住被構汚等もとの後川端地変の産物と考えられている。

第 41if 応用地質

(1) 砂金及び砂白金

主夕張川(シユーベロ )I i)は古くから知られた砂金及び砂白金の産地であ

る c 古くは石川貞治，犬塚専一両氏の記載は何れも主夕張川上流の砂金担につ

いてである。石川!貞治によれば「ユーパリ金田に砂金と砂白金あり口白金;ヱ分

析。結果白金とイ lJ ドスミンの同種あり，イリドスミンは硬度高く鉱粒稜角を

存し光沢強く玉水に溶解せや，白金は多少7K磨し表面粗jE，光沢弱く，王71'くに

溶解す」とあるつ叉-k塚専ーの記載によれば当時の稼行区域はペンケモユーベ

ロ滝の沢[-:tJfE，主夕張川支流のラウネナィ及び上巻沢と思われる。叉当時の;恨

拠地は夕張川の分岐点即ちシユーベロとベンケモユーベロの合沈点ぐ現在。函

淵附近)にあったらしくととに峠事務所小屋があった旨を記されている。

ユリイタ

筆者等の Wf，l 杢当時は 3""4 組の砂金掘りが簡単な「描流し」と「揺板」をも

って日陰本流とペンケモユーベロ誌の沢ノ沢口から約 2km 上流に入ってい

た p とれ等の言生綜合すると平均月 2 万円位になるとい'っていたので，今もな

骨 占冠村ニニウ地域での観然。

77)石川貞治 北海道庁鉱物調査報文明 29 年 (1896) 3 月

78) 大塚咋一 “北海道夕張及び空知砂金地"地雑胡 31 年 (1898) 5月 10 輯 113 巻
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治相当の砂金，砂白金が浅っているのであろう。実際主夕張川本流及び、その東

から流れとむ:交流は至る所に往時の砂金掘りの跡があり，上l記の砂金掘り達も

との昔しの跡を沢を土ったり下ったりして何回も掘り返している状態である。

ζの主夕張川から出た砂金及び、砂白金の量については信やるに足る資料を得る

事は出来iなかったが，上記大塚専の報台に徴するに，明治31年当時は既に稼行

地としての価値を失っていた様で，それ以後は極めて僅かの人による償々たる

産出が続けられていた模様で、あるの

白金沢に於ける砂白金鉱J末については鈴木醇によれば，白金沢流域の鉱j末は

現河床及び、段丘磯層中にあるが，段丘磯層中のものは殆ど稼行されてない。現

河床中のものは品位は大体坪当りの平均含有量 O.2g で，砂金，砂白金の比率

は 29: 71 である。

共の他ペンケモユーパロ上流の空知統の分布区域に入った一所の二股の友沢の

入口近くにある磯層中の砂金がある。との磯層は厚さ 2 ，.."，， 4m で空知統の硬砂

岩を被い粗いソーテインクoの不充分な磯層で，この高度は海抜 600m位の所で

之 iこ最近砂金を採取した跡があった。その磯層の堆積状況から見て，恐らくは

高位磯層の遺物と思われるので，一種の合金砂磯層と考えられる。

(2)石綿

夕張岳変成岩類の中の 1 メンパーである蛇紋岩中に腔冶される石綿鉱床は白

金沢上流の大二股附近で，蛇紋岩の大きな崖崩れの中にrtJ 5mm 程度の細石綿

脈が縦横に貫ぬいているものがある。調査当時(昭和27年)に可なり注意して

観察したのであるが，質及び、量共に稼行に堪える様なものを見なかった c 叉と

の地域での石綿鉱床の文献も見当らなかった。

(3)石灰石

本地域の石灰石鉱床としては下部蝦夷層群中の Orbitolina 石灰岩があるの

みであるが，苦土の多い Orbitolina 石灰岩は殆んど利用価値はなく，叉日

79) 鈴木醇 北海道の砂白金鉱床北海道地下資源資料第 2号昭25年 6 月

n
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陰沢の最ーと流近〈に存在するので経済的には無価値に等しいの

(生)石炭

石炭は本図幅の応用地質の項目中最大のものであるは、かりでなく，北海道の

炭田の中でも原料炭として最重要性をもっ三菱の大夕張炭田及び、北海道炭蹟汽

船の夕張炭田の東部区械がとの中に含まれる。

本図幅の石炭扶有地層としては次の四つの層準がある。

(1)空知統内のもの

(2) 上部白星紀函淵砂岩中のもの

(3) 古第三統居中のもの

(4) 新第三紀滝之上層準のもの

(1) は既に本説明書の地質各論昼知統の項に述べたように，ベンケモユー

パロ樟の沢上流中二段左沢上流のささ知統の graywacke 砂岩層の中に分在す

るもので， j手さ 2-- 2cm のものが数条レンス:状に排列するの石炭は比較的良

質のj歴青炭であるが，方解石版が層面と並行に走り，もとより稼行価値のある

ものではないのとの層準は Sr~ に属し山部図i隔ではとれと|可じ層準である 25線

訳砂岩層中に山丈 30cm ，炭丈 4cm 余のものがある事が記載されている。

(2) は現在本地域北西隅の西原沢街土地塊の函淵砂岩層中の「ニルソニヤ

層」に合去れる炭層で，北海道中でとの層準の炭層としては最良の炭質であっ

て，むしろ異例とさえ考へられる位のものである。

千代田万字鉱山

(l)位置

本図幅の北西端鉄橋の沢上流から南に向う山設地帯で，万字市街地から現場

までは自動車道路があるがあまり良好で在い。

(2) 鉱匡及鉱業擢者

鉱区は合計 6 鉱区で，鉱業権者は東京都港区芝田村町 5 丁目三栄ピル千代田

炭強株式会社である。

(3) 地質概説
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本地域は既に上島宏，細野実，根本隆文による地質調査があり，叉との附近

には発表されてはいないが，三菱鉱業及び、北海道炭噴汽舶の調査がある。

本地域の主要音15は石狩統及び、幌内層のーとに筒上している西原沢簡と地塊であ

って，との地域は僅かの上部菊石層の頁岩部をともなった函淵砂岩層で，との

街土地域は西原沢筒ム断層と略平行した更に 2 条の筒上断層で，地層は反覆露

出する。従って炭層の層準は 2度反覆する ο

第一のものは筒上地塊の山頂に近く，走向略 NS 東に 20"，25° I頃斜し数多の

断層で切断，転位せられて非常に乱されていて，層厚は 40"'100cm で上島，

細野，根本によれば、約 lkm 露頭追跡が出来る由であって，千代田炭噴の穣行

の対称となっているものはとれである n 尚一七記 3氏の報告には上下 2!胃の炭層

を記載されているが，筆者等の確認したものは 1 層で、あった。

第二のものは西原沢上流の右沢にあるもので，北炭万字噴の鉱区内に入る。

との地点では炭層は膨張して1. 2"' 1. 5m となり NIOOE"'NIO つW の走向で

東へ 30° 内外傾斜する。但しとの筒日rr，工未だ稼行されていたい。

ω 炭質及茨量

炭質は既に述ぺた通り一般の商淵層群中の炭としては異例の良賞堤で，特に

粘結性である事が注目される。

湿分%1 紛糾茨分%1瞬間国号Fi 惣li 友色 l骸炭1生時ロリ自燃料出

札 lll 州 12.43 39 ・ 911 45. 161wo| 淡燈 i 粘結 j Moi l.13

(上島，細野，根本による)

其の他千代田炭噴で発熱量だけを札幌通産局に分折依積したものは，発熱量

8 ， 000 を越すものが多数あった c 炭量は上島，細野，根本によれば理論埋蔵量

304 ， 000t ，安全炭量 73 ， 000t ，実収炭量 51 ， 000t と記せられている。

(日 出茨及び努務者

筆者等の調杏当時(昭和 28 年10 月)は労務者 20 名を以て月産 500t の目標を

以て稼行中であった。

80) 細野実 前出( 17)
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iこ属するものは本地域の資源の主体をなすもので，北海道に於ても石(3)

狩炭田中の原料炭は大半との地域から供給されるのである。即ち三茎鉱業大タ

張鉱業所，北海道炭噴汽胞の夕張鉱業中の第一鉱，第二拡の東部地区法水沢鉱

ーと I
ヤイ |
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及び、遠l幌鉱ほとの区域iこ入り，更に北炭の平和鉱業所の東部地区及び

訪?の万字鉱の東部も亦本図胞内に合全れる。共の他の小炭鉱としては北海道炭

蹟株式会社の北夕張炭噴や個人経営の鹿島炭噴や春日炭噴がとの地域内で稼行

しているp とれらの各鉱山の稼行炭層の層準は次の通りである。
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北支鹿島茨

北麦春日茨

北茨夕張鉱業

北茨平和鉱業

北茨万字

三菱大夕張鉱業所

礎(
J 夕張爽炭層

破|

所 1

所/

鉱 夕張央環腎及び登川爽英腎

(1) 位置

夕張炭田の東部大夕張地区にあって，交通は省線清水沢駅から三菱堤噴挟道

で17km，所要時間は約1 時間で到達する。

(2) 沼草

明治39年(1906) 10月 京都合資会社，福山境，滝之沢境(現帝大夕張)

に閥抗。

明l治40年(1907) 7 月 大夕張堤噴会社とれを継承して錦坑，若葉境を閲

坑。

明治44年(1911) 10月

大正 2 年(1913) 6 月

大1£ 5 年(1916) 1 月

大lE15年(1926)

昭和元年(1926)

昭和 2 年(1927) 9 月

昭和 4 年(1929) 5 月

昭和 5 年(1930) 11 月

昭和15年(1940) 10月

昭和22年(1947) 12 月

昭和25年 (1950) 12 月

昭和26年(1951) 12月

昭和27年(1952) 5 月

三菱投資。

北部地区調査。

三菱全操業を継承。

北部開発計画。

南大夕張より現犬夕張全で‘の専用鉄道工事に着手

大夕張通洞坑開撃。

大夕張通洞関連， 6 月鉄道完成送炭。

南部地区操業中止。

大夕張新斜坑工事に着手。

南大夕張錦坑開発。

新斜坑一部貫通。

大夕張，鹿谷間 6 万ボルト受電装置完戎。

排気竪坑閲撃準備工事若手，同 9 月新斜坑第二卸

貫通。
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4.0-5.4m】 ι
}約 20m

1.5-2.0m~
3 不120m

1.5-2.6mJ"'J

開坑以来の出炭高(昭和 28 年 6 月末〉

南大夕張坑 1 ,890 ,512t

大夕張坑 11 , 792 ,461t

合計 13 ,682 ,973t

ω 地質概説

本地域は石狩炭田の東端部で石狩続は下位から登川宍炭層，悦加別頁岩，夕

張宍炭層，若菜辺層，羊歯砂岩層で，それから上〆位の地層は幌内頁岩が以上の

層を被覆して存在し友い。

地層は略南北を軸とする大沼曲によって降起限倒して，いわゆる逆層を形戒

するを特徴とする。断層及び、小摺曲が多く，坑内瓦斯も極めて多量である。主

要稼行地域は犬夕張向斜の西翼If買層部で夕張宍炭層を目的とし，登川夫炭層;ヱ

稼行に価いしたい。採掘可能の炭層は3 層で上層，中層及び、下層と称する。

層厚及び、層間距離は次の通りである。

下暦

中層

上暦

ω 鉱匡及茨量

採掘鉱区28鉱区

総面積5 ， 961 ， 670アール (59k~2)

tiC 月日 理論決:量(千 t) 実 J[£ 茨量(千 t)

大 タ 張 坑 20I,660 15,732

南大夕張坑 239 , 188 ヲ， 756

410 , 848 25 , 488

(5) 茨質，用途及送茨先

水分 210%?|11 附3481.20%07!i 1同定炭素%夜分% 硫黄 %1 発熱酔l
原 茨1.21 I 38.27 I 42.40 18.09 I - I 6 ,880

洗 粉 炭 1.10 I 41.00 I 51.5、戸円U む6.4む〆 円U 峠'1 8 I 8門U門アυ円

用 途 一般用炭及び、原料炭

Gノコq



送 炭 積出港は主として室蘭であるが，清水沢と各港問の距離は

室蘭 135km ，小栂146km，函館317km

販売先は東京及大阪ガス，日鉄釜石及び、輪西

(6)坑内航況

鉱区ο北端夕張川;交流の主夕張川の左母約 319m の地点に坑口があり，通洞

は 1450m で逆層部を縫い，更に2950m でIf買層部をお:ーい， 3050m で炭層下 20

mの岩石を走向に沿って南北に盤下坑道を延長し，とれを基準として水準上に

2 本の入気斜坑と 2 本の排気風道を，水準下に 2 本の運搬斜坑に 2 本の排気風

道卸を掘撃し，現在通洞水準下 -520m の10片坑底坑道と南北から連結してい

る。一方通洞坑外から閲撃した傾斜16° ，距離2000m の新斜坑は10片坑底坑道

と蓮結して本鉱山の摂幹をなすものである。

(り緩 茨

本大夕張鉱の石炭は骸炭眼科として好j直であり，単日未で良質の骸炭を作ると

とが出来るので，大IE 7 年附常事業として南大夕張にピーハイフマ炉25基を設置

し骸炭の製造を始めたが，更に大夕張に昭和 9 年46基， I司 10年40基， 13年44基

を増設して年産50 ， GOOt を産した。叉コークス余熱を利用して昭和13年炉に隣

接して 1500kw タービン 2 基を設置して自家発電を行っている。終戦後出炭の

激減と炉の老朽のため南大夕張炉は閑鈴して専ら大夕張炉のみで操業主続けた

が，昭予1123年その内14基を休止したが，現在再び快復して 130 基操業で年産

30 ， 000t を産出している。製品の品位は次ο通りである。

銘 柄 水分% 揮発分% 固定炭素%友分% 発熱:量 eel 硫黄%

し、 もヲ の 0.60 I.78 85.62 12.00 7 ,010 0.58

上 製 0.60 I.04 84.36 14.00 6 ,820 0.6+

J.llj 製 0.59 1.03 82.56 l ヲ .48 6, 700 0.3

(8) 出茨其の他

昭和 28 年度の出炭は月産平均 4 万t 。

出炭能率は抗内夫 1 人当り月 16t 内外。

一月一

従業員は抗内 3800 ，抗外 1140 0

全韻夫 1 人当り月 lOt· である口



北海這炭鉱株式曾社 北タ鏡業所

(1) 位置

三菱鉱山鉄道の逮1幌駅と南大夕張駅の中間にあって，どちらの駅からも徒歩

で30~子を要する。坑口及び、事務所は夕張川の南母にあって交通及び、運搬は橋梁

と索道による。

(2) 沼草

三菱設業の鉱区内の唯-ーの個人鉱区として長らく存在していたが，昭和20年

築田郡太郎の手に移り，一時水平坑道を設けて稼行したが間もなく休山，共後

23年塚田寅推これを買収して北タ炭噴株式会社を設立し，札幌鉱山株式会社と

合併して以後札幌鉱山株式会社(後社名 ιiじ海道炭噴株式会社と変更〉と称し

て稼行を続けている。

(3) 地質概説

石狩続宍炭層は若菜辺層以下。各層によって構戒され，幌内層はとれを不整

合に被覆する。 地表上に露出するのは若菜辺層と夕張宍炭層で細野実，根本i怪

文の調査によれば若菜辺層は 54m 夕張うた炭層は 69m の層平で擾乱の激しい摺

曲運動を受けている。稼行中の炭層は夕張史炭層中の平安八尺層に該当するも

ので坑内では炭丈 2.8m内外であるが，場所によって著しく変化が多い。但し

六八尺!言及び、ート尺層については現在試錐探鉱中である。

(封鎖区及び茨量

主主区は 1 鉱区採登492，面積は602 ， 000坪，炭量は現在の己rr炭層の変化の多い

ととと過摺曲地帯であるため構造が複雑で、，算定の資料が充分でない。

(5) 表質，用途及選先

水分以茨分科揮発分%[固定炭素!発唱!燃料比ト全財頃茨 色|粘結性

0.33 8.32[ 3;1.46i51.89 間 1.3I 0.35I 鼠 色|膨脹粘結
0.25 2.62I 42.48I 54.65 8260 1.2i0.221 I 茶褐|ゲ

(芦田野，根本の手記による)

81) 細野実，根本隆文前出(1 6)

一月一



用度は原料炭で送先の大半は小樽で，共他雄別，輪西にも送られている。

(6) 坑内

後退式短壁探炭法を行い，払跡パラシで税を以て充填する。

(ヲ) 出茨其の他

最近の月割出炭は次の通りである。

昭和28年 11 月 2, 586t 7 月 2 ,920t

10 月 3,463t 6 月 3 ,684t

9 月 3 ,532t 5 月 4 , 156t

8 月 3, 003t 4 月 3,499t

28年11月末の韻員は蹟内139，抗外77 ，職員40である。

北菱鹿島炭鏡

(1) 位置

夕張川の南常にあって前記北タ炭噴の西隣接鉱区で、北タと!司一層を稼行して

いる。

(2) 鉱業擢者

鉱区はー鉱区で鉱業権者は三菱鉱業で租行権者は戎相叔氏である。

(司地質概説

前記itタと同様の夕張うた炭層の上層即ち平安八尺層を稼行する。

(壬) 表質及び茨量

2.0

水分% 8足分%!揮発分%

1.93 42.04
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北菱春日炭鍍

(1) 位置

パンケホロカユーベロの上流，丸山クリツペの東a側にある。

(2) 鉱業権者

鹿島と同様三菱鉱業のー鉱区を成相叔氏が租行樫者として稼行する。

但)地質概説

周囲を幌内層に囲士れた極めて複雑危構造を呈する石狩統の分布地域であっ

て，石狩統は幌カ日別頁岩層，夕張共層及び若菜辺層から在る。炭層は夕張宍炭

層中の下層，即ち本層を稼行し/草さは 4"""'5m である。

性) 表質及茨量

硫黄分%1 発熱量 cal 骸茨i生状

3.35 51.55 0.38 7870 粘結

炭量は約 30 万 t と推定されている。

(助出茨及従業員

出炭月産 1 ,000t

労務者 30 職 員 5

北海道炭鏡汽舷株式禽枇夕張鏡業所

本図l福内には夕張鉱業所内の 2 坑及び、 3坑の禄行区域が入って来る。管鴇の

都合上清水沢鉱及0.、遠幌拡の状況も併せて述べるととにする。

(1) 位置

夕張炭噴は国鉄夕張駅及び、社線新夕張駅より徒歩 5 ，.....， 20分。遠幌及び、清水沢

鉱は国鉄清水沢駅の近くにあって何れも夕張!I I に沿っている。夕張主主の 2坑及

び 3坑は夕張川の支流シホロカペツ川θ渓聞を占め夕張市街の西北;こ当る。

(2) 沼草

明治 9 年関宿使庁雇ライマン氏 iこよって現に石炭の存在が明かにされていた
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が，明治21年に至って北海道庁技師坂市太郎氏が初めてシホロカペツ流域に現

在の露頭を発見し，明治22年村田堤氏がその一部の試掘許可を得たが，其後北

海道炭韻汽結株式会社の設立に際して全ての鉱区を合併して23年開鉱した。明

治25年12月に至って鉄道が開通し，汽車輸送を開始して今日に至っている。

。)地質概説

当地方は夕張市街地の西方にある鳩の巣山を中心とする一大ドーム構造をと

り，その白望組層の周辺に第三紀層が分布する。

炭層は所謂夕張宍炭層と登川宍炭層とにあるが，登川夫炭層のものは現在あ

まり深部にあるので手をつけられていない。夕張夫炭層中のものは上層 (1 ,....,

2mノ及び、本層 (7m ，， ·g日間24尺層)万，共の間隔は 60mである。との本層は上

部から 6尺層， 8尺層及び10尺層の 3 つに分けられ，第 1 蹟から第 3 蹟に向う

に従って 8 尺と 10尺との間は広がって来、る。

登川宍炭層中のものは下層と称せられる 1.3m のもの 1 層があり，本層の下

位約 110m の所に試錐 vこよって確-かめられている。

一般走向は第 3 噴方面では北西から南東に移り，第 2 噴方面では南北から北

西;こ移る。傾斜は一般に平層で 3'"'-'15° であるが，時に断層及び、摺曲のため 90°

近くに在っている所もある

平安 8尺層と称する炭層は上層と本層との中間に位し，平和噴附近から発達

して 25° 内外の傾斜で以て東方遠幌加別川方面に向い清水沢蹟，遠幌積では採

fJffi 中である。

(4) 鉱直面積及茨量

夕張鉱業所(含遠幌，清水沢)

採掘鉱区 13 15 ， 650 ， 672 坪

試掘鉱区 2 1 ， 947 ， 100坪
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ダ円-< 量

噴名 炭唐名 児童 理蔵茨:量 t 1 確定炭量 t I 実収茨:量 t

タ 本 居 1.3 128 , 152 , 547 88 ,778 , 538 53 ,267 , 123

下 唐 1.3 36 ,014 , 146 1,638 ,000 1,310 , 400
張

上 唐 1.3 29 , 558 , 157 475,039 380, 030

礎 計 193 ,724 ,850 90 , 891 ,577 54 ,957, 553

上 唐 1.3 10 ,275, 950 366 , 400 197, 900
清遠

平安八尺唐 1.3 59 ,471 , 200 5 ,921 ,400 3, 197 ,400

7津k院六・八尺唐 1.3 7, 368 ,200 201 ,800 109 ,000

本暦 1.3 61 , 181 , 100 5, 766 , 200 3 , 113 , 800

積積 !l 下 層 1 ・ 3 1,458 ,800 461 , 100 248 ,900

計 139 ,755, 200 12 ,716 , 900 687 ,000

61 ,824 ,553103 ,608 ,477I333 ,480 , 050A
口 計 l

(5) 表質及用途

本層 (24 尺層)はいわゆる夕張堤と云う名で呼ばれる強粘結性の溶青炭で，

共の用途は極めて広くコークス製造，製鉄，ガス製造，汽健的料として用 ω ら

れる。主な送先は富士製鉄，東京ガス，大阪ガス，神戸ガス，日本鋼管，国鉄，

滝川化学，苫小牧製紙等である。

決唐名水分 %i 揮発努(塁走努!茨分%窒素 %1 硫黄%期 j竺蹴;友色

上 居 2.36 41.77 i49.41 6.46 I - - I 7544 I 膨粘|淡褐

1'0M' I• n M''' i~n ." i ".~ 1 "" I "n/ i "nn~ I . I
a 尺居 I 1.37 i43.70 !52.48 I 2.45 I 1.20 I 0.26 I 8229 I ヶ i 褐

八尺居 I 1.02 I46.16 I49.84 2.98 1.08 I 0.23 I 8281 I ヶ(ゲ

十尺暦 10.9114564| 仏9814 ・ 47 1.07I0.27 8188 I ゲ|ゲ
平安八尺居 I 1.29I42.55 ! 52.94 i 3.22 -- I 0.28 i 8208 I ゲ | ゲ

遠幌十尺居| し04 40.ω51 ・ 43 I 7.44 I -- I -- I 打96 I ゲ [ ゲ

(北茨資料〉

(6) 坑内航況

開坑方式は一般に斜坑方式によって下盤に岩石坑道を掘撃し，とれから小竪

坑小斜坑で、炭層に達し，片盤向に長壁切羽を設ける。現在の採炭区域は次の通

りである。

--99--



第 2 噴 l 区， 2 区， 3 区， 4 区

第 3 礎 松島坑，橋立坑，最島坑

選 1院積 (昭和23年 5 月開坑)

清水沢碩

(ヶ)出茨其他

昭和28年度 4 月 132, 500t 8 月 103 ,700t

5 月 112, 000t 9 月 74 ,600t

6 月 127 ,700t 10 月 94 ,900t

7 月 122,800t

人 員 労務者 9 ,707 職員 1 ，459 (昭和28年 10月現在)

年別

(8) 創業以来の出表高及能率

出炭高 t I 労務者数( 出茨l人 1 日当り

32 ,692 ,800 --

,800 4, 144

2 ,045, 200 5 ,373

1, 811 , 000 6, 372

2 ,054, 900 7,584

2 , 177 ,300 8, 322

2 , 103 ,600 8,651

2 ， 165 ， 700 ヲ， 786

2,271 ,700 12, 108

1, 130 , 100 10 ,503

723 ,550 8,808

1, 919 ,500 10 ,474

1, 025, 500 10 ,514

1, 091 , 000 10 ,821

1,203 ,300 10 , 189

1, 139, 900 9, 404

1 ， 172 ， 900 九 208
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幌内鏡業所万字磁

1.478

1.197

0.8/7

0.824

0.824

0.750

0.669

0.562

0.337

0.272

0.284

0.322

0.351

0.404

0.492

0.509

本図幅内には万字鎖東部の一部分が入るのみであるが，一応概略的な説明を

カ日へるととに寸る。
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本鉱区は明治36年北炭が車)J吹英二氏より買収し同38年開抗したもので，当初

は架空索道によって夕張全で輸送して送炭した。現在の万字，志交問の鉄道が

完~したのは共後の犬IE3 年になってからである。

炭量は万字旗区域全体として 80 ， 310 ， 800t 実収炭量16，670，900t と見込垂れて

いる。

万字績は夕張，登川両炭宍層を稼行し，附近の基盤を構成するものは白望紀

層で登IIr，幌加別，夕張，若菜辺，羊簡の各層が発達し i院内層がとれ等を不整

合に被覆する D 構造は南北に横圧をラけ地層は両端に於て殆んど、東西に変る f瓜

状を示し，走向は中央部では略南北，東に 18--30° である。

水分 % t足分 %1 揮発分 %1 固定炭素%茨唐名

本居

上腎

1.3I

1.93

16.39

17.70

33.37

44.47

48.94

39.90

6900

6700

(原炭)

本層とは登川宍炭層中のもので・層厚1. 20m ，上層は夕張宍炭層中のもので、層

厚 1.65m である。万字炭は粘結炭 70% ，不粘結炭 30%' で、瓦斯用，コークス用

及び一般家庭用として用いられている。

万字績は現在企業整備のため減員をしているが，平常提 I;売の場合は職員 120 ，

労務者 1 ， 150 名で月 1 万 t 内外の出炭で、ある。

卒和鏡業所卒和礎

本図 l協には平和噴の現穣行地域の東部地区が含まれる。平和旗は私鉄夕張鉄

道若菜週駅の東南約1. 5 粁，シホロカペツ川の右岸に第一斜坑があり，叉第一

斜抗を横断して第二坑がある。との鉱区はもと石狩石炭株式会社の所有で、あっ

たが大lE 9 年 1 月買収して，昭和 12 年開坑，同 14 年 5 月初めて出炭した。

当地域は I院内層と石狩統からなり，石狩統は上部から羊菌砂岩，若菜辺層，夕

張宍炭層，幌加別頁岩，登川夫炭層からなり，鉱区の中央に大きな鞍状構造を

呈し，そ ο北方は略東南から西北に走る若鍋大断層があり，その以南は略これ

と平行する病院断層，長屋断層，温泉断層等がある。稼行炭層はいわゆる夕張
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木層といわれる 24尺層中の10尺層及び平安 8 尺層の 2 層で，定向は北西からド

ーム構造を廻り東南に至って傾斜は 20° 以下の緩傾斜であるが，深部では 60°

以上の急傾斜の所もある。

精炭は主として日鉄輪西，釜石，東京ガス等え送られる。

! 固定炭素 ir,#:tl; o/.. i;発熱量 i
炭層名!水分%1揮発分ぷ %友分ぷ|硫黄ふ(カロリ ~I 友色骸炭性状

十尺厨 0.94 43.88 49.24' 5.91 0.30 8007 淡褐粘結

八尺居 1.62 40.84! 52.05 5.48 0.30 7803 '/ゲ

上唐 2.21 42.12i 48.62 7 ・ 04 一間茶褐ゲ

この平和鉱の管階下の鉱区は採掘 5 鉱区で総面積 4 ，1 39 ， 040 坪，との範囲内

の埋蔵量は 118 ， 702 ， 000t と発表されている。

出炭は昭和 17年 83 , 300t 昭和23年 92 ,200t

'I 18 年 104 ， 900t ゲ 24 年 110 ， 500"

ゲ 19 年 153 ， 900t ゲ 25 年 1 1O， 600t

'I 20 年 73 ， 500t ゲ 26 年 119 ， 600t

'/ 21 年 52 ， 500t ヶ 27 年 105 ， lOOt

'/ 22 年 74 ， 200t

労務者合計 930 名。

(5)石炭克斯

ととに更めて石炭瓦斯として取上げたものは，夕張宍炭層中の石炭から出る

石炭瓦斯で，最近井常に一般の注意を集めているもので各方面で研究の対:弥に

なってい.る。

本地域で、は若菜辺附近に北炭によって施行された温泉ポーリングから大正 6

年以来噴き出している石炭ガスがある。とのボーリングは深度240--250m，現

在も舟 1 日 4000立方米のガスが放出iされている。断層で樹された登川 l宍炭層の

炭層を貫いて，との炭層から出るガスが試錐子Lから積出して出るのであって，

昭和 2--3 年に清水沢の発電所で使った事もあり，戟時中はボ、ンペ iこつめて自

動車に腐った事もあったが，目下北炭で、清水沢の発電所を全部ガスにかえて石

炭の使用を節約しようという計両もある。石炭に含まれてU るガスは採I';R時 iこ
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は爆発の危険の最も大きなもので，之を取除くととは採炭を極めて容易;こする

はかりではたく，とのガスを利用するととによって一石二鳥の効果をあげる事

が出来る。

北炭では温泉ボーリンクゃ以外にガスが出ている試錐子じは平安 5 号がある。そ

の分折{直は次の通りである。

グ
号

ン汁
ソ
回
ヘ
ノ

ボ
安
泉温
千

% i 0

0.2 I

0.4 j

% メタン% lN % 発熱量 ω

0.2 I 98.0 I 1.6 9336

0.4! 92.7 6.3 8831

試錐名 I CO2

(北茨資料)

第 5 ~京結 論

以上各項について述べたととを簡単に要約し，更に今後の問題の存する所を

明かにしたいと思う。

大夕張，遠l院，清水沢，平和等の諸炭噴を有する本地域の石狩炭田東部は古

くはライマンの昔しから諸学者の研究の対象と友り，その構造及び、岩質等"工非

常によくわかっているが，その東に分布する蝦夷層群，主主知層群及び夕張岳変

成岩類については比較的関却されていた。筆者等の本調杏の全点はとれ等古期

岩類の岩質，層序及び、構造の究明に辛かれ，大部分の日数はそれに費された。

本地域最古の地層である夕張岳変成岩は共の岩質から神居古j草変m岩類;こ上じせ

られそれに活入した蛇紋岩と共に前岳筒上断層によって主主知層群及び、蝦夷層群

上に筒とする。本層は変質をうけた輝緑岩，輝緑凝灰岩，粘板岩を主体とし之

に石英片岩類を交え古明岩類(日高系の一昔J3か 1) と空知層群の一部が混然と

した変質何用をうけたもの εはなかろうかと推定する。

~知層群は略保経紀層と推定せられる輝緑凝灰岩， graywacke砂岩，黒色

頁岩，チヤ{ト，桂岩等からなる厚い累層であって本地域では夕張岳筒土断層

と前岳筒上断層に囲まれたさき知層群の略中央部が分布し，僅かに北東端iこ長上

昔[l層の SCiこ該当する部分があり，とれと下部蝦夷層群基底の富問砂岩とは整
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合的であるといわれる。既に述べた様に本層は夕張岳変成岩類の一部に参加し

て去り，その分布も北海道中央地域を南北に延び、た広い露出を示しており，そ

の綜合的研究は本島中生代の暗黒部を打開する重要な鍵となるものである。

例えぽ橋本亘によって分けられた山部!層〈下部)と主夕張層(上部)と根本，三

本杉，水口によって分けられた糖平統(下部)，沙流川競(中部)，ニセウ統(上

部〉との対比の問題，叉は北見国枝幸郡小頓別東部に島田忠夫によって北見層

と名づけれらた厚い砂岩，頁岩互層にチャートを挟む断層で dr. PhyIIoceras

mediterraneumNEUMAYR を合むものがきさ知層群のどれと該当するものであ

ろうか。或は礼文島に於て筆者等の一人の長尾が観察した白望紀とされている

基底岩が空知続の岩質に類似している点等今後の研究に待つものが甚だ多いの

である。本層の研究は必然的に神居古淳変成岩類との関連性を呼ぴ，引いては

日高 f変戎岩類にも及ぼさなければ、ならない。

蝦夷層群は従来下部菊石層，中部菊石層(叉はトリゴニヤ砂岩層)及び、上部

菊石層と呼ば、れ古生物学的には幾多の碩学の研究対象と足ったものであるが，

その細分は極めて部分的なものに止まり今後の野外調杏を必要としている。筆

者等は本層群を岩質的及び、古生物的に細分して上部蝦夷層群 (UYl""UY2) ，中

部蝦夷層群 (MYI-MY!J)' 下部蝦夷層群 (LYl~LY4) とし，との構造の究明を

試みた。共の結果地域的に古生物学的の区分と岩質的区分との聞に「ズレ」が

出来ることを発見した。即ち中部蝦夷層群の最上部である佐久層(本図幅での

白金沢砂岩層 -Myρ の化石要素のあるものは本地域北部の主夕張川本流では

MY9 の中 iこ限定されるのであるが，地域南部の白金沢及び、カネオペツ沢では更

に下部士で，即ち Inoceramus uwajimensis 及び、 Scaphites (Yezoites)

planus 等は My?の層準に士で下って発見される。つまりLo wer Urak'lwa

の化石要素のあるものが Upper Gyliak まで下って産出すると云うことで，

化石の Geological range に再考を要するものか，或はとれ等の下部層の中に

極めて小部分の MY9 が「くりかえし」で顔を出すものであろうか。後者の場

合を訟もんばかつて筆者等は細かい「スケッチ」をとって岩質をみたので、ある

81)根本忠貰，三本杉巳代治，水口文作登川図幅北工議第 5号昭 17.9
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が，その様;こは考えられなかった。参考のため附図として lV1Y5""Myo の化石を

主 主夕張JI [と白金，ヵネオペツ沢について対比したものをつけたo 中部蝦夷層群
から上部蝦夷層群にかけて相当頻繁な凝灰岩叉は凝灰質砂岩の薄層の介在は問

歓的な火山活動の降灰があったものと推定せられ，との内上部蝦夷層群中最上

音Bの凝灰岩には相当厚いものも存在する。

岩質的に極めて特徴のある函淵砂岩層は本地域の中央部に略南北の陵線を形

作って令布して図淵層群の命名地である函淵では見事江露出が見られる。

本地域の経済的重要性の「トップ」を占める石炭層を挟有する石狩夫炭層は

地域西部に広い分布を占め，これを被覆する l院内層と共に後川端地変の運動に

よる複雑な稽曲，断層をうけ数多の等傾背斜，向斜及び、筒土断層あるいは根無

地塊等が見られる。石狩統は下部から登川必実層，幌加別頁岩，夕張先炭層，

若菜辺層及び、羊歯形、岩層からなり，それから上位の地層は分布しないし，叉若

菜辺，羊歯聞には美唄，赤平の同層を欠く。

幌内層は基底部に厚さ 50--100cm の基底磯岩をもって本地域西部に広く分

布し，その特徴ある泥岩相の研究はその化石の研究と共に下位に伏在する石狩

統央炭層の研究に欠くととのできないものである。

誌の上層準の地層は日陰沢支流の98班沢と白金誌の沢の支流棋桓沢に小露出

があり，後者は蝦夷層群の中に挟みこまれた僚た形をとり， 2/本の主要断層で

「レンズ」型をしている。下部機岩を基底としてこれに噌灰色頁岩層を主とし

との上に砂岩層があり，との中に薄炭層が扶士れている。但し白金沢，カネオ

ベツ沢等に由来不明の「汚い磯岩」の転石が可なり存在し，誌の上層の基底磯

岩と推定されるので，嘗ては本層は可なり広い範囲の分布をもつてのたものと

忠われる。

第四五己に入って主夕張川には少くとも 3 段の河成段丘が認められるので，最

近の隆起が少くとも 3 回Ivこ亘って行われたものであろう。但し日陰沢支流奥の

高位機層は現在の所多くの研究すぺき余地を残している。

鉱床資源として特筆すべきものは三菱，北炭等で稼行中の石炭であって登川

夕張の両炭炭層が稼行対象と伝って炭質優良の粘結性苦青炭を韮白している。
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稼行炭醸の炭層層準，出炭，炭量及び労務者数は次の通りである。

!稼行 I llJ !:t;'.. I !I.e'. .§!.労務 l
茨噴名 I~炭追唐居準(出炭 l 茨 量[者数備 考

三菱大夕張 l 夕張爽茨暦 l片月 4什千万
北夕張炭噴 l ゲ l片月 ， 3巧5川 ? 210

北菱鹿島炭礎| ゲ ;丹月 iし， 70∞O曜定 4ωO 万 ti 10∞Dl

北菱春日炭蹟 i ゲ |丹月 iし， 0∞O∞o t:推推推 t走 3却O万E判 3叩O

:R 111--r:"J'7>rrrr /', 00<:' 111111.1 n 711n'f含清水沢及び
ゴ阪城鉱業所 'I 月 10万 ti実収 ω25 ， 0001 9 ， 709i 遠峨

北茨平和鉱業所: ゲ l 月 3万 tl推定 118 ， 702 ， 000ri 930

北炭万字鉱業所 if謂嬬)月 切開 lω ，州 1,150

十代田万端噴 l 函 淵 l月 5町定i推定 304 ,000tl 20 末出茨

鉱産資源として石炭以外 Lつもので、は蛇紋岩の中の石綿鉱床と夕張川の砂白金

であるが，石綿は現在全で、の所稼行の対象となる様訟ものが発見されてい友

い。但し夕張岳の奥の人跡未踏の地 Iこは今後発見される可能性は走仔に存在す

る。砂白金は砂金と混って現河床あるいは旧河床に発見されて古くから稼行さ

れているが，現在も舟 2--3 名の砂金掘りが白金滝の沢に入って昔左がらの猫

流しと揺板でもって保取している。

線路敷設にいかに地質調査が大切で、あるかと云う点で、非常にいい例が本地域

にある D

本地域の主夕張 JII，白金沢:こは営林署の運搬軌道が長く延び、ている D 両車は

大部分蝦夷層群の地層であるが，地層の傾斜側にとった線路及道路は殆んど毎

年崩壊及び、地とりのため破壊されて修理に暇も友い様な状況である。若し当初

に地質図によってその岩質及走向，傾斜を吟味してみるなれば当然その対岩に

もって行くべき所であるが，それを無視して工事を進めた結果が今日の状態を

来たしたのである。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50,000

OYUBARI

By

Sutekazu Nagao

Hiroshi Osanai

Sumitoshi Sakδ

Resume

GEOLOGY

Theareacoveredbythisgeologicalmapissituateinthecentral

partofHOKKAIDO.

TheriverYUBARIrunsthroughthecentralpartofthismapfrom

northtosouth, andthemostofitstributariesfromeasttowest.

Topographicallytheareaisdividedintofollowing4partsacco ・

rdingtotherockfeaturesandthetectoniclines.

1 Backbonemountainrangeoftheeasternpart.

2 Mountanisofthewestsideof(1) ・

3 Consequentvalleyareabetween(2)and(引.

4 Mountainsofthewesternpart.

(1) ConsistsoftheYUBARIDAKEmetamorphicgroup, andthegraywacke

sandstone, slate, chert, andschalsteinformingtheSORACHIgroup.

(2) Consistsofmudstone, sandstone andsandyshaleofthe YEZO

groupoftheCretaceousage.

(3) ConsistsofmudstoneoftheupperYEZOgroupand theriver

terracedepositsoftheriverSHYUPARo.

(4.) ConsistsoftheHAKOBUcHIgroupoftheupperCretaceous, andthe
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Tertiary formations includingthe ISHIKARI group andthe

PORONAIformation.

TheGeologicalform3tionofthe areaisasfollows (ascending

order).

1 TheYUBARIDAKEmetamorphicgroupｷｷｷ"·Pre-Cr ・ataceous.

2 TheSORACHIgrOL1p '"···Jurasso-Cretac~ous.

3 TheYEZOgruup ..Cretaceous.

4 TheHAKoBucHIgroup ｷｷｷUpperCretd.ceous.

5 TheISHIKARIgroup .....)
jPalaeogen~ Tertiary.

6 ThePORONAIformation '"...J

7 The!TAGAKIZAWAform ョtion ・・・・・・ Ne::>gene Tertiary.

8 Terracedepositsandalluvialdeposits.....ｷQuaternary.

(1) TheYUBARIDAKEmetamorphicgroup.

民1ainly consistsofalteredschalstein, diabase, phyllitea'1d

quartz-schist.Slight dynam っmetamorphism isobserved in the

featuresoftheabovementionedrocks.

Thisgroupisconsideredt)bee司uivalent totheKAMUIKOTAN

metamorphicgroupofthecentralHOKKAIDO.

ItseemscertainthattheKAMUIKOTANmetamorphicgroupinｭ

volvessomepartsoftheSORACHIgroup, sothat thegeological

ag ラ of thegroupshouldbepossiblyPre-Cretaceous.

Furtherdataareexpectedthroughtheinvestigationsinthe

adjacentareas

(2) TheSORACHIgroup.

Mainlyconsistsofschalstein, graywacke-sandstone, chertand

slate.

TheSORACHIgroupofthisdistrictisconsideredtoenvolve

themiddleandupperpartsofthegroup, asisjudgedfromtheir

rockfeaturesandsuccession.

TheuppermostSORACHIwhichisdenotedSrDbyMr.HASHIMOTO

isobserevedinthenorth-easterncornerofthemapwherethe

lowerYEZO(TOMITOIsandstone)coversSr!l c:mformably.

Theotherm3SSofthisgroupexposesasabigover-thrust
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mass(YUBARIDAKEover-thrust), andiscorrelatedtoSri! andSr4

ofl¥1r.HASHIMOTO.

Themainstructureofthisoverthrustmassextendsin alｭ

mostNS direcrion , inclining toward E, showinga reversed

orderofsuccession.

。:) TheYEZOgroup.

TheYEZOgroupisdividedinto3sub-groups, thelowerYEZO,

themiddleYEZOandtheupperYEZO.Thesesub-groupsarealso

subdividedintothefollθwinig formations.

ThelowerYEZOsub-group..ｷｷｷｷ·..LY1"",Ly.!

ThemiddleYEZOsub-group....ｷｷMyl""'M}D

TheupperYEZOsub-group......UY1 "", UY2

ThebasalmemberofthethelowerYEZO, whichiscalledthe

TOMlTOIsandstone (LY1)overliestheuppermostSORACHI(Srg)

conformablyintheupperreachesoftheriverSYUPARO, accordｭ

ingtoDr.M，主 τSUMOTO.

Thelithiccharactersofeachformationareasfollows.

(a) LYl. TheTOMITOIsandstoneformation

Mainlyformedoffinetomt~di L1 m grainedsandstoneofdark

colorintercalatingdarkishgrayshale. Theupperpartofthis

formation graduatesinto LY2 ・ Fragments of verypoorly

preservedplantsarefoundfrequentlyinthissandstone.

(b) LY2 ・ The Lowersandstoneandshaleformation

Alternatonsofsandstoneandblackshaleinthelow~r part,
alternationsofcoarsesandstoneandshaleinthemiddleandthe

dominantlyshalewithsandstonebedsintheupper.Calcareous

nodulesarefoundinshalebeds, nofossilbeingfoundinthe

former.

(c) LY3 ・ The Orbitolinalime-stone.

Whitishgraylimestoneofroughappearance.

ContainsOrbitolina, aswellasNerineacorals, bryozoas, pelecy嶋

podsandcalcareousalgae.

(d) Ly~ ・ The Uppersandstoneandshaleformation.
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Alternations Qf sandstone and shale which overlie

Orbitolinalimestoneconformably.

Thelowerpartｷｷｷ..ｷthinalternationofsandstone, shale, and

sandyshale.

Themiddle part ・・・・・・ alternation of dominantly sandstone

withthinshalebeds.

Theupperpartｷ....ｷalternationofthickshaleofgraycolorand

thinsandstone.

(e) MYl ・ The OKUNOSAWAsilicioussandstonefromation.

Hardandcompactsilicioussandstone, about20mthick.This

formationwhichisthebasalsandstoneofthemiddleYEZOgroup

contanissmallpebblesofchertinsomeparts,andtheumconformｭ

itybetweenLY4 andMYlwasdiscoveredintheareaofthe

YAMABEgeologicalsheetbyMr.HASHIMOTO. However, LY4and

MY1areapparentlyconformableasfarasthisareaisconcerned.

(f) MY2 ・ The 98PANZAWAshaleformation.

Darkgraymassiveshaleaccompanyingsomealternatingbeds

ofsandstone,shaleandsandyshale.SeveralthintuEac:loussandｭ

stoneofgrayishwhitecolorareobservedincertainhorizon.

Ammonitesarefoundinthisformation.

(g) MY3 ・ The OKUFUTAMATAsandstoneformation.

Dominantly sandstone, withthin sandy-shaleandshale

altogether, forming ram'lrkablekeyformationbetweenthe

shalepartsofMY2andMY4 ・

Grayishwhitetufaceoussandstones, !---50cm, areobserved

inthemiddlepartofthisformation.

Ammonitesarealsofound.

(h) MY4. The88PANZAWAsandyshaleformation.

Massivedarkgray shale, about500m thick , withsandy

shaleb~ds incertainparts:containscalcareousnodulesencloｭ

SIngaロlmonite ，

(i) MYa. The87HANzAwAsandst:meformation.

Alternationofsandstone, shale, andsandyshaleabout50m
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thick, formingaveryremarkablekey-bedinfie.1dsnrvey.

Glauconite sandstonesarealsoobservedinthisalternating

sequence.

(j) MY6 ・ The HIKAGEZAWAshaleformation.

Massivedarkgrayshale , about400m inthickness.

Thintufaceoussandstonesandtu 旺s arefoundinthe はpper

andlowerpartbutnotinthemiddleofthisformation.

Aboundantcalcareousnodules containing ammonitesare

foundthroughoutthisformation.

(k) MY7 ・ The NAKAFUTAMATAsandstoneandshaleformation.

Thepeculiar featurescharacteristicof theSAKUsandｭ

stoneformationareseemsymptomatically.

Roughlyspeaking, MY1--MYGaremuddy , andthefacies

richinsandstonegraduallybecomes remarkablefromMY7 to

MYawhichisthetypicallithiccharacteroftheSAKUsandstone

formation.Aboundantcalcareousnoduleswithammoniteare

foundinthisformation.

(I) Mys ・ The TAKINOSAWAsandstoneandshaleformation.

TheupperpartofthisformationmergesintoMYagraduaIIy.

Alternati っn ofsandstone, sandyshaleandshale, intercalating
bedsoftufaceoussandstoneandglauconite-bearingsandstone.

Manyammonites arealsofoundinthisformation.

(m) My ，]・ The SHIROKINZAWAsandstoneformation.

Thisformationoccupiestheuppermosthorizonofthemiddle

YEZOgroup , andiscorrelatedtotheSAKUformation of the

ABESHINAIdistrict.ThustheremararkabIefeaturecharacterized

bytherichsandstonefaciesoftheSAKUformationisvisible

inthisdistrict.

Aboundantammonitesandinoceramiarealsofound.

Cn) UYJ ・ The ISOJIROZAWAshaleformation.

ThebasalpartoftheupperYEZOgroupisrepresented by

thisthick, massivedarkgraymudstoneofUYJwhichhasno

tufaceousrock.OnthisaccountUYtandUY2arediscriminated
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(0) UYzTh 乞 KOSENZAWA tufaceoussandstoneandshaleformation.

Very frequent occurrence oftufaceousthinsandstone

bedsisthespecial featureof UY2, thoughthemainpartis

quitesimilartoUYl ・

ωThe HAKOBUCHIGroup.

HAKOBUCHI, whorethefamousnameoftheHAKOBUCHIgroup

wasderivedfromisinthesouth-westernpartofthisarea.

Thesubdivisionofthisgroupisasfollows(ascendingorder)

(a)sandstonebedwithconglomerate40m

(b)rhyoliti~ tu 旺 bed ..............… ····25m

ThelowerHAKOBUCHI~ (c)finesandstonebed 65m

(d)theNilssoniabed '"…..・・・・・・・・・・・・・ 40m

(e)lowersandstone, conglomerate'" 60m

((f)theFUKAUISHIconglomerate......20m

I(g)theFUKAUSHIsandstone'"… ..·..·35m
TheupperHAKOBUCHI~

I(h)uppersandstoneandshale…..... 30m

l(i)theSANUSHUBEsandstone……… 105m

(5) TheISHIKARIgroup

Thefamouscoalbearingformation ofthisareabelongsto

thisgroup, andoccupiesthewesternpartofthisarea.

Thisgroupisdividedintothefollowingformations;(ascen-

dingorder)

(a) theNOBORIKAWAcoalbeClringformation

(b) theHOROKABETSUshaleformation

(c) theYUBARIcoalbearingformation

(d) theWAKKANABEformation

(e) theW(jodwardiasandstoneformation.

TheseformationsofthelSHIKARIgroupyieldedtoverysevere

foldingandthrustingofthePost-KAWABATA-Orogeny, and assume

isoclinals戸lc Ii nes andanticlinesofNStrend.

ExceptfortheWoodwardiasandstoneformation , theupper

divisionoftheISHIKARIgroupisnotrepresentedinthisarea

andthePORONAIformationscoverthemumconformably.
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(6) ThePORONAIFormation.

ThePORONAIformationisrepresentedbyamonotonousmassive

mudstoneofdョrk graycolor.Verythinconglomerateorsandy

partisfoundatthebasalpartofthisformation , andthepresence

ofglauconiteisacharacteristicfeatureofitsbasalpart.Insome

horizon , manyplatyorroundedcalcareousnodulesareobserved ,

andsilicifiedwoods, pyτitesandhammerstonesarefoundformnig

thenucleiofthenodules.Hammerstones arealsothecharacｭ

teristicf句'.ture ofthisformation ,beingfoundincertainspecial

horizons.Sothediscoveryofhammerstonesisveryuseful for

thesakeofthesubdivisionofthePORONAIformation.Aboundant

fossils have beendescribed from this formation by many

geologists.

Amonymanyfossils, foraminifershavebeenstudiedrecently

byProf.ASANOoftheTOHOKUUniversitydrawingconclusions

thatareveryinterestingfortheinterpretationofthesedimentary

cyclesoftheISHIKARICoalbasin.

TheanalysisofthePORONAIstructureisquiteessentialto

revealthe structureof theunderlying ISHIKARI coal bearing

formation. Thegeologistsof the coal minesareengaged in

studyingthePORONAI

(7) TheITAGAKIZAWAFormation.

Consists ofconglomerates, sandstones, andshales. This

formation isfound at the ITAGAKIZAWA, a tributaryof the

TAKINOSAWAinthecentralpartofthisarea. Maindirection of

thisformationisNSandformingalenseshapedexposure by

2main faultsofNSdirectionwithintheYEZOgroupterritory.

ThisformationiscorrelatedtotheTAKINOUEhorizonofthe

NeogeneTertiaryasisshownbycontainedfossiIs.

Someremnantsofthebasalconglomerateof thisformation

arefoundatmanyplacesinthedistrict, sotheoriginaldistribuｭ

tionofthisformationissupposed tobemuchwiderthan at

present
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(8) Terracedepositsandalluvialdeposites.

Oldterracedepositsareobservedatleastin3stagesalong

the riverSHYUPARO. butcannot betracedwidelyatpresent

astheyareobliteratedbyerosion.

Highergravel-bedisfoundattheupperstreamareaofthe

HIKAGEZAWAattheheightof600mabovesea-level.butitsorigin

isunknown.

Structurallythisregionisdiviedintothefollowing4units.

1 TheMAEDAKEandtheYUBARIDAKEoverthrustsoftheeastern

mountainland.

2 InvertedmonocIinalstructureoftheYEZOgroupandwith

numerousfaults.

3 Overthruststructureofthe Mesozoicformation which

thrustupontheISHIKARIgroupandthePORONAIformation

inthewesternsideoftheriverSHYUPARO.

4 ComplicatedfoldingsoftheISHIKARIcoalfieldinthewestern

partofthisarea.

Byanalyzingthesestructuresand thefeatures ofsedimenｭ

tation, wecanassumethefollowingmainstepsinorogeny.

(1) iscalledthe “ Middle YEZO Orogeny" whichisshownby the

remarkableumconformityofthebasalpartofthemiddleYEZO

group.

。，) iscalledthe"Epi-CretaceousOrogeny"or “ Late YEZOOrogeny"

whichisshownby the “MAEDAKE overthrust" and the vast

intrusionofserpentineintotheYUBARIDAKEmetamor 目phic group.

(3) isthefoldingsofthe“ Pre-PORONAI" andtheυPost-IsHIKARI" stages.

糾 is themost essential and e旺ective orogeny of the “Late

KAWAHArA". whichisshownbytheYUBARIDAKEoverthrustand

“ klippe" structureofthewesternpart.

Amongthosemovements the “LatεKAwABArA Orogeny"is

themost importantinthisarea. asit isconsideredtohave

decidedthepresentstructuralfeaturesofthisregion

Themoreimportantmineralresourcesofthisareaareas
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follows.

1 Asbestosinserpentinerocksoftheeasternpart.

2 Placergoldand platinumoftheriverYUBARI.

3 CakingcoaloftheISHIKARIgroup.

Asbestosand placer gold and platinumarenotimportant

becauseoftheirsmallreserves. Cakingcoalisworkedactively

bytheMITSUBISHIMININGCo. andtheHOKKAIDOSTEAM-SHIP &

COLLIERYCO.
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附図 12
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札幌第 24 号大夕張図幅説明書 第 1 図版

夕張岳の頂正治、ら大夕張方面をのぞむ
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主タ脹川附近に発述~-る河芹段 JI:
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札幌第24号た夕張図幅説明書 第 3 図版

主夕張川中流 山林軌道沿:諌の上部蝦夷層群の露出



札幌第24号大夕張図幅説明書 第 4 図版

白金川下流蝦夷層群中の砂岩!泳
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札幌第24号犬夕張図幅説明書 第 5 図版

日臨津上流の蝦夷層群の摺曲状態



第 1 圏

夕張岳変或岩漬

第 2 図
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第 図

第 2 図



錯 1 薗

タ強岳変成;岩額

第 2 爾

白桑津l!i::流の MY3 砂岩層の露出
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第 図

第 2 図
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白金川下流蝦夷層群中の大型 Puzosia
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Fig. 2

Fig. 1
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